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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ガーフィールド家の長女オデットは悩なやんでいた。

　それはそれは、オデットの十六年という人生の中で一番と言えるほど……どころか『考えるより行動あるのみ』といういわゆる脳筋なガーフィールド家史上最大かもしれない悩みようである。

　酷こく使ししすぎた脳が悲鳴をあげ、思わず痛みを覚えてこめかみを押さえてしまう。知ち恵え熱？　流石さすがにそれはない。……はず、多分。

「オデット、大だい丈じよう夫ぶ？」

　そんな悩む様子を心配されたか、ふと声をかけられオデットがしかめていた表情のまま瞳ひとみを開けた。

　目の前には金糸の髪かみの小こ柄がらな少年。まだオデットより幾いく分ぶん背が低く、上うわ目め遣づかいでこちらを見上げてくる。幼いゆえ中性的なあどけなさで不思議そうに小首を傾かしげ、オデットと目が合うと青い瞳をパチンと瞬まばたかせて長い睫まつ毛げを揺ゆらす。まるで絵画から抜ぬけ出たような美しさと気品を感じさせる少年だ。

　そんな彼の表情に、心配させてしまったとオデットが慌あわてて首を振ふった。

「大丈夫です、クルドア様。少し考え事をしていただけです。それでお話ですが、いかにクルドア様の頼たのみと言えど流石さすがにそれは……」

　具体的な言葉にこそしないが拒きよ否ひのニュアンスを漂ただよわせれば、クルドアの澄すんだ瞳に戸と惑まどいの色が浮うかび始めた。彼の瞳は晴れた日の空を彷ほう彿ふつとさせる鮮あざやかな色をしており、オデットにとって何より美しいと感じる色だ。

　だからこそ、その瞳が切なげな色を宿し始めたことがオデットには耐たえられなかった。澄んだ空が今は雨の気配を匂におわせているのだ、見ているだけで心苦しくなってくる。

　それでも……と躊躇ためらってしまうのは、自分の些いささか過か剰じような忠誠心でも──自覚はある。改善する気が無いだけだ──二つ返事で了りよう承しようできないほど、彼の頼み事があまりにも突とつ拍ぴよう子しのないことだからである。







　話は数週間前に遡さかのぼる。クルドアのもとに結けつ婚こんの申し出があったのだ。

　森に囲まれた小国パルテアの第三王子である彼にくる申し出と言えば同じような小国の王女か他国の貴族の令れい嬢じようか……そう誰だれもが考える中、申し出に記されていた名前はまさかの大国ヴィルトルの第一王女『セスラ・ヴィルトル』であった。
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「いっそ自由恋れん愛あいでも良いんじゃない？」と暢のん気きにも程ほどがある構え方をしていた者達もこれには目を丸くさせ、まさに上を下への大おお騒さわぎである。代々王家に仕えているガーフィールド家も同様。とりわけクルドアに頼み事をされたオデットは上を下へどころの騒ぎではなく、一回転半まわって上は上へ下は下へである。

　なにせクルドアはオデットに婿むこ入いりに同行してくれと、ヴィルトルに付いてきてくれと言いだしたのだ。

　いや、それだけならばまだ良い。ガーフィールド家のオデットからしてみれば喜ばしいことですらある。齢よわい十六の少女と言えどオデットは一人前の騎き士し、王子の為ためならば喜んで身一つで国を越こえてみせよう。




　……だけど、流石にその身を偽いつわって国を越えろというのは中々どうして無理難題である。




「つまり、私は男としてクルドア様に同行するってことですよね。それは無理があるかと……」

　クルドアに対してハッキリと拒きよ絶ぜつすることも出来ず、助けを求めるようにオデットが周囲を見回した。

　並ぶのは国の重じゆう鎮ちん達。といっても小国ゆえに重鎮と言えど見知った顔ばかりで、その中に一人とりわけ覚えのある人物を見つけてオデットが凝ぎよう視しした。

　ガーフィールド家当主。今でこそ国を支える一家当主としてこの場に立っているが、朝方は普ふ通つうに朝食を共にした人物だ。それどころかオデットの皿からベーコンを盗ぬすんでくれた人物。つまりオデットの父親である。

　オデットをはじめガーフィールド家の子供達は容姿こそ皆みな母親似だが、一転して髪色は皆が揃そろえたように父親譲ゆずりの赤である。まるで燃え盛る炎ほのおのように濃こく、兄妹きようだい皆が真っ赤な髪をしているため一堂に会すると壮そう観かんとさえ言える。そのうえ兄妹の中でもオデットは父の色を濃く継ついでおり、瞳の色も彼譲りの紫むらさき色いろである。傍はたから見てもその関係は一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　そんな父はオデットの熱い視線に気付くと悠ゆう然ぜんと歩み寄り、まるで宥なだめるように左の肩かたに手を置いてきた。

「オデット……いや、今日からオディールと呼ぼう」

「お父様、それはお兄様の名前です」

「オディール、我が息子むすこ。遠く離はなれた地に行っても、父はお前の事をひと時も忘れることなく想おもい続けているぞ……！」

「ひと時も忘れることなくどころか、今まさに本人を前に記き憶おく改かい竄ざんしています！　大体ですね、どうして私がそんなことを！」

　そうオデットが喚わめくように訴うつたえれば、父を始めとした重鎮達が重々しい溜ため息いきをついた。




　パルテアは小さく弱い国だ。他国に狙ねらわれれば最後、それどころか無関係でも戦せん渦かに巻き込まれれば容易たやすく散ってしまう程の弱小国。むしろ森に囲まれた辺へん鄙ぴな地形の弱小国だからこそ、今までどこも気にかけず手を出されずにいたのかもしれない。取っても取られても独立していても影えい響きようがない、その程度の国なのだ。

　そんな小国パルテアに対して、ヴィルトルは世界的に名を馳はせている大国。雄ゆう大だいな土地と海を越えた先にまで繫つながる国脈、経済も何もかもが他国を凌りよう駕がしどの国の王族も首こうべを垂れるほど。

　そんな大国の王女セスラがクルドアの肖しよう像ぞう画がを見て一ひと目め惚ぼれしたというのだから、この申し出をパルテア側が断れるわけがない。返事すらしていないのに話を進められ、憐あわれクルドアは十二歳という幼さで一人大国に婿入りさせられることになったのだ。

　そのうえヴィルトルには男は十三歳からしか結婚できないという決まりがある。それでもクルドアの婿入りを急せかすのは、つまり彼がその年ねん齢れいに達するまで自国で暮らせと、結婚までにヴィルトルの生活に慣れろということだ。これを飼い殺しと言わずに何と言う。

　だがヴィルトルも鬼おにの住む国ではないようで、本来であれば身一つの婿入りが常のところ、例外としてクルドアが望むものを一つだけ持参することを許してくれた。

　そうして彼が選んだ只ただ一つの持参品こそ、オデット・ガーフィールド。姉弟きようだいのように育ち、なにより信しん頼らいを置く騎士である。




「そこまでは理解できます。私もガーフィールド家の騎士、クルドア様のためならば喜んでご一いつ緒しよします。だけどなんだって私がお兄様の名を名乗る必要があるんですか。私はオデット・ガーフィールド。息子ではなくガーフィールド家の娘むすめです」

「はは、何を言ってるんだ息子よ」

「お父様！」

　オデットが喚けば、押し通すのは無理だと察したか父が深く溜息をついた。

　次いで浮かべる表情は随ずい分ぶんと渋しぶく、重大な問題を前に頭を痛めているのが分かる。苦く渋じゆうの選せん択たくを迫せまられているようなその痛々しい表情と瞳に、向かい合うオデットの胸が痛んだ。

　記憶改竄しようとしてきたが父は父なりに考えがあってのことなのだろう。むしろガーフィールド家当主である彼がそんな手段を取るのだから、想像以上に事態は深刻なのかもしれない。そう考えてオデットも真しん剣けんな表情に切り替かえ、返事を待つようにジッと父を見上げた。

　鍛きたえ上げられた体たい軀くが今だけは少し小さく見え、色いろ濃こく子供達に継がれた赤い髪が深い溜息に合わせて揺れる。

「オデット、言い難にくいんだが実はな」

「はい、何でしょう」

「実は、ヴィルトルでは女性騎士は認められていないんだ」

　そうはっきりと告げる父の言葉に、根本的な問題すぎるとオデットが額を押さえた。

　父曰いわく、ヴィルトルでは女性の騎士は一人もおらず、そもそも国が認めていないという。女性は慎つつましく淑しとやかであることこそ美徳とされ、剣けんを持って戦うなどもっての外。オデットからしてみれば不服を唱えたい話だが、歴史ある大国とはそういう凝こり固まった考えを持っているものらしい。

　なるほどそれで自分が男を名乗るのか……そう考えつつ、それでもとオデットが父に視線を向けた。話としては納なつ得とくできたが、だからといって了承する気にはならない。

　だが次に父が口にした言葉を聞き、オデットが出かかった言葉を飲み込んだ。

「その決まりを破ってまで女を連れていけば、はたしてセスラ王女はどう思われるか……」

「それは……」

　反論しようとオデットが口を開くも、父の言わんとしていることを察して上手うまく言葉が出てこない。

　セスラは大国ヴィルトルの王女ではあるが、年とし頃ごろの少女でもある。一目惚れしたクルドアが『たった一つの持参品』として、それも決まりを破ってまで女性騎士を連れてくれば年相応に嫉しつ妬としないわけがなく、クルドアとオデットの仲を疑う可能性だってある。

　つまるところ、低てい俗ぞくな表現ではあるが『婿入りに愛人持参』と取られるかもしれないのだ。

　そうなれば最後、婚こん約やく破は棄きどころではなく下手すればヴィルトル側が侮ぶ辱じよくされたとパルテアに敵意を向け、一夜にして……。

「パルテアが潰つぶされかねない……！」

　脳のう裏りに浮うかんだ最悪の図にオデットが悲鳴をあげれば、理解してくれたかと重鎮達が──もちろん父も含ふくめて──深く頷うなずいた。

　つまりはそういうことである。

「理解してくれたようだな、オディール」

「お父様、私はオデットです……」

「我々もクルドア様の望みは叶かなえてやりたいと思っている。だがお前をそのままガーフィールド家の娘として同行させることは出来ない……。そこで息子とお前をちょちょいと入れ替えればあら不思議、何の問題も起こらない。というわけだ」

「説明が酷ひど過ぎるにも程ほどがありませんか!?」

「ちなみに提案者は私だ」

「お父様……！」

　これは酷い！　とオデットが膝ひざから頽くずおれる。

　実の父に売り飛ばされた気分だ。いや、実際に売り飛ばされているのと同然なのだが。

　それでもオデットは心折れることなく立ち上がり、拒きよ否ひの色を瞳ひとみに込めてキッときつく父を睨にらみつけた。確かに父の話は理解できる、この状じよう況きようならばオデットが男を名乗ってヴィルトルに向かうのが一番の策だろう。

　だがそれが分かっても頷くわけにはいかない。男と偽ってヴィルトルで暮らすなど冗じよう談だんではない。これはガーフィールド家の名めい誉よ以前に、オデットの女としてのプライドの問題である。

　だからこそ一刻も早く拒否し、さっさと次の解決策を考えてもらわねば。

　だがそんな決意をしたオデットの腕うでをクルドアがグイと引っ張ってきた。

　しまったとオデットが自分の迂う闊かつさを悔くやんだのは、この勢いのまま父に拒否の言葉を叩たたきつけるべきだったからだ。だというのに腕を引かれて咄とつ嗟さにクルドアを見てしまった。

　美しい金の髪かみが揺ゆれ、澄すんだ青色の瞳が不安げに見上げてくる。その愛らしさ、美しさ、まるで彫ちよう刻こくのようでいて触ふれれば壊こわれてしまいそうな繊せん細さいさ、なんて尊い。




　あぁ、だめだオデット・ガーフィールド。

　目を逸そらせ……この瞳に弱いと分かっているじゃないか。




「オデット、やっぱり駄だ目め？」

「ク、クルドア様……私は……」

「無理を言ってるのは分かってるけど、僕不安なんだ。ヴィルトルに行くのは怖こわいよ……」

　だから付いてきてと弱々しく呟つぶやくクルドアの青い瞳に涙なみだが溜たまり始める。いかに才知に溢あふれた王子と言えど十二という幼さで大国に行かされるのだから不安を抱いだくのも当然。

　とりわけヴィルトルとパルテアでは何もかもが違ちがい、別世界と言っても過言ではないのだ。そんな大国に放ほうり込まれ、そのうえ彼の小さな肩には国の存続まで載のっている。感じるプレッシャーは相当だろう、一いつ介かいの騎き士しでしかないオデットが計り知れるものではない。

　そんな不安を隠かくしきれないとクルドアがオデットを見上げる。崩くずれてしまいそうな儚はかなさで縋すがり付くように瞳を見み据すえ、更さらに小さく呟かれた「お願いだよ」の一言……。

　これを聞いて、オデットは意を決したと固く瞳を閉じ……、




「オディールとお呼びください」




　と、流れるような動きでクルドアの前に跪ひざまずいた。

　オデット・ガーフィールド改めオディール・ガーフィールド、人生という道を大きく踏ふみ外した瞬しゆん間かんである。
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　ヴィルトルから来た迎むかえの馬車は豪ごう華かを極きわめたような作りで、素人しろうとが見ても一級品と分かる代しろ物ものだった。迎えを兼けん任にんしている馭ぎよ者しやも品が良く、故郷との別れを惜おしむクルドアを優しく見守り急せかすことなく十分な時間をくれた。それどころか家族と抱だき合う幼い少年の姿にハンカチで目元を拭ぬぐい、不安そうなクルドアを気き遣づかって温かな声をかけているではないか。

「いざとなったらクルドア様を抱かかえて走って逃にげてこい。森に入ればこっちのものだ」

　父から開口一番この言葉を送られたオデットからしてみれば、羨うらやましさすら感じてしまう。

「お父様、もうちょっと他ほかに何か言うべきことはありませんか？」

「オディール、良いかよく聞け。パルテアの未来はお前にかかっている」

「どういう意味です？」

「クルドア様とセスラ王女の仲を取り持つんだ。いくらセスラ王女が見み初そめたとはいえ二人は初対面、何かとうまくいかないこともあるだろう。そこをお前がサポートし、一年後の正式な御ご婚約まで導くんだ」

「わ、私が？」

　父の言葉に、オデットが間の抜ぬけた声をあげた。

　ヴィルトルの騎士団に入り、クルドアの身辺警備を務めていればいいと思っていたのだ。二人の仲を取り持つなど考えてもいなかった。

　だが確かに父の言う通り、クルドアがヴィルトルに行ったからといってセスラとの仲が順当に進む保証はない。なにせセスラは彼の肖しよう像ぞう画がしか見ておらず、実際に会ってみたら想像と違っていた……なんてこともあり得るし、正式な婚約が成立するまでの一年間で二人が不仲になってしまう可能性だってある。

　それにセスラは大国ヴィルトルの王女、国内の貴族はもちろん国外の王族だって喉のどから手が出るほど欲ほつしている存在なのだ。彼女を狙ねらう男は多く、消極的なクルドアがそれらを押し退のけてセスラにアピールできるとは思えない。なるほど、確かにサポートが必要だ。

　つまりこれは『幼い王子の恋こいのお手伝い』……あぁ、なんて素す敵てきな響ひびきだろうか。

「畏かしこまりましたお父様、このオデッ…いえ、このオディール、必ずやクルドア様とセスラ様を御婚約まで導いてみせます！」

「うむ、それでこそガーフィールド家の息子むすこだ。ナイス息子、お前こそ男の中の男！」

「お父様ちょっと黙だまって！」

　馭者が居る手前「私は娘むすめです」とも言えず、オデットが父を睨みつけつつも任については請うけ負ったと頷いてクルドアのもとへと向かった。




　そうして一部は感動の、一部は新たな決意を胸に別れを果たし、オデットとクルドアが馬車に乗り込む。

　最後まで手を振ふり「クルドアをよろしくね」と告げてくる両陛下のなんと心優やさしく愛に溢れていることか。いつまでも窓に張り付いて小さくなる両親の姿を眺ながめるクルドアの姿もまた相まって、オデットは思わず視界が滲にじむのを感じて目元を拭った。

　ちなみに別れを悲しむ両陛下の隣となりではオデットの両親が今日の夕飯について話し合っていた。その切り替かえの速さは流石さすがガーフィールド家と言えるのだが、娘としてはせめて馬車が見えなくなってからにしてもらいたいものであり、これもまた目元を拭わせる。







「ごめんねオデッ……オディール」

　とは、馬車が走り出してしばらく。俯うつむいたままのクルドアがポツリと漏もらした言葉。まだ家族を想おもっているのだろう目元がほんのりと赤くなっており、その痛々しいとさえ言える表情にオデットがそっと手を伸のばして彼の手を握にぎった。

「大だい丈じよう夫ぶです、クルドア様。むしろ私を選んでくださりありがとうございます。騎士の家系に生まれた身として、これ以上の喜びはございません」

「でも、オディールの髪が……」

　そう切なげに返すクルドアにオデットは言われてようやく己おのれの肩かた口ぐちを見た。

　以前であれば、いや昨日まではこうやって肩を見れば赤い髪が風に揺らぐのが見えたのだが、今はその面おも影かげすらない。

　オディールと名乗り男と偽いつわると決め、少しでも女の疑ぎ惑わくを抱かれないようにと切ってしまったのだ。それも心機一転も兼かねて随ずい分ぶんとバッサリと、今では肩口どころか首にかかる程ほどしかなく、風が吹ふいたときだけ視界の隅すみで微かすかに赤がチラつく程度だ。

　それを自分のせいだと感じているのか俯いたままのクルドアに謝罪され、オデットが肩を竦すくめて見せた。彼の気落ちする姿はまるでオデットの髪が不本意に切られてしまったとでも言いたげなのだ。だがオデットからしてみれば赤髪より忠誠心である。

「そんなに気にしないでください、髪なんてまた伸びますよ」

「でも。僕はオディールの肩に傷をつけて、そのうえ髪まで……」

「それよりクルドア様、馬車を下りる時はメソメソしていちゃいけませんよ。胸を張って堂々と、爽さわやかな笑え顔がおと王子の品格でセスラ様のハートを射止めるのです！」

　ね！　と励はげますオデットに、クルドアが涙の溜まった瞳ひとみをパチンと瞬まばたかせた。

「射止めるって、狩かりじゃないんだから……。でもそうだね、メソメソしてちゃ嫌きらわれちゃう」

　そう苦く笑しようを浮うかべるクルドアの表情はまだ少し切なげで瞳が潤うるんでいる。だがそれでもどこか気が晴れたと言いたげで、瞳を細めて笑えば彼の金糸の髪かみが窓からの風に乗って揺ゆれた。切なげで儚げで、それでいて決意を新たにした瞳は強い意志を感じさせる。

　この──オデットにとっては会心すぎる──一いち撃げきにいったい誰だれが抗あらがえるというのだろうか。少なくともオデットには無理な話で、同行を決意した自分を内心で褒ほめ称たたえた。




　他愛たわいもない会話や今後のことを決めつつ、休むことなく馬車を走らせること十数時間。

　日が落ち暗くなった景色の中にヴィルトルの王宮を見つけ、クルドアの表情に緊きん張ちようの色が浮かんだ。それどころか終しまいには小さく震ふるえはじめてしまうではないか。肩に伸のしかかるものはよっぽど重いのだろう、オデットが案じて彼の手を擦さする。

「大丈夫かなオディール……」

「大丈夫ですよ。堂々と誇ほこらしげに微笑ほほえめばいいんです」

「何を話せばいいんだろう。最初は挨あい拶さつをして、僕のことを話して……でも、一方的に話すのは嫌われちゃうよね」

　クルドアが落ち着きなく窓とオデットを交こう互ごに見やる。そんな彼の心情などお構いなしと馬車は進み、ゆっくりとスピードを落とすとガタと一度揺れて停とまった。先に下りた馭者が「到とう着ちやくいたしました」とゆっくりと扉とびらを開けて下りるように促うながしてくる。

　いよいよか、とオデットが生なま唾つばを飲み込んだ。眼前の長い階段の先には立派な王宮が構えており、そこにはパルテアの重じゆう鎮ちん達が束になっても敵かなわないような存在がわんさといるのだ。

　大丈夫だとクルドアを宥なだめこそしたものの、いざ目の前にするとオデットの額に緊張の汗あせが伝う。背負っているものを考えればクルドアの方が辛つらいが、直近の問題としてはオデットの方が条件は過か酷こくなのだ。

　女とバレたらどうなることか……。

『偽ってまで女を連れてきた』等と言われればクルドアとオデットはもちろん、パルテアごと窮きゆう地ちに立たされてしまうだろう。とりわけヴィルトルには『女は騎き士しになれない』という決まりがあるのだ、自分が女と知られればそれを破ったことにもなる。

　下手へたすれば大国の怒いかりを買って一夜にして……。ふいに浮かぶ負の想像にオデットが首を横に振った。

　今いま更さら臆おくして何になる。そう自分を叱しつ咤たすると共に馭者とクルドアに続いて階段を登り始めた。




　そうして通された王宮内は流石としか言い様のない規模で、天てん井じようから下がる豪華なシャンデリアを見上げていると思わず口が開きかけてしまう。光を受けて輝かがやく様は美しく、四方に伸ばされる光が更にその先にある装そう飾しよく品を鮮あざやかに照らす。華か美び過ぎず、それでいて豪華さと威い厳げんを感じさせる計算された美しさ。圧あつ倒とうされるなと言う方が無理な話だ。

　だが次いで聞こえてきた「間ま抜ぬけ面づら」という言葉にオデットが我に返り周囲を見回した。

　声の主は……壁かべに背を預けている一人の騎士。切れ長の瞳が短く切られた濃のう紺こんの髪によく映はえ、退たい屈くつそうな表情が妙みように様になっている。騎士服の上からでも分かるそのしなやかで鍛きたえられた身体からだつき、勇ましく凜り々りしいまさに非の打ち所がない見目の良さである。

　だがそんな美び丈じよう夫ふを前に、オデットは不満そうに彼を睨にらみつけると、

「建物が豪ごう華かでも勤める者に品が無ければ意味がない」

　と返した。もちろん嫌いやみである。

　それに対して騎士は返されたことが予想外だったのか濃紺の瞳を僅わずかに丸くさせ、それでも次の瞬しゆん間かんにはクツクツと笑みを浮かべた。

　退屈を露あらわにした表情が悪戯いたずら気なものに変わる。まるで玩具おもちやを見つけたと言いたげに笑う表情は子供のようでいて蠱こ惑わく的てきな魅み力りよくも持ち合わせており、それでいてオデットには腹立たしいものとして映った。

「名乗るより先に人を馬ば鹿かにするような男が騎士なら、この国の程度が知れる」

「そりゃ悪かった。田舎いなか者を迎むかえに行くよう命じられて困っていたんだ。あいにくと俺は兎うさぎの言葉も猪いのししの言葉も分からないから、言葉が通じるか不安でな」

　笑みを嚙かみ殺しながら話す男にオデットが一いつ瞬しゆんにして頭に血を上らせ……出でかかった言葉と振り上げかけた腕うでをグッと堪こらえた。

　クルドアが制止するように服の裾すそを摑つかんでいるのだ。いかな侮ぶ辱じよくと言えどオデットが彼の腕を振り払はらえるわけがなく、不安げな表情で見つめられては従うほかない。「分かりました、大丈夫です。殴なぐったりなんかしません」という意味を込めて肩を竦めて見せる。

　そうしてオデットが落ち着いたのを見て取り、クルドアが恐おそる恐る騎士に近付いた。

「あの、僕クルドアと申します」

「フィスター・テンバーグ。セスラ王女の近この衛え兵を務めております。以後お見知りおきを」

　深く頭を下げ、フィスターが己の名を告げる。

　濃紺の髪がハラリと揺れ、了りよう承しようを得て顔を上げれば同色の色いろ濃こい瞳が真っ直すぐにクルドアに向かう。まるで何かを確かく認にんするかのように細まるその瞳に、オデットが訝いぶかしげに彼を見た。

「……本当に肖しよう像ぞう画がの通り」

「え？　なんですか？」

「いえ、何でもありません。セスラ王女がお待ちです、どうぞ奥へ」

「は、はい。……行こう、オディール」

　クルドアに名を呼ばれ、フィスターを睨みつけていたオデットがはたと我に返る。

　案内しようとするフィスターの態度はまさに騎士そのもので、それどころか「長旅でお疲つかれでしょう」と労ねぎらいの言葉まで口にしているのだ。もちろん、クルドアに対して。というよりわざとらしいほどクルドアに対してのみである。

　人の事を間抜け面だのと馬鹿にしていた面影は欠片かけらも無く、つまりオデットはまんまと茶ちや化かされたということだ。最初の一撃を見事に喰くらってしまったことを悟さとり、オデットは不満そうに眉み間けんに皺しわを寄せつつ彼等を追った。




　通された部屋で待っていたヴィルトルの王女セスラはいかにも少女といった風ふう貌ぼうで、雪のように白い肌はだと銀色の柔やわらかな髪、茶色い大きな瞳に長い睫まつ毛げがまるで一級品の人形のように愛らしい。それでいて一つ一つの所作は優ゆう雅がで、王女らしい気品を感じさせる少女であった。

　クルドアが入室するのを見ると彼女はスカートをつまんで恭うやうやしく腰こしを下ろし、そしてこの部屋には自分達しか居ないから緊張なさらないでと微笑む。それどころかオデットにまで優やさしく微笑み労ってくれるのだ。齢よわい十五ながらこの落ち着きと佇たたずまい、婿むこ入いりしてきた王子の部下までも労う寛かん容ようさ、さすがヴィルトルの王女だとオデットが深々と頭を下げて応こたえる。

　クルドアに座るよう促す彼女は麗うるわしく、それでいて彼と視線が合うとポッと頰ほおを赤らめて顔を背そむけてしまう。そうして一息つくと再びチラと視線を向け……と繰くり返す様のなんと愛らしいことか。

　クルドアも満まん更ざらではない様で、ホゥとしばしセスラに見み惚とれると倣ならうように頰を赤く灯ともらせた。先程までの緊張がまた別の意味合いの緊張に変わったようで、セスラと目が合うたびに慌あわてて視線を逸そらし、それでも次の瞬間には再び彼女に視線を奪うばわれ、と繰り返している。

　金と銀の髪が向き合うたびに揺れて室内が華はなやいで見える。
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　この甘あま酸ずっぱいやりとりに思わずオデットが表情を緩ゆるませる。父には二人の仲を取り持つようにと言われていたが、それを抜ぬきにしても彼等は背中を押したくなるほどに初うい々ういしく可愛かわいらしいのだ。国や身分など関係なく、彼等の応おう援えんが出来るのだと考えれば使命感とはまた違ちがった温かなやる気が胸に湧わく。

　……のだが、どうにもセスラの後ろに立つフィスターが訝しげにこちらを見てくるのが気になってしまう。何かを疑うような、見み透すかすような鋭するどい濃紺の瞳ひとみを向けられては、さすがに手放しで初々しい二人を愛めでてもいられない。

　なにより、クルドアの後ろに立ち控ひかえるオデットは彼と向き合う形になっているのだ。初々しい二人の頭上で疑いの視線を向け合う……この温度差と言ったらない。

「お疲れでしょうから、お父様やお母様とお会いするのは明日にして、本日は休んでください」

「はい、お気き遣づかいありがとうございます」

　長旅のあとに両陛下と挨拶かと考えていたオデットとクルドアがセスラの言葉を聞き、顔を見合わせて安あん堵どの溜ため息いきをもらす。

　そうして改めて、オデットがセスラへと向かい深く頭を下げた。

「オディール・ガーフィールドと申します。このたびは私の同行を許して頂き、ありがとうございます」

「いえ、こちらこそ身一つ等という横暴な条件を突つき付けてしまい申し訳ありませんでした。オディールさんですね、騎士の名家と聞いております」

「オディールで構いません。ガーフィールド家は代々王家に仕える一族、ヴィルトルでもクルドア様にお仕え出来ることを誇ほこりに思います」

　そう頭を下げたままオデットが答えれば、セスラが「頼たのもしいですね」とクルドアに微笑ほほえみかけるのが気配で分かった。そうして頭を上げるよう告げられ応じれば、セスラが背後にチラと視線を向けた。

　そこにいるのは言わずもがなフィスター。視線の意図を察して頷うなずくと一歩前に進み出てくる。

「彼はフィスター・テンバーグ。近衛兵を務めています。フィスター、オディールに何か困ったことがあったら助けてあげてね」

「はい」

　セスラの言葉に対して深々と頭を下げて了承の意思を告げるフィスターはまさに騎士そのものだ。見目も良く、若くして王女の近衛を務めるのだから才もあるのだろう。

　だがどうにもオデットは彼が気に障さわって仕方がなかった。時折クルドアに向けられる視線が値ね踏ぶみしているような色を秘ひめ、オデットに対しても同じようなものを向けてくるのだ。

　最初こそ田舎者と馬鹿にしているのかと思って睨み返していたが、どうにも違うような……と、オデットが探さぐるようにフィスターを窺うかがえば、セスラの背後に構えていた彼と目があった。

　濃紺の瞳がジッとこちらを見み据すえてくる。目を逸らしたら負けだ！　とオデットもまた睨み返せば、そんな二人の凝ぎよう視し合戦を不思議に思ったのかセスラが振ふり返ってフィスターの名を呼んだ。その途と端たんに彼の表情が穏おだやかで凜々しいものに変わるのだからオデットが更に猜さい疑ぎ心しんを募つのらせる。

「フィスター、どうしたの？」

「いえ、少し驚おどろいただけです。クルドア王子もオディール殿どのも、とても麗しく……まるで」

　言いかけフィスターが言葉を止めた。そうして出かかった言葉を「失礼いたしました」と謝罪に変えるのは、もちろんオデットとクルドアに対して失礼なことを言いかけて思いとどまったからである。もしくは、そう演じることで先の言葉を察しろと言っているのか。

　王子と騎き士しに対して麗しいと褒ほめ、そのうえで「まるで」とくれば後に続くのは……。




『まるで女性みたい』という言葉に違いない。




　もしかしてバレたのでは、とオデットが僅かに眉まゆを顰ひそめた。

　動どう揺ようしては駄だ目めだ、そう自分に言い聞かせるもまさかこんな早い段階で疑われるとは思ってもおらず言葉が出てこない。そんなオデットに対し、クルドアが小さく笑えみを零こぼし、あろうことかよく言われると同意までしだした。

「僕は母似なんだ。オディールもそうだよね」

「え、えぇ……ガーフィールド家は髪かみ色こそ父の赤を継ついでいますが、容姿はみな母に似ています」

「そうなんですね。お二人とも綺き麗れいな髪色で……とても羨うらやましい」

　語ご尾びを押し込めるようなセスラの言葉にオデットが彼女を見た。

　だが茶色い瞳は伏ふせられその奥にある感情は窺えず、細く白い彼女の指が己おのれの銀の髪を撫なでる。まるで雪景色のように美しい色合いではないか。だが次の瞬しゆん間かんパッと表情を変えるや、パルテアのことを教えてくれと話し出した。

　まるでこの会話を嫌いやがるようなその無む理り矢や理りな話題変えに僅わずかな疑問が残りはしたが、好都合だと内心で安堵の溜息を吐ついて次の話題へと乗っかることにした。







　そうして他愛たわいもない会話を交かわしていると、どこかに飾かざっているのであろう時計の音が部屋に届いた。

　その回数、十二回。まるで「早く寝ねろ」とでも言っていそうな低く響ひびく音に、誰だれからともなく解散の時間と知る。

「クルドア王子のお部屋にはメイドがご案内いたします。フィスター、オディールを案内してあげて」

「かしこまりました」

　手早くメイドを呼び寄せセスラが立ち上がる……が、その瞬間カタと机が揺ゆれ、大皿に飾られていた果物の山からリンゴが一つ転がり落ちた。

　ゴロンと大きな音をたてて転がるリンゴにセスラが慌てて手を伸のばし押さえる。だがふいにその手に細い指が重なった。セスラの雪のように白い手と、その上に被かぶさるのは……クルドアの手。

　彼もまた咄とつ嗟さに転がったリンゴを摑つかもうとしたのだろう、だが摑んだものがセスラの手だと分かると顔を赤くさせて慌てて手を引っ込めてしまった。対してセスラもまた同様に白い頰に熱を灯らせ、持ち上げたリンゴを胸の前で抱いだく。

「あ、あのごめんなさい。僕、咄嗟に……」

「いえ、そんな、私の方こそ……」

　と、若い二人が赤くなってしどろもどろに謝りあう。

　クルドアを案内するため部屋を訪おとずれたメイドがこの光景に「あら」と小さく声をもらして微笑むのは、縁えん談だんの幸さい先さきの良さを察しての事だろう。

　オデットもまたメイドと同じように温かい気持ちで二人の初々しさを見守っていた。最初こそ大国の名に恐おそれて縁談を進める後ろ暗さを感じていたが、両者の間にある感情はなかなかに微笑ましく好ましいものではないか。

　このまま二人が仲なか睦むつまじく距きよ離りを縮めて婚約までの一年を過ごしてくれれば……と、オデットがセスラに視線を向ける。彼女はいまだ頰ほおを赤くさせ、触ふれる切っ掛かけになったリンゴを大事そうに両手で覆おおっていた。

　その姿には王女の威い厳げんこそないが、それでも一人の少女としては愛らしいの一言に尽つきる。

　きっと嫉しつ妬と深ぶかさも『一人の少女として』なのだろう。そもそも彼女自身、話してまだ数時間のオデットでさえ感心してしまう程ほどに思し慮りよ深ぶかい人物なのだ。齢よわい十五ながらに立派な人格者と言え、嫉妬したところで国を巻き込むような問題を起こすとは思えない。

　自分の正体を明かしてしまっても良いのではないか、そうオデットの中で考えが浮うかぶ。

　セスラであれば納なつ得とくし、そして特例として女性騎士を認めるように動いてくれるかもしれない。そうしてこっそりと「クルドア様との仲を取り持ちます」と告げれば、麗うるわしい彼女はポッと頰を染めて頷いてくれることだろう。容易に想像できるその姿はなんとも可愛らしい。

　なにより、彼女を騙だますのは気分が悪い。とりわけこれはクルドアとセスラにとって将来が決まる事こと柄がらなのだ、偽いつわったオディールとしてではなくオデットとして彼等のために働きかけたい。

　そう考えつつオデットが改めてセスラに視線をやり……、




　彼女の両手に〝包まれている〟はずのリンゴがメチメチと悲鳴をあげて、ポタリと床ゆかに水すい滴てきを落としているのを見て硬こう直ちよくした。




「でも、私少し心配してしまいましたの。クルドア王子と同行してくる方がいると聞いて……もし女性だったらどうしようかと……」

「セスラ王女……」

「パルテアには女性の騎士もいると聞きます。だから騎士を連れてくると聞いた時もしかしたらと考えて、とても不安で……」

　恥はずかしそうに打ち明けるセスラは、バストアップだけ見れば恥じらう乙女おとめそのものだ。己の嫉妬深さに対し「恥ずかしい」と漏もらす姿は男ならば庇ひ護ご欲よくと独どく占せん欲よくを誘さそわれるだろう。この麗しい少女が自分への愛のあまり嫉妬に胸を痛めそれを恥じらいながら告白してくる……これに胸を高鳴らせない男は居ない。

　現にクルドアはその澄すんだ瞳ひとみでセスラを見つめ「そんなに僕のことを」と小さな吐と息いきをもらしていた。フィスターとメイドに至っては自国の王女の愛らしい姿に肩かたを竦すくめ苦く笑しようを浮かべあっているではないか。




　だがちょっと待ってほしい。

　彼女の手元に注目してほしい。

　なにせいまだリンゴがメチメチと不可思議な音をたてて果か汁じゆうを滴したたらせているのだ。




　百ひやつ歩ぽ譲ゆずってオレンジならば分かる。ブドウの握にぎり潰つぶしだって譲じよう歩ほしてこのホノボノムードに浸ひたろうじゃないか。なんだったら床を拭ふいても良い。

　だがリンゴだ。照れ臭くささと『もしも』に対しての嫉妬で潰すにはちょっとどころかだいぶ硬かたすぎる。

　だが今もリンゴはセスラの白く細い指をめり込ませ汁しるを滴らせ、そうして果てには、

「クルドア王子……こんな嫉妬深い女ですが、どうか嫌きらいにならないでくださいね……！」

　という健けな気げな言葉と共に、グシャァと豪ごう快かいな音をたてて割り砕くだかれた……。







「おい、あれはどういうことだ」

　とは、騎士の寮りようを歩くオデット。数歩先には案内役のフィスターが居て、彼はこちらを振り返ることも無くスタスタと足早に廊ろう下かを歩いている。

　背筋を正し颯さつ爽そうと歩く姿は悔くやしいかな様になり歩くたびに揺れる濃のう紺こんの髪は後ろから眺ながめていても綺麗だと思えるが、いかんせん今は見み惚とれている場合ではない。

　彼は先程から終始無言を決め込み、揚あげ句くの果てに「皆みんな寝ねてるんだ、騒さわぐな」とまで言って寄よ越こしてきたのだ。

　これにはオデットのこめかみに青筋が浮かぶのも仕方あるまい。こちとら先程の惨さん状じようが脳のう裏りに焼き付いて消えてくれないのだ。夢に見ること間ま違ちがいなしである。

　なにせセスラがリンゴを割り砕いた。己の嫉妬深さを打ち明けるあまりついつい力がこもってしまったと言わんばかりの表情と声こわ色いろで。その姿は愛らしくいじらしく、反面彼女の去った床には果汁が溜まっており、あの光景が夢や幻げん覚かくではなかったと訴うつたえてくる。もちろん、割り砕かれ床に散ったリンゴの欠片かけらも更さらなる視覚効果を演出してくれた。衝しよう撃げき的てきすぎる。

　その光景にオデットの頭上に疑ぎ問もん符ふやら何やらが大量に飛び交かい、「女だと打ち明けても良いかもしれない」という考えが一いつ瞬しゆんにして却きやつ下かされたのは言うまでもない。

「あれはどういうことだ。どうしてセスラ様がリンゴを……リンゴをっ……！」

　思い出すだけで身体からだがフルフルと小さく震ふるえだすが、それを何とか抑おさえつけて前を歩くフィスターに回答を求めれば、会話を嫌がるかのように終始足早に歩いていた彼がピタと足を止め振ふり返った。

　ようやく話す気になったのか、真しん剣けんみを帯びた濃紺の瞳にオデットもまたジッと彼を見み据すえ返す。

「……そこまで言うなら教えてやろう。セスラ王女は」

「セスラ様は？」

「ちょっと多感なだけだ」

「ちょっと多感なだけ」

　思わずオデットがオウム返しで呟つぶやく。

　いったいどこの世界に『ちょっと多感なだけ』でリンゴを割り砕く少女がいるというのか。もっとも、言い切ったフィスターもオデットとは視線を合わせず露ろ骨こつに宙を見ているあたり、自分でも無理があると思っているのだろう。

「フィスター、現実を見ろ。ちょっと多感なだけでは人はリンゴを割り砕いたりしない」

「何を言う、セスラ王女の愛らしい一面だろう。恥じらうあまり手元に力が入ってしまう、なんとも微笑ほほえましいじゃないか」

「あ、だめだこれ。クルドア様を語るときの私とまったく同じパターンだ」

　お前も同類か……とオデットが溜ため息いきをつく。だが次の瞬しゆん間かんフィスターに言われた言葉に慌あわてて顔を上げた。

「そもそも、疚やましいことが無ければ気にするものじゃないだろ」

「……う」

「それとも、セスラ王女の嫉妬や怒いかりを買ってリンゴの二の舞まいになりそうなことがあるのか？……たとえば」

「わ、私の部屋はどこだ！　さっさと案内してくれ！」

　慌ててオデットが話を変える。──内心では『さり気ない話題変へん更こうで危険を回かい避ひした！』と自画自賛である。傍はたから見るとだいぶ白々しいが──

　それに対してフィスターが訝いぶかしげに視線を向けてくるが、フンと不満げに鼻を鳴らすと今度は一室の扉とびらへと視線を移した。どうやら既すでにオデットの部屋についていたらしく、見れば木目調の扉に洒落しやれたプレートが掛けられている。もちろんそこに記されているのはオディールの名前。渡わたされていた鍵かぎを差し込めば、カチャリと軽い音が響ひびいてノブが回った。




　中を窺うかがえば綺き麗れいに磨みがかれた玄げん関かん口と廊下が続く。寮の部屋と言うには広く、一人で生活するには十分すぎる部屋である。狭せまいながらもちゃんとした入浴設備があり、これにはオデットもつい安あん堵どの息を漏らした。

　共同浴場だったら面倒だと思っていたのだ。

　ヴィルトルでは女性騎士は認められておらず、騎士寮に女性用の浴場が備わっているわけがない。共同浴場であれば深夜か早朝の人ひと気けのない時間を狙ねらうしかないかと考えていたが、各部屋に設けられているのであれば問題ない。

「必要最低限のものは揃そろえてあるが、もし足りないものがあれば申しん請せいしろ。近くにデカい風ふ呂ろ屋やがあるから、そこは明日あしたにでも案内してやる」

「あ、あぁ……」

「早朝勤務の奴やつもいるから、夜はあんまり騒ぐな。近きん隣りんの部屋が煩うるさかったら壁かべを殴なぐるなり扉を蹴けるなりしろ。あとは時間を見つけて……」

　言いかけフィスターが途と中ちゆうで言葉を止めた。次いでその口こう角かくがニンマリと上がるのだが、あいにくとオデットは自室を眺めていて気付けずにいた。なにせ浴室以外にも寮の一室とは思えないほどの設備が整っており、そのどれもがさすが大国といえる洒落た作りをしているのだ。

「……田舎いなか騎士が、部屋に見惚れて言葉も無いか」

「なっ！　バカにするな、長旅で疲つかれただけだ！」

「そうか、そいつは悪かった。それじゃ、田舎懐なつかしさに土でも弄いじりたくなったら言ってくれ、隣りん室しつのよしみだプランターの土ぐらいなら遊ばせてやる」

「誰だれがっ……隣室!?」

　まさか！　とオデットが目を見張れば、フィスターがクツクツと笑いながらも廊下を進んだ。だがそれも直すぐに足を止めてしまう、その距きよ離り僅わずか、どころか隣となり。

　サァ……とオデットの中で血の気が引いていく。その様子すらも楽しいのだろう、ニンマリと笑ってわざとらしく上着のポケットから鍵を取り出すフィスターの動きといったらない。見せつけるようにゆっくりと鍵を手にし、おまけにカチャカチャと音をたてて手の中で弄もてあそぶ。

　そうして先さき程ほどのオデットのように鍵かぎ穴あなに差し込めば、響くのもまた先程同様にカチャリという開かい錠じようの音……。

「そういうわけだ、おやすみオディール」

　また明日な、と悪戯いたずら気に笑いながら片手を振って自室へと戻もどっていくフィスターに、オデットは軽く眩暈めまいを覚え……次の瞬間カッと目を見開くと部屋の中に駆かけ込み、

「おやすみ！」

　と壁を殴りつけた。
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　翌日のオデットの寝ね起おきが悪かったのは、もちろん悪夢にうなされたからである。

　リンゴの山に放ほうり込まれ、転がるリンゴに巻き込まれながら流され、そうして行き着く先には頰ほおを赤らめ流れてくるリンゴを握りつぶす巨きよ大だいなセスラ……。

　跳はね起きたときには体中が汗あせでびっしょりと濡ぬれ、それすらも「果汁！」と悲鳴をあげたほどである。

「夢か……そうだよな、夢だよな」

　そう自分に言い聞かせつつ周囲を確かく認にんする。大だい丈じよう夫ぶだ、リンゴは無い。試ためしにペロと腕うでを舐なめればリンゴの甘さ……ではなく汗の塩気が舌に伝った。当然と言えば当然である。

　だがそれほどまでに昨夜のことがトラウマになっているのかと溜息をつき、気だるさをなんとか押し留とどめてベッドから降りて身み支じ度たくを始める。

　ラフな寝ね間ま着きを脱ぬいで着き替がえるのは用意されていたヴィルトルの騎士の服。それも女と気付かれないよう胸をサラシで押さえてから着なければならない。青を基調とした上質の布と金と銀の糸がふんだんにあしらわれた服は格調高さとセンスの良さを感じさせるが、潰つぶされた胸もあってかどうにも窮きゆう屈くつさが勝ってしまう。

「窮屈と感じる程にはあったと喜ぶべきか、サラシ二巻きでおさまってしまうことを嘆なげくべきか、それが問題だ」

　そう姿見に映る自分に問いかけてみる。

　騎士の服を着こなし短く切った赤あか髪がみを揺ゆらす姿はまさに騎士の青年。それも、我ながら上手うまく化けたものだと感心してしまう程の美び丈じよう夫ふ。些いささか小こ柄がらだが、それだって気にするほどではなく中にはもっと背の低い騎士だっているだろう。

　むしろオデットよりクルドアの方が小柄で細くて麗うるわしいのだ。彼の方が繊せん細さいだし、ふとした時の仕草や上品さでも勝まさる。もしかしたら彼の方が女に間違われるかもしれない……と、そこまで考えてオデットが首を横に振った。やめよう、考えると涙なみだが出る。……もしかしたら果か汁じゆうも出るかもしれない。

「頑がん張ばれオデット……いやオディール。全すべてはクルドア様のため！」

　よし！　と姿見の自分を鼓こ舞ぶした瞬間、コンコンと部屋の扉が叩たたかれた。

　いったい誰かと首を傾かしげる。それでも応じないわけにはいかず、再び叩かれたタイミングで玄関の扉を開ければ、

「遅おそい」

　と、不ふ機き嫌げんな表情のフィスターが佇たたずんでいた。先程のやる気も一いつ瞬しゆんで急降下し思わずオデットの頰が引きつってしまう。

　いったい何が「遅い」なのか、どうして彼が待ち構えているのか……。突とつ然ぜんのこの訪問にそれでも胸むな元もとがちゃんと平らになっているかをさり気なく確認し、オデットが引きつった表情ながらにフィスターに視線をやった。

「おはようフィスター。それで、朝っぱらから何の用だ？」

「用も何も両陛下との謁えつ見けんだろ。わざわざ呼びに来てやったんだ」

　恩着せがましく言ってくるフィスターに、オデットもまた嫌いやみを交えた感謝の言葉を返そうとし……開いた口から言葉の代わりに大きな欠伸あくびを漏もらした。

「なんだ、眠ねむれなかったのか？」

「そういうわけじゃないんだが……」

　ふわふわと欠伸をするオデットにフィスターが呆あきれたと溜息をついた。だがいかに彼に呆れられようともそれで眠ねむ気けが去ってくれるわけではなく、ふわとまた一つ欠伸が口から漏れる。

　あんな夢を見てしまい寝起きは最悪で、それが後を引いているのだ。

「世話役を頼たのまれたが俺は子こ守もりまでするつもりはないからな。あんまりな態度を取ってると他ほかの奴らにも舐められるぞ」

「他の奴らにも……にもってどういうことだ」

「筆頭は俺だ」

「だろうな」

　この嫌みにはオデットもムゥと唇くちびるを尖とがらせる。そうして「見てろよ」と悪態で返すとパン！　と強めに頰を叩いた。次いで深く息を吸い、ゆっくりと瞳ひとみを開く。背筋を伸のばし、先程までの気だるげな様子もどこへやら真っ直すぐに前を向いた。

　そうして向かいから歩いてくる騎士に対して「おはよう、良い朝だな！」と特上の笑え顔がおで挨あい拶さつを告げれば、告げられた騎士は目を丸くさせ、オデットとフィスターの交こう互ごに視線を向けてきた。銀色の髪を短く切り、騎士らしく爽さわやかでいて愛あい嬌きようのある気さくそうな騎士だ。突然の挨拶に僅わずかにたじろいでいるがそれでもちゃんと足を止めてくれるあたり、見た目通りの性格なのだろう。

「オディール・ガーフィールドだ。クルドア様と共に昨日パルテアからこの地に来た。これからよろしく」

「パルテアの……あぁ、例の持参品の騎士か。俺はデンだ、よろしく」

　突然の挨拶に僅かに臆おくしつつそれでもデンと名乗った騎士が片手を差し出してくる。これに対してオデットが断る理由も無いと右手を出して応こたえ「それじゃ、またな」と去っていく彼を見送った。

　そうしてデンの後ろ姿が見えなくなってしばらく、オデットが得意気に胸を張った。

「どうだ、見たか！」

「なにを、どう、見ろと」

「ガーフィールド家に伝わる処世術、初対面の相手には爽やかに初手の一いち撃げきを放つんだ。相手の隙すきを突つき、友好的に愛あい想そよく先手を取る！」

「処世術の割には言葉の端はし々ばしが荒あら々あらしいな。知ってるか、そういうのを『猫ねこを被かぶる』って言うんだぞ」

「さっきのデンの反応を見るに私の被る猫もなかなかの毛並だ。これで両陛下の信しん頼らいを一気に得る！」

　オデットが意気込めば、対してフィスターが呆れたと言わんばかりに溜ため息いきをつく。

　そうして両陛下の待つ王宮へと向かうのだが、初手が大事と意気込むオデットはあちこちで愛想よく声をかけていた。それを受けた者は騎き士しに限らずメイドや通りすがりの令れい嬢じよう達まで呆ぼう然ぜんとしつつ頰を赤くさせ、中には去っていくオデットの背を眺ながめて熱に浮うかされたかのようにその名を口にする者までいる。

　だがオデットからしてみればあくまで友好的に自己紹しよう介かいしただけでしかなく、初対面の一撃どころではないこの効果に隣となりを歩くフィスターだけがうんざりと「自覚なしか」と呟つぶやいた。




　そうして両陛下と謁見を果たすのだが、セスラはもちろん両陛下もクルドアに対し好意的かつ歓かん迎げいの姿勢を見せてくれた。それどころか同行者であるオデットにまで親しげに接し、これが大国ヴィルトルを総すべる者かと、その懐ふところの広さにオデットの被っていた猫がゴロニャンと喉のどを鳴らしてしまう。あれほど意気込んだのに、オデットの方が初手の一撃を喰くらってしまったのだ。

　もっとも、歓かん談だんの最中「肖しよう像ぞう画がを見た時のセスラがな」といかに彼女が劇的な一ひと目め惚ぼれをしたかと語る陛下に対し、「お父様ってば、その話はしないでって言ったじゃないですか！」と咎とがめるセスラの手元ではまたもリンゴジュースが生成されていた。鮮せん度どたっぷり、絞しぼりたてである。これには被っていた猫も尻尾しつぽを股またに挟はさんで震ふるえあがってしまう。

　そんな光景を前にしても両陛下は愛まな娘むすめのいじらしさに柔やわらかな笑みを浮かべ、クルドアは嬉うれしさと気き恥はずかしさが半々と言いたげに頰を赤くしている。フィスターはフィスターで視線を向けると首を痛めんばかりに明後日あさつての方向を向くのだから、オデットに賛同者など居るわけがない。

　明日は我が身か、と思わずオデットが割り砕くだかれた林りん檎ごの破は片へんを口に放り込んだ。
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　ヴィルトルに着いて数日、オデットはクルドアと共に国内を見て回ったり国や騎士団の歴史を学んだりと忙せわしない日々を送っていた。

『座学ジ三時ツ間受とけるしくらていないら肉た体労く働しなたいい』というガーフィールド家のオデットらしくなく終始大人しく席に着き、小難しい話を聞いて難解な資料を眉まゆを顰ひそめて唸うなりながらも読んでいたのは、ひとえにクルドアのためである。彼がヴィルトルで生活をするのであれば、自分もまたヴィルトルに対して無知ではいられない。そう考え、舟ふねを漕こぐ自分を叱しつ咤たしていたのだ。




　そんな日々の果てに得た初めての休み。

　オデットは今までの疲つかれでグッタリと寝ねて過ごし……はせず、

「海だ、海！」

　と朝からはしゃいでいた。

　なにせヴィルトルは海に面した国。今まで森に囲まれたパルテアから出たことのなかったオデットにとって海はまさに未開の地。窓から見えるその光景は物語の中に出てくるそれそのもので、最初の休みは海を見に行こうと決めていたのだ。

　予定していた起き床しよう時間よりも早く目を覚まし、意い気き揚よう々ようとベッドから降りて着き替がえる。今日纏まとうのは堅かた苦くるしい騎士の服ではなく私服であり、それもまたオデットの気分を高ぶらせていた。

　そうしてパルテアから持ってきていた兄の服を見み繕つくろって椅い子すに引っ掛かけ、ふむと姿見に視線をやった。

　パジャマを脱ぬいだ下着姿で仁に王おう立だちとは傍はたから見ればだいぶ滑こつ稽けいな姿ではあるが、オデットの瞳は真しん剣けんそのものである。

「二巻きか三巻きか」

　そう誰だれにでもなく呟いて鏡面に映る自分の胸元に視線をやる。

　小さいわけではないが、かといって大きいとも言えぬなんとも平均的な膨ふくらみ。どちらかと言えばボリュームよりも張りのある形を誇ほこりたいところである。まったく関係ない話だが。

　男と偽いつわるためにはもちろん不要なものでありヴィルトルに来てからはずっとサラシで押し潰つぶしてその上から服を着ていたのだが、そのサラシを何巻きにするかが最近のオデットの悩なやみどころであった。

　何重にもすれば体を隠かくせる。だが常に圧あつ迫ぱく感かんを覚えて動きに支障が出る。かといって緩ゆるくすれば気付かれてしまうかもしれないし……。と、こんなところである。

「胸に二巻き……で、大だい丈じよう夫ぶかな」

　そう呟きつつ微び調ちよう整せいを繰くり返す。最初こそ腹部まで覆おおうように巻きつけていたが次し第だいに胸だけで良いかと甘い提案が浮かびだすのは、ほかでもなく今日が休みだからである。一日中体をサラシで締しめ付けていては休まるものも休まらない。だからこそ今日ぐらいはと胸にサラシを二巻きし、鏡を前に正面から横からと違い和わ感かんがないかを確かく認にんする。

　そうして、ふと鏡に映った己おのれの右みぎ肩かたに手を添そえた。女らしい細身の肩かたには、不ふ釣つり合いな傷きず跡あとが残されている。鎖さ骨こつから肩を通って腕うでの付け根にまで伸びるその跡は隠しようが無いほどに目立ち、仮に他者の傷跡であったならば痛々しいと感じていただろう。現に、この傷跡を見れば家族ですら言葉を濁にごらせ顔を背そむけるのだ。

　そんな傷跡をゆっくりと指先で撫なで、オデットは苦く笑しように似た溜息をついて上着を羽織ることで隠した。







　街中を抜ぬけ港へと出て、そこに広がる光景にオデットは思わず口を開いたまま立ち尽つくしてしまった。

　海の絵は見たことがある、時折訪おとずれる国外からの来客に話を聞いたことだってある。

『どこまでも果てしなく広がっている』

　と。だがどれだけ詳くわしく聞いても森の中で暮らすオデットには想像しきれるものではなく、そうして今まさに本物を目まの当たりにし想像のはるか上をいく圧巻の光景に言葉すら出せずにいた。

　真っ青な海面が途と切ぎれることなく広がり、太陽の光を反射させて輝かがやく。その水面を波が白く泡あわ立だち、描えがかれるコントラストのなんと美しいことか。海鳥が晴れ渡わたった空を優ゆう雅がに飛び、遠くで船がゆったりと進む。波の音が絶えず続き時折海鳥の鳴き声と船の汽笛が合わさり、それがまた耳に心地ここちよく届く。

　壮大とさえ言える光景にオデットが思わず吐と息いきをもらし……ふいに聞こえてきた「田舎者」という言葉に感動も何もかも全すべてを打ち砕かれて眉を顰めた。

　覚えのある声。人を小こ馬ば鹿かにして楽しむような口調……。もちろんフィスターである。彼もまた休みなのか腰こしに長ちよう剣けんこそ下げているが騎士の服ではなくラフな服装をしており、普ふ段だんの凜り々りしさを感じさせる雰ふん囲い気きとはまた違ちがった魅み力りよくに周囲の女性達が浮うわついたように彼に視線を送っている。

　もっとも、オデットだけは熱い視線など送ってやる気にならず、冷ややかに一度睨にらみつけると次いで興味がないと言いたげにふんとそっぽを向いた。

「休みの日まで私に嫌いやみを言いにきたのか。暇ひまな奴やつだ」

「馬鹿を言うな、デンと待ち合わせしてたんだ。そうしたら田舎いなか出の騎士が海を眺めて間ま抜ぬけ面づらを晒さらしてるじゃないか。見み惚とれて海に飛び込む前に止めてやろうと思ったんだ」

　そうクツクツと笑うフィスターをオデットが睨みつける。

　あの最悪な初対面から数日、彼の態度はいっこうに変わらずこの有様なのだ。クルドアやセスラの前では忠実な騎き士しの態度をとっておきながら、オデットに対してだけは田舎者だのと好き放題言って寄よ越こす。もちろんオデットとて言われるままではガーフィールド家の名が廃すたると言い返すのだが、そうすればまたフィスターから手痛い一いち撃げきが返ってきて……と今日に至るまでに既すでに数え切れないほどの暴言の応おう酬しゆうを繰り返していた。

　そうして今もまた火ひ蓋ぶたが切って落とされようとしたのだが、フィスターがらしくなく「げっ」と小さく声をあげてそれを遮さえぎった。

　どういうわけか表情を渋しぶくし、輝かしい海とは真逆の建物が込み入った先を見つめている。いったい何だとオデットが視線を追えば、そこに居るのは数人の男。一人を囲む並びは穏おだやかとは言い難がたい。

　その中に覚えのある顔を見つけ、オデットがおやと首を傾かしげた。

「デン」

　と、思わずその名を口にする。

　男達の輪の中に居るのは間ま違ちがいなくデンだ。銀色の短い髪かみは遠目でもよく目立つ。初日に猫ねこを被かぶって挨あい拶さつをした彼はその後も何かと声をかけてくれ、他ほかの騎士達との橋はし渡わたしもしてくれる。友人と言っても過言ではない相手だ、たとえ私服といえど見間違えるわけがない。

　よく喋しやべってよく笑う、まさに気さくという表現の似合う男。だが今はその表情も険しく引きつり、誰とも視線を合わせまいとしているのが分かる。

「あいつ、また絡からまれてるな」

「……また？」

　フィスターの口調はまるで目の前の光景が日常事とでも言いたげである。それに対してオデットがオウム返しで尋たずねたのは、他でもなくデンだからだ。

　人当たりが良く気の良い彼が絡まれやすいとは思えない。たとえば嫌みたらしく外見だけが爽さわやかで性格の捻ひねくれまくった誰かさんならばあり得る話なのだが。

「遅おそいと思ったらこういうことか。あれぐらいの人数ならせめて撒まけよ……」

「あ、待って私も行く！」

　溜息をつきつつフィスターがデンのもとへと向かい、オデットもまた慌てて彼を追った。




　そうして不ふ穏おんな空気を漂ただよわせる一行へと近付けば、まるで邪じや魔まをするなと言いたげに睨みつけてくる男達の眼光の鋭するどさと言ったらない。それどころかナイフを手にしている者すら居て、まるで脅おどすように刃は先さきをちらつかせてくるのだ。彼等の服装や持ち物は質の良さを感じさせるが、風ふう貌ぼうと顔つきはそこいらのゴロツキ同然である。

　そんな男達に睨まれてなおフィスターは好戦的に睨んで返し、オデットはと言えば、

「デン、ここらへんで海が見える美味おいしいレストラン知らない？」

　と、心はいまだ海にあった。

　張りつめていた空気が一いつ瞬しゆんにして白けたのは言うまでも無く、隣となりに立つフィスターが盛大に溜息をついた。

「せっかくだから魚料理が良いかなぁ。でも美味しいお肉の店があるなら、それはそれで大だい歓かん迎げいだけど」

「……お前、田舎者過ぎて都会の空気も読めないのか」

「失礼だな。この程度の人数、臆おくするにも気に掛けるにも値あたいしないだけだ」

　そうオデットが答えてやればフィスターが目を丸くさせた。次いで「なるほど」と小さく漏もらされる声には僅かながら感心の色が含ふくまれている。

　だが逆に男達からしてみればオデットの態度は不服でしかなく、一人が苛だたしげに舌打ちをした。敵意すら感じられるその表情は今すぐにでも切りかかってきそうで、腕を取られているデンも危機を感じ取っているのか表情がどこか青ざめている。

　対してオデットは未いまだに平然としたもので「デザートも美味しいところで」とリクエストを追加する。フィスターに至ってはどこか楽しげな表情を浮うかべていた。

　まさに三者三様。その温度差といったらなく、それがまた一いつ触しよく即そく発はつの空気を漂わせる。

「デン、邪魔にならないようにどっか行ってろ。オディール、お前も海に戻もどってクラゲでも釣ってろ」

「フィスター、馬鹿なこと言うな。ここまで来ておめおめとかえ……つ、釣れるの？　クラゲ釣れるの？」

「そこに食いつくな馬鹿」

「ぐぬぬ……とにかく、ここまできておめおめと帰れるか」

　改めて意思表示するように目の前の男達を睨みつければ、フィスターが不敵に笑う。

　そうして彼はオデットを見ると次いで視線をデンへと向け、そのまま彼を捕とらえる男達へと視線を移していった。何かを確認するかのようにグルリと一周見やり、まるで現状を理解したと言いたげにフゥと小さく息を吐はき……、

「一対六か……」

　と呟つぶやいた。

　その一が勿もち論ろんこちら側なのは言うまでも無く、フィスターの性格からして「デンとオディールを合わせても一人前に満たない」と言いたいのだろう。流石さすがにこれにはオデットが怒いかりをあらわにフィスターの名を呼ぶ。半人前以下の扱あつかいをされたのだ、騎士としてガーフィールド家として黙だまっているわけにはいかない。

　だがオデットが詰つめ寄ってもなおフィスターは平然としており、それどころか怒おこるのは見けん当とう違ちがいだとでも言いたげに溜息をついた。

「落ち着け、俺は別にお前を軽かろんじてるわけじゃない」

「半人前以下の扱いをされたんだ、これを侮ぶ辱じよくと取らずになんと取る！」

「良いかオディール、よく聞け。俺の計算はこうだ」

　フィスターの声こわ色いろは普段の皮肉気なものでもなく至し極ごく冷静。それどころか説明してやると言わんばかりに人差し指を立てると「まず、一」と己おのれを指さした。次いでその指をオデットに向け「一」と再び数える。一人分の戦力と言いたいのだろう。

　そうして最後にフィスターの指が向かったのは、いまだ男達に捕とらわれているデン。彼を指さし……、

「マイいないナスほうが一マシだ」

　と容よう赦しやなく言い捨てた。

　その瞬しゆん間かんに響ひびくデンの悲鳴と言ったらなく、彼を捕らえていたゴロツキ達でさえも小声で「ひでぇ」だの「容赦ねぇ」だのと文句を言う。この場に第三者が居ればお前達が言うなとでも言っただろう。

　もちろんオデットも同様に、フィスターの暴言に聞き捨てならないと再び彼に詰め寄った。

「フィスター、なんてこと言うんだ！」

「良いかオディール、デンは弱い。本当に弱い。まさに足あし手で纏まといだ」

「わぁ、真顔……」

「この状じよう況きよう下、一番の敵はデンと思え」

　容赦ないどころか一刀両断の威い力りよくさえ見せ始めるフィスターの言葉に、オデットが「もうやめてあげて！」と訴うつたえる。見ればデンは傷心どころではなくドンヨリとした空気を纏いつつ俯うつむき、彼を捕らえている男達ですら困こん惑わくの表情を浮かべていた。あと数撃フィスターから追い打ちがかかれば彼等がデンを慰なぐさめだしそうなほどだ。

　そんな空気にオデットが痺しびれを切らし、「とにかく！」と声を荒あららげた。

「デンが弱かろうが私がいれば百人力だ！　こんな奴やつら一瞬にして蹴け散ちらしてくれる！」

「ほぉ、流石ガーフィールド家様だ。随ずい分ぶんと自信がおありのようで」

　ニヤニヤと笑いながらフィスターが腰こしに下げた剣けんを抜ぬく。その嫌いやみったらしい物言いと表情に、オデットがフンとそっぽを向いて返した。

　この状況下で延々と言い合いをしていても埒らちが明かない。男達を倒たおしてデンを助け、フィスターにガーフィールド家の実力を見せつけてやるのが一番手っ取り早いのだ。というより、正直なところ罵ば倒とう合戦では些いささかオデットの方が不利なので早く実戦に移りたいというのもある。

　あと早くクラゲも釣つりに行きたいし、なによりこれ以上フィスターの暴言を放ほうっておけばデンが舌を嚙かみ切りかねない。

　そう考えて場を改めるように男達を睨にらみつければ、今の今まで行われていたやりとりを呆あきれるように眺ながめていた彼等も敵意を感じ取って好戦的に睨み返してきた。ナイフをちらつかせ、中には拳こぶしを握にぎって指を鳴らし分かりやすい威い嚇かくをしてくる者もいる。

　そんな不穏な空気の中、フィスターが開幕を告げるように、

「オディール、剣を抜け！」

　と、共きよう闘とうの声をかけてきた。それを聞いた男達もまた各おの々おのの武器を手に駆かけ寄ってくる。

　もっとも、そんな中でオデットはと言えば、

「剣は部屋に置いてきた！」

　と手ぶらであることを告げた。もちろん、両手を開いて見せながら。

　その瞬間、男達に向けられていたフィスターの剣けん先さきがグルリと回ってオデットの鼻先に突き付けられた。目にも留まらぬ速さと迷いの無さで、これには思わずオデットも頰ほおが引きつる。

　睨みつけてくるフィスターの瞳ひとみが今までにない程ほどに鋭く、小まめに手入れをしているのだろう鋭い剣先が眼前でギラギラと輝かがやいているのだ。

　これはゴロツキ達より先に叩たたき切られかねない。むしろ眼光で殺されかねない。

「ど、う、い、う、こ、と、だ」

「どういうも何も、今日は休みだから剣を置いてきた。手ぶらで遊んで何が悪い！」

「悪いに決まってるだろ！　国から授さずかった剣は騎き士しの誇ほこり、常に帯刀すべきものを部屋に置いてきたなどと、何かあったらどうするつもりだ！」

「何かあったら……！」

　詰め寄ってくるフィスターの胸むな倉ぐらを、オデットがグイと摑つかんで引き寄せる。彼の濃のう紺こんの瞳が丸くなるが、それも気に掛かけずオデットは彼と入れ替かわるように前へと身を乗り出し……高らかに右足を蹴けりあげた。

　ゴッ、と鈍にぶい音が響く。それと被かぶさるのは男のくぐもった苦痛の声。まるでカエルが押し潰つぶされたかのような聞くに堪たえない声だが、革かわ製せいのブーツの爪つま先さきが顎あごにめり込んだのだからこんな声になるのも仕方ないだろう。

　それどころかグルリと白目を剝むいてそのまま仰あお向むけに倒れてしまう。そんな無残とも言える有様に、対してオデットは右足を高く上げたまま得意気に胸を張った。

「何があっても大だい丈じよう夫ぶ！　ガーフィールド家は剣が無くても強いからな！」

　そう告げるオデットの誇らしげな表情と言ったらない。

　だがそれを聞くフィスターは啞あ然ぜんとし、ゴロツキに捕つかまっているデンでさえ言葉もないと呆ぼう然ぜんとしていた。それどころか男達の中でも数人が頰を引きつらせているので、この場に於おいてほぼ九割が啞然としているといっても良い。

「……あれ、私なにか変なこと言った？」

　冷ややかな空気を感じ取り、思わずオデットが周囲を見回す。

　だがそれに対しての返答はなく、フィスターが、

「少しでも見直した俺が馬ば鹿かだった！」

　と怒ど鳴なるのを切っ掛けに、まるで仕切り直しのように火ひ蓋ぶたが切って落とされた。







「……さすがマイナス一だ」

　とは、逃にげる男達の背を見送るオデットの言葉。

　その隣となりに立つフィスターもまたオデット同様、小さくなっていく男達の背を見つめながら、

「むしろマイナス一に留とどめているのは俺の優やさしさと言ってもいい」

　と同意どころか追つい撃げきをかけた。

　もちろんそれらの言葉が、曲がり角を曲がって見えなくなったゴロツキ達に向けられたものでないのは言うまでもない。視線こそ彼等の消えた先へと向けられているが言葉はまったく別方向、並ぶ二人の背後でへたり込んでいるデンに向けてのものである。

　比ひ較かく的てき衣服の乱れも無く額にうっすらと汗あせを浮うかべている程度のオデットとフィスターに比べ、デンは一人だけ疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子である。息も荒く、立つことも出来ないのかグッタリと壁かべに寄り掛かっている。その姿だけを見ればまるで彼が奮ふん闘とうしたかのようではないか。

「デンは私達の邪じや魔まにしかなってないのに、なんでそんなに疲つかれてるの？」

「うぐっ……オディール、もうちょっと言葉を選んでくれ」

「いやだって本当に邪魔だったから。気付けば捕まってるし逃げ損そこねて追い詰められてるしタイミング考えずに助けを求めてくるし人のこと盾たてにしてくるし」

「ごめん」

「だから言ったろ、デンは最大の敵だ」

「フィスター、それ全然フォローになってないから！」

「お前をフォローする気はない！」

「重ね重ねごめんなさい！」

　反省してるからもう止やめて！　と胸を押さえて悲鳴をあげるデンに、オデットとフィスターが揃そろえたように溜ため息いきをついた。どうやら自覚はしているらしい……が、それでも慰めてやる気にはなれない。

　なにせそれ程までにデンの行動は酷ひどかったのだ。ゴロツキ達自体は然さ程ほど強くもなく、ガーフィールド家の騎士であるオデットからしてみれば苦戦を強しいられるような相手ではなかった。それどころか楽勝とさえ言えただろう……デンが足を引っ張ってくれなければ。

　実際に物理的に足を引っ張って転ばされそうになったこともあったし、悲鳴をあげてしがみついてくる彼に動きを封ふうじられて殴なぐられそうにもなった。なぜかやたらとピンチに陥おちいっているし、そのたびに名前を呼んで喧やかましく助けを求めてくる。ぶつかってくる彼を受け止めきれずに壁に衝しよう突とつしたことは数知れず、オデットの負傷は八割方デンのせいである。

　もちろんその被ひ害がいはオデットだけではなく、フィスターも同様に迷めい惑わくを掛けられたようで「なぜあの時俺に体当たりしてきた」と恨うらめしそうにデンを睨みつけている。

「確かに足あし手で纏まといだよな。迷惑かけて悪かった」

「デン……」

「あいつらに因いん縁ねんつけられるのも仕方ねぇよな」

　盛大に溜息をつき肩かたを落とすデンの言葉に、オデットが困惑しつつも首を傾かしげた。

　因縁をつけられるのも仕方ない、とはどういうことなのか。思い返せば、絡からまれているデンを見つけたときフィスターが「また絡まれている」と言っていた。

　それを問うようにフィスターに視線を向ければ、彼はオデットの疑問も分かると言いたげに小さく一度頷うなずいた。

「ヴィルトルの騎士は三種類いる」

「三種類？」

　どういう意味？　とオデットが視線で問えば、デンの怪け我がを診みつつもフィスターがもったいぶったような口調で「まず一つ」と人差し指を立てた。──さり気なく「どうやったらこんなとこ怪我するんだ」と傷口に塩を塗るようなことを言っているのだが、ひとまず疑問を解決させるのが優先だとオデットは咎とがめずにいた。デンだけが涙なみだ目めである──

「まず一つ、名門貴族や騎士の家いえ柄がら出身で本人も騎士としての強さを備えた、まさになるべくしてなった騎士だ」

「なるほど、まさにガーフィールド家のことだ」

　得意気にオデットが頷けば、フィスターが「勝手に言ってろ」と吐はき捨てた。どうやら剣けんを置いてきたことを思い出したらしく睨にらみつけてくる視線は随ずい分ぶんと冷ややかで、オデットが慌あわてて「二つ目は？」と先を促うながして誤ご魔ま化かした。

「平民出身やたいして高くもない身分だが、騎士として実力のある者。入団試験を受ける必要こそあるがそれをクリアすれば騎士として認められる。そして最後が……」

「最後が？」

「名家出身だが実力なんてこれっぽっちもない……寄付金で入団した奴やつだ」

　うんざりとした表情でフィスターがデンを見る。つまりはそういうことなのだろう。

　これには流石さすがのオデットも察しが付くというもので、大国らしいドロドロした裏事情を目まの当たりにして「そういうことか」と小さく頷いて返した。つまりデンは名家出身で、騎士としての実力なんてこれっぽっちどころか欠片かけらもなくてむしろマイナス要員でしかないが寄付金で騎士になった……と。

「入団試験に落ちた奴はそういう寄付金で騎士になった奴を恨んでる。騎士になった以上もめ事に家名は持ち出せないから、それがまたあいつらを助長させるんだ」

　そうフィスターが話せば、次いでデンが盛大に溜息をついた。

「寄付金で騎士を名乗るなんて情けないにもほどがあるよな。あいつらに恨まれるのも当然だ」

　吐き捨て自じ虐ぎやく的てきに笑うデンの表情は彼らしくなく、流石にこれにはフィスターが気き遣づかうように彼の名を呼ぶ。

　対してオデットはと言えば、キョトンと目を丸くさせて不思議そうに首を傾げた。

「なんで恨まれて当然なの？」

「なんでって、そりゃ金で騎き士しになるんだぞ。戦えない名ばかりの騎士なんて笑い話にもならないだろ」

「騎士って言ったって、皆みんながみんな強けりゃいいってものじゃないだろ。それに、騎士団を運営していくには寄付金だって必要じゃないか」

　そう話すオデットに、デンと……それどころかフィスターまでもが虚きよを衝つかれたと言いたげな表情を浮かべた。二人揃って目を丸くさせるその様子に、今度はオデットが眉み間けんに皺しわを寄せる。何か変なことを言ってしまっただろうか、そう考えて自分の発言を思い返すも、極ごく平へい凡ぼんで当然の話をしただけだ。

　ガーフィールド家は騎士の家系として戦力を誇ほこっているが、かといって同じ騎士を務める他家が同じように戦力一いつ辺ぺん倒とうかといえばそうでもない。戦略面を誇る家もあれば、個々の戦力こそ劣おとるが統とう率そつに秀ひいでた家もある。パルテアでは国の警備はもちろん国民の仲なか違たがいを取りまとめるのも騎士の役目であり、それに特化した家もある。

　それぞれが得意分野を誇り、磨みがきをかけて国に捧ささげるのだ。騎士に限らず商家も農家も同様、己おのれの出来ることに誇りを持ち、他者に同じものを求めず相手の分野を尊重する。

　そうやって多た岐きに渡わたるからこそ国と頂点に立つ王家を支えられるのだ。

「だから別にデンが弱かろうが寄付金で騎士になろうが気にすることないよ。資金面ではちゃんと役に立ってるんだし。それにデンはヴィルトルに来たばかりの私に親切にしてくれて、他ほかの騎士達との橋はし渡わたしもしてくれたじゃないか」

「オディール、お前……」

「集団行動にはそういう人も必要だよ。それに考えてみなよ、もしも騎士の全すべてがガーフィールド家みたいに強さを求めたら……」

　言いかけ、オデットがふと言葉を詰つまらせた。

　自然と眉間に皺が寄るのは、自分で口にした仮説の恐おそろしさに震ふるえあがりそうだからだ。仮に騎士がガーフィールド家のような戦力自じ慢まんのみだったとしたら、そりゃ戦せん闘とう面では誇れるけれど……。

「……三日、かな」

「滅ほろびるのか。どんだけなんだガーフィールド家、馬ば鹿かの集まりか」

「何を言うんだフィスター君、強さを求めるガーフィールド家において知性は犠ぎ牲せいになっただけなのだよ」

「やめろ近付くな脳筋が移る」

　心の底から引いたと言いたげにフィスターが半歩後あと退ずさる。オデットを見る瞳ひとみの冷ややかさと言ったらなく、おおよそ地球上にいる生物に向けられていい視線ではない。

　思わずオデットが「頼たのまれたって移すもんか！」と吠ほえるも、次の瞬しゆん間かんフィスターが瞳を細め、ふっと小さく息を漏もらすと共に口角を上げた。小さく笑うその表情は悪戯いたずら気だが、それでもどこか上じよう機き嫌げんのように見えるから不思議なものだ。

「だがまぁ、馬鹿の割には良いことを言うな」

「馬鹿は余計だ、馬鹿は。まったく、嫌いやみを交ぜなきゃ人を褒ほめることも出来ないのか」

「おまえに関しては出来ないな」

「この減らず口！」

　そうオデットが咎めるように睨みつけて返せば、フィスターの楽しげな表情が更さらに強まる。

　嫌みを言って楽しんでいるのだろう、それがまたオデットにとって玩具おもちやにされているように思え、楽しませてなるものかとより眼光鋭するどく睨みつける。と、そんな中でクツクツと笑えみを嚙かみ殺す声が聞こえてきた。

　見れば、額と頰ほおに擦すり傷を残したデンが楽しげに笑みを浮うかべていた。だが口元を押さえて俯うつむいているあたりこの場で笑ってはいけないと分かっているのだろう、はたと二人分の視線に気付くと震える声で「悪い」と片手を上げた。

「いや悪い、なんかお前ら似た者同士だと思ってさ」

「「はぁ!?」」

　苦く笑しよう交じりのデンの発言に、オデットとフィスターが揃そろえたように声を荒あららげる。そうして互たがいの顔を見合わせると、再びデンへと向き直り、

「「誰だれがこんな奴と！」」

　と訴うつたえた。

　そのタイミングは皮肉なことに息を合わせたかのごとくピッタリで、デンが耐たえきれないと吹ふき出して笑い転げる。それに対してオデットが不満を訴え、痺しびれを切らしたフィスターが彼を蹴けっ飛ばした。

「ふざけるなデン、どうして俺がこんな田舎いなか出の脳筋馬鹿騎士と一いつ緒しよにされなきゃいけないんだ！　いくらお前でも言っていいことと悪いことがあるぞ！」

「私だってこんな奴と一緒にされるのは御ご免めんだ！　嫌みったらしいし口が悪いし、ここまで性格が捻ひねくれた奴は初めてだ！」

　ギィギィと二人で睨み喚わめきあい、またも揃えたようなタイミングでフンとそっぽを向いた。




　そうしてオデットが「こんな奴と一秒たりとも一緒に居られるか！」と捨て台詞ぜりふと共に歩き出そうとし……カクンと足を踏ふみ外した。どうやらゴロツキ達を相手にした時に負った──正確にいうのであればデンに邪じや魔まされ負う羽目になった──傷が今になって響ひびいてきたようで、一いつ瞬しゆんにして崩くずれるバランスにしまったと思うと同時に視界が回る。

　これは不味まずい、と次いでくるであろう衝しよう撃げきに目を閉じた瞬間、グイと強ごう引いんに腕うでを摑つかまれて何かに抱だき留められた。

「おい、オディール大だい丈じよう夫ぶか!?」

「……フィスター」

　思わず目を丸くさせたのは、くると思っていた衝撃がこなかったからと……そして目を開ければフィスターの顔が間近にあったからである。

　濃のう紺こんの髪かみが揺ゆれ、切れ長の瞳が焦あせりを隠かくしきれずに見つめてくる。その瞳の中に自分の顔を見つけ、オデットがパチンと一度瞳を瞬またたかせた。

　腰こしに腕が回され、それがまるで放すまいとしているかのようにしっかりと体を包んでいる。だが締しめ付けられるような圧あつ迫ぱく感かんは無く、気遣うように優やさしい……とオデットが考え、はたと気付いて慌ててフィスターから身を引いた。

　彼の腕の中に居たのだ。そう一寸ちよつと遅おくれて自覚すれば頰が熱をもちかけるが、それをグッと堪こらえてフィスターの様子を窺うかがう。彼は飛び退のいたオデットの反応に不思議そうにしつつ、それでも「礼ぐらい言えよ」と不満そうに告げてきた。

「フィ、フィスター、今私の腰に……」

「ん？　あぁ、お前が無様かつ醜みにくく情けなく地面に突っ伏ぷす様は見るに堪たえないと思ったから助けてやった」
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「ちょっと感謝しかけたら直すぐこれだ！」

　誰が礼を言うもんか！　とオデットが吠える。……が、次の瞬間にドキリとしてしまうのは、フィスターがジッと己の手とオデットを交こう互ごに見つめてきたからだ。

　まるで先さき程ほどの感かん触しよくを思い出しているかのようなその視線に、オデットの額に汗あせが伝う。

　なにせ先程フィスターが摑んだのはオデットの腰。サラシで覆おおわれていないそのままの部位であり、女性らしく柔やわらかく括くびれている。いかに騎士として育ち鍛きたえてきたとしても、男の身体からだつきとはやはり違ちがうのだ。

　その感触の差に疑問を抱いだいたのだろうか、不思議そうに己の手を眺ながめていたフィスターがふいにオデットへと向き直った。そうして「なぁ」と話しかけてくる……、

「なぁ、お前って」

「こ、腰こし回まわりに肉の付きやすい私が何かな!?」

「……腰回り？」

「腰回りに直ぐに肉がつくことで有名な私に何か質問が!?」

「い、いや別に質問ってほどじゃないんだが……そうか、肉がつきやすいのか」

「まったくもって困ってしまう程に腰回りに肉が付きやすいんだ！」

　オデットの勢いに押し切られたか、フィスターが吞のまれるように啞あ然ぜんとし、それどころか「腰回りの肉は落としにくいな……」と返してくる。

　だがどこか釈しやく然ぜんとしないと言いたげで、オデットが内心で「まずい」と小さく呟つぶやいた。

　ひとまずこの場の流れを変えなくては……と、そう考えて周囲を見回せば、キョトンと目を丸くさせているデンの姿があった。いまだ疲ひ労ろうを残してはいるもののそれでも立ち上がって二人のやりとりを眺めていた彼に、オデットが慌あわてて近付いてその肩かたに腕を回す。

「デン！　どこか美味おいしいレストランがあれば案内してくれ！」

「あぁ、それなら何件か案内してやれるけど……」

「それじゃさっそく行こう！　もちろんデンの奢おごりで！」

「はぁ!?　なんで俺が！」

「男の一人を蹴り倒たおそうとした瞬間デンが私にしがみついてきて盾たてにしてくれたことは根深く心の傷になっているんだけど、美味しい料理を奢りで食べたら忘れられそうなんだ」

「……お財さい布ふとお呼びください」

　項うな垂だれるデンに対してオデットがニンマリと笑う。そうして窺うようにフィスターを横目で見れば、ジッと己おのれの手を見つめていた彼は名を呼ばれるとはたと我に返って顔を上げた。

　同行するだろうとデンが尋たずねれば、勿もち論ろんだと頷うなずいて返してくる。その表情はいまだ疑問が残っていると言いたげだが、それでもデンに対して「ごちそうさま」とニヤリと笑って告げるあたりオデットの身体つきについて言げん及きゆうする気はなくなったのだろう。

　気をそらすことが出来た、そうオデットが気付かれないように小さく安あん堵どの息を吐はいた。
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「というわけで、なんとか私の優すぐれた頭脳と危機管理能力と巧たくみな話術でその場は誤ご魔ま化かすことが出来たんですが……」

　先日のことを話すオデットに、向かい合って座るクルドアが若じやつ干かん引き気味の表情で頷いて返した。──「とりあえずは誤魔化せたとしてそれで良かったの？」と一瞬言葉が出かかったが既すんでのところで飲み込んだのは彼なりの優しさである──

　そんなクルドアに対してオデットはと言えば、これまた険しい表情を浮かべつつ用意した紅茶に口を付けた。そうして一口コクリと音を立てて飲み込み、息を吐くと共に「でも……」と小さく漏らす。

「完かん璧ぺきに疑いを晴らせたわけじゃありません、多分フィスターは私を怪あやしんでいるはずです」

　迂う闊かつだったとオデットが己を悔くやむ。

　あの事件以降もフィスターの態度は変わらず、以前の通り皮肉屋で嫌いやみったらしく馬ば鹿かにしてくる癖くせにちょっかいを掛かけてくるわけのわからない嫌な男である。だが彼の瞳は時折見み透すかそうとしているかのように鋭くなり、そのたびにオデットは冷や汗をかかされ取り繕つくろうのに必死になっていたのだ。

　再び体に触ふれられれば終わりだと極力接せつ触しよくしないように努め、迂闊な発言をしないようにと無い知ち恵えを──自覚はしている、なにせガーフィールド家において知性は犠ぎ牲せいになったのだ──絞しぼって下手へたなことを言わないように気を付けていた。

　それは猪ちよ突とつ猛もう進しんであり脳筋のガーフィールド家であるオデットにとっては苦難の日々であり、思わず漏もれる溜ため息いきの深さが心労の度合いを物語っている。

「……ごめんねオディール。僕が我が儘まま言ったばっかりに」

　オデットの苦く悩のうを感じ取り、クルドアが謝罪と共に眉まゆ尻じりを下げた。青色の瞳ひとみが僅わずかに揺らぎ、麗うるわしく聡そう明めいな顔に影かげが落ちる。

　それを見たオデットが慌てて顔を上げた。

「そんなまさか！　クルドア様のせいではありません！」

「でも、僕がオディールを無む理り矢や理りつれてきたから……」

「同行を命じてくださったことは仕える者として何より名めい誉よあることです。それにクルドア様のおそばに居られるのなら、フィスターをあしらうぐらい苦ではありません！」

「……オディール」

　ありがとう、とクルドアが微笑ほほえむ。その表情の愛らしさと輝かがやかしさと言ったらなく、直視したオデットは思わずクラリと眩暈めまいを覚えた。「もはや天使っ……！」と感かん嘆たんの言葉が漏れ出るのは、それほどまでにクルドアが麗しいからである。

　そんな彼に信しん頼らいされこの地に来たのだ、オデットにとってこれ以上のものはない。

　だからこそ、何としても正体を知られるわけにはいかない……。そう改めて決意し、強く拳こぶしを握にぎりしめた。

「クルドア様にお仕えし続けるためにも、フィスターを欺あざむき続けます。ご安心ください、私ならばやれます！　それにいざとなったら相打ちになってでも奴やつを仕留めます！」

　死なばもろとも、この秘密ごと奴と共に墓場にダイブいたします！　そう瞳に闘とう志しを燃やすオデットに、クルドアが頰ほおを引きつらせつつ「穏おん便びんに頑がん張ばってね」と応おう援えんの言葉を口にした。
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　そんな事件から数日。オデットも騎き士しとしての業務に就つくようになり、フィスターに対しての気がかりこそあれど快適な生活を送っていた。

　さすが大国だけあり訓練は厳しいが充じゆう実じつ感かんがあり、剣けんを交かわし合う内に他ほかの騎士達とも親しくなることができた。今では暇ひまさえあれば談話室で彼等と雑談し、飲みに行こう遊びに行こうと誰だれからともなく声をかけてきてくれるほどだ。

　騎士として順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな生活を送れている。……のだが、

「やぁオディール、これから風ふ呂ろ屋やに行かないか？」

　爽さわやかな笑え顔がおで誘さそってくるフィスターの白々しいことと言ったらなく、オデットが手放しでヴィルトルでの生活を堪たん能のうできずにいる要因が他でもなく彼である。

「フィスター、訓練帰りか？　ご苦労さん」

　そうオデットが労ねぎらいつつ返せば、フィスターが頰に伝う汗を拭ぬぐいながら頷いた。

　濃のう紺こんの髪かみも僅かに湿しめりを見せており、肩からかけたタオルが男臭くさくそれでいて笑顔は晴れやかで清せい涼りよう感かんすら感じさせる。その姿はまさに好青年。キラキラと輝いて見えるのは彼の見目の良さからか、それとも窓から差し込む光のせいか……それとも汗あせか。憎にくらしいので汗ということにしよう。

　もっとも、笑顔こそ爽やかだが彼の腹の内は真っ黒なのだ。それが分かっているからこそオデットがフンとそっぽを向けば、キラキラの笑みを浮うかべていたフィスターが「釣つられないか」と一いつ瞬しゆんにして普ふ段だん通りの悪戯いたずら気な表情に戻もどった。その変わりようは見事としか言いようがなく、どこかにスイッチがあるのではと疑ってしまう。

「ほらさっさと用意しろ、行くぞ」

「何度も言ってるが、私は風呂屋には行かないからな。集団で風呂に入るなんて御ご免めんだと言ったじゃないか」

　もちろん「女とばれるから」等と言えるわけがない。だが幸い部屋には入浴設備があり、身を清めるだけならばそこで補えるのだ。広い風呂で足を伸のばして……という解放感は捨てがたいが、その代だい償しようがリンゴの二の舞まいでオデットジュースでは割にあわないどころではない。

　だがそれでもフィスターは「狭せまい風呂じゃ味気ないだろ」と誘ってくる。

　ヴィルトルでは広い風呂にゆっくり浸つかることを良しとし、そこでコミュニケーションを交わすこともまた美徳としているらしい。聞けば騎士御ご用よう達たしの風呂屋には多様な浴場が設けられており、それを目当てに観光に来る者も少なくないという。

　広い風呂に浸かって一日の疲つかれを癒いやし互たがいを労い、入浴に来た者達と交流を図はかる。それが騎士の一日の締しめ括くくりだという。

　オデットとてそれを理解できないわけではない。広い風呂に浸かる心地ここちよさは知っているし、もしもフィスターの話を性別を偽いつわることなく聞いていたら同意だと頷うなずいていただろう。パルテアの入浴施し設せつはヴィルトルのように幾いくつもの風呂とまではいかないが、それでも足を伸ばすには十分な広さがあり客が絶えることはなかった。今日は何があった明日はどうすると、居合わせた者同士でのぼせるまで語りあうのが常だったのだ。

　いわゆる裸はだかの付き合い。身分や階級を感じさせる服を脱ぬぎ、一つの浴よく槽そうで共に熱い湯に浸かる。それだけで互いの距きよ離りが一気に近づくのだ。

　どうやらヴィルトルにもその考えがあるようで、むしろ施設が充実しているだけパルテアよりも顕けん著ちよなのかもしれない。確かに今までも他の騎士に風呂屋に行こうと誘われたし、デンにも声をかけられた。さすがにクルドアは王族だけあり広い入浴設備を一人で使っているらしいが、パルテアでは彼だって風呂屋に遊びに来て他の者達と一いつ緒しよに風呂に入っていたのだ。きっとこの考えを聞けば同意して風呂屋での賑にぎわいを懐なつかしむことだろう。

「ヴィルトルの騎士なら、広い風呂に入って語りあうものだ」

「……語り合う」

「湯船の中で噓うそ偽いつわりは騎士の道理に反するからな。お互い疲れを癒やしつつ胸の内を包み隠かくさず全すべて話す、これがヴィルトルの騎士の交流だ。お前もヴィルトルの騎士になるなら」

「……一いつ切さい隠さぬ裸の騎士」

「嫌な部分だけ搔い摘つまむな。言っておくがタオルの持ち込みは可能だからな」

「裸の付き合いだろうが騎士の交流だろうが知らないけど、私は部屋の風呂で十分だ。諦めて、他の奴を誘ってくれ」

　そう押し通すように言い切るも、フィスターは未いまだ不満そうに見つめてくる。なんともしつこい男だ……とオデットが内心で舌打ちしつつ、これ以上は話したくないと溜息で訴うつたえて彼の横をすり抜ぬけた。このまま話していても埒らちが明かない、自分が風呂に入らない本当の理由を告げなければきっと彼は納なつ得とくせず、延々と誘ってくるだろう。

　なにより、オデットとて本当は広い風呂に浸かりたいのだ。事実を言えば『入らない』ではなく『入れない』である。フィスターには十分だと言ったもののやはり自室の風呂では物足りず、本音を言えばゆっくり足を伸ばして湯に浸かり語り合いたい。

　人の気も知らないで、とオデットが八つ当たりめいた感情で足早に歩きだそうとし……、

「待てオディール、まだ話は終わってないぞ」

　と、背後から右みぎ肩かたを摑つかまれた。そのしつこさに、そしてなにより右肩を摑まれたことに、オデットの中の苛いら立だちが高まる。「しつこい！」と荒あららげる声もどこか怒ど気きを含ふくみ、拒きよ否ひを示すように右肩を摑む彼の腕うでを振ふり払はらった。

　だがフィスターの手はオデットの上着をしかと摑んでおり、押し退のけるように振り払ったことで上着の襟えり元もとがグイと伸び、次いでバツと音をたてて胸むな元もとを留めていたボタンが一つ飛んだ。

　それにより更さらに服が大きく引っ張られ、オデットの鎖さ骨こつと肩が露あらわになる……。

「……っ！」

　息を吞のみ、オデットが慌あわてて庇かばうように襟えりを押さえた。

　弾はじかれるように手を離はなしたフィスターが「オディール、それは」と声を漏もらす。その声に、オデットが小さく溜ため息いきを吐ついた。きっと彼は右肩を、そして右肩を覆おおう傷きず跡あとを見たのだろう。

　一瞬でも晒さらせば目につく程ほどの傷跡だ。気のせいだの見み間ま違ちがいだのでは誤ご魔ま化かせないし、あれほどの傷跡となれば大事があったことを察したに違ちがいない。

　現に、フィスターの瞳ひとみには戸と惑まどいと疑問の色が宿り、それでいて労いたわるように細められている。尋たずねて良いのかどうか躊躇ためらっているようにさえ見え、その複雑そうな表情にオデットが苦く笑しようと共に己おのれの右肩を押さえた。

　見られてしまったのならば仕方ない、幸いサラシまでは見られなかっただろうし……そう考え、服の下に広がる傷跡を布越ごしに擦さする。

「酷ひどい傷だろう、だから……あんまり人の目に晒したくないんだ」

「そ、そうか……」

　そこまで言えばフィスターもこれ以上言げん及きゆうする気にはならなくなったのか、あっさりと退いてくれた。それどころか自分がしつこく誘ったから見せる羽目になったと考えたのか、「悪かった」と謝罪までしてきた。

　空気を読んで諦あきらめてくれるだろうと予想していたが、それ以上に彼の声こわ色いろには申し訳なさが感じられ、濃紺の瞳が真しん剣けんみを帯びた色合いでジッと見つめてくる。

「無む理り強じいして悪かった」

「いや、別に……大だい丈じよう夫ぶだけど」

　素す直なおに謝ってくるフィスターに、オデットが調子を狂くるわされると誤魔化すように襟元を整えた。普段は嫌いやみな皮肉屋のくせに、こうやって真っ直すぐに向き合われるとどう対応して良いのか分からなくなってくる。軽口で返してくれればこちらも応戦できるのに、真しん摯しに見つめられ続けるのはどうにも落ち着かない。

　そうオデットが困こん惑わくを胸に抱いだいた瞬しゆん間かん、彼の表情がパッと変わり、

「よし、それじゃ飲みに行こう」

　と言いだした。

「……無理強いして悪かったって言ったばっかだろ」

「風呂に誘ったことは悪かった。だが飲みはまた別だ。風呂屋から戻ったら迎むかえに行くから待ってろ」

「しつこいなぁ」

　オデットが溜息交じりに呟つぶやけば、フィスターがコホンと咳せき払ばらいをした。そうして呟かれる「奢おごるから」という言葉にオデットが顔を上げるも、彼は既すでに廊ろう下かを歩いて離れてしまっていた。

　その背はどことなく焦あせっているように見え、足取りも普段より少し速い。

　なんだかその背中が可愛かわいくさえ思え、オデットは苦笑を浮かべつつも仕方ないと肩を竦すくめて彼の戻りを待つことにした。




　そうして風ふ呂ろ屋やから戻ってきたフィスターと数名の騎き士し達に連れ出され、城下を歩く。

　既に日が落ちた薄うす暗ぐらい中、普段以上に色いろ濃こく見えるフィスターの髪かみは妙みように幻げん想そう的てきで恰かつ好こうよく、見み惚とれてしまうのが腹立たしい。おまけに彼はこちらを向くと「野性の騎士は夜目も利きくんだろう？」とニヤリと笑って嫌みを言ってくるのだ。

　もちろんこれには足を踏ふんで返す。ちなみに彼からのお返しは深く脇わき腹ばらに抉えぐりこまれる肘ひじ鉄てつで、互いの一いち撃げきにしゃがみこんで呻うめけば他ほかの騎士達が「先に行ってるから」と容よう赦しやなく置いて行ってくれた。酷い話だ。

「ところで妙に騒さわがしくないか？　こんな時間なのに人が多いし」

「お前も聞いてるだろ、来らい賓ひんが増えるんだ。船で来られる方も多いし港を開けなきゃいけない。陸ならまだしも海は場所を開けるのに時間が掛かかるんだ」

「来賓……そういえばそんな話があったかも。でもこんなに大事なんて」

　物もの珍めずらしそうに周囲を眺ながめ、それどころか思わず「大きな船来るかなぁ」と期待して呟くオデットに、隣となりを歩くフィスターが悪戯いたずら気に笑い「田舎者」と茶ちや化かしてきた。

　それに対して文句の一つや二つ言ってやりたいところだが、オデットがムグと言葉を飲み込む。パルテアは森に囲まれた小国で、そこで暮らすオデットにとって海も船も全て本の中のことだったのだ。来賓も年に片手の回数あるかないか程度で、ここまで規模の大きい準備を見せられると啞あ然ぜんとしてしまう。

　これを田舎者と言わずに何と言うのか。だがそれを素直に認めるのも不服で、オデットがせめてとフィスターを睨にらみつけた。頭一つ近く高いこの身長差すらも今は見下されているような気がしてならない。あぁ、この勝ち誇ほこった表情がなんとも腹立たしい……。

「来られる方々は各国の王族や高位の方ばかりだ、失礼のないようにな。あぁ、もしかしたらお前やクルドア王子のことを知っている方もいるかもしれないな。……ヴィルトルに来る前の、以前のお前達を知っている方が」

　そう告げるフィスターの言葉の意味など聞かずとも分かる。たとえ男と偽っていても、旧知の相手に会えばバレてしまう……と、そう言いたいのだろう。

　鎌かまを掛けるような表情と口くち振ぶりに、オデットはそれでも平然と「そうかもな」と返した。内心では焦りが募つのるが、それをなんとか押し留とどめる。

　そんなオデットの態度で満足したのか、フィスターが「知人が居たら紹しよう介かいしてくれ」と話を終しまいにした。軽い鎌掛け程度で深く言及する気はなかったのだろう、目的の店が近いとあっさりと話題を変えて前を歩きだしてしまう。

　その揺ゆれる濃のう紺こんの髪を眺め、オデットは冷や汗あせが背中を伝うのを感じつつ彼の後を追った。

　とりあえず今夜は酔よい潰つぶして先程の記き憶おくを消してやろう……と、そう心に決めて。ガーフィールド家は咄とつ嗟さの揺さぶりには弱いが上じよう戸ごなのだ。
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　翌日、オデットが目を覚ますと朝から寮りよう内ないが騒がしかった。

　手早く身み支じ度たくを終え、サラシを三巻きにするか四巻きにするか悩なやみ、そうして扉とびらを開けるとタイミングよくデンが通りかかった。お喋しやべりと噂うわさ好きの彼のことだ、この騒ぎの原因を知らないわけがない。

「デン、おはよう。この騒ぎは？」

「聞いてないのか？　今日は剣けん技ぎ大会のトーナメント決めがあるんだ」

「……剣技大会？」

　なにそれ、とオデットが首を傾かしげた。




　ヴィルトルでは年に一度騎士が剣技を競きそう大会が開かれるという。

　トーナメント式で試合を進め、勝ち進んだ末の決勝は豪ごう華かな舞ぶ台たいの上で……と、そう話すデンの勢いにオデットが僅わずかに身を引いた。

　随ずい分ぶんな熱の入れようではないか。だがこの賑やかさと次から次へと同じ方向へと向かっていく他の騎士達を見るに意気込んでいるのは彼だけではないのだろう。

　聞けばこの大会を目当てに来賓が集つどい、浮うき足あし立ち財さい布ふの紐ひもが緩ゆるくなるのを狙ねらって会場付近には屋台も並び行商人もこの時のためにと一年をかけて準備をするという。近場の宿は半年以上前から予約で埋うまり、当年の大会を見届けると共に翌年の宿しゆく泊はく予約をとって帰路につく者も少なくないという。

　大会というよりもはや国をあげてのお祭りと言えるだろう。

「もちろん各家の御ご令れい嬢じようや麗うるわしいお嬢さん達も見に来るからな。上手うまいことアピールできれば……その先は言わせるな」

「不純だなぁ」

　歩くデンの隣に並び、オデットが苦笑を浮うかべる。

「それに、優勝者には『セスラ王女の計らい』があるんだ。剣技を高めるだの騎士の誇りだのと恰好つけたこと言ってるが、みんなこれが目的だよ」

「計らい……恩賞とかそんな感じ？」

「いいや、そんな畏かしこまったものじゃない。簡単に『願い事を一つ』ってことだ」

「ふぅん」

　どうやらデンの言う通り、そう堅かた苦くるしいものではないらしい。

　たとえば自分の稼かせぎでは叶かないそうにない贅ぜい沢たくをしたり、悪ふざけで上官との立場を一日交こう換かんしてみたり、中には高たか嶺ねの花と諦めていた令嬢と一日デート……なんて願いも過去にあったのだという。なんともお祭り事らしく、言ってしまえば『優勝者への御ご褒ほう美び』である。もちろん問題になるようなことを願えば翌年から計らいどころか開かい催さいの有う無むすら危あやぶまれるのだ、誰だれもが節度を弁わきまえて祭り事らしく羽目を外す。

「なんだか楽しそうだね」

　これにはオデットも興味をひかれてしまう。

　もしも自分が出場し優勝したら、風呂屋を貸し切って気き兼がねすることなく足を伸ばしてお風ふ呂ろに浸つかろうか……なんてつい想像してしまう。うん、悪くない。

「ところで、去年の優勝者は誰なの？」

　そうオデットが尋たずねたところ、背後から、

「俺だ」

　と声が返ってきた。

　低く不ふ機き嫌げんそうな、それでも聞き覚えのある声。もしやとオデットが振ふり返れば……。

「フィスター！」

「……やめろ、大きな声を出すな。頭に響ひびく」

「フィスター・テンバーグ！」

「……なぜ今フルネームで叫さけびなおした」

　よっぽど二日酔いが酷ひどいのか、フィスターがこめかみを押さえながらギロリと鋭するどい眼光で睨んでくる。

　だがオデットはそれに臆おくすることなく「なんとなく」と返すと改めて彼に向き直った。

　名乗り出たということは、フィスターが前年度の優勝者ということだ。確かに彼が訓練しているところを何度か見かけ、そのたびに動きも剣けんの扱あつかいも他より群を抜ぬいていると感心していた。些いささか癪しやくだが、認めざるを得ない強さだ。それを思い返せば彼の優勝も頷うなずける。

「フィスターは去年一昨年おととしと二年連続優勝なんだ」

「二年も!?」

「そのくせセスラ王女の計らいも当たり障さわりのない願いで終わらせちまうし、本当勿もつ体たいない奴やつだよ。おい、お前もしかして今年も」

「あぁ、今年も参加する」

　ハッキリと頷いて答えるフィスターに、デンがうんざりだと言いたげに「優勝おめでとうございます」とわざとらしく声を掛けた。大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついて、まるで既すでにフィスターの優勝が確定したとでも言いたげに気だるげな足取りで歩き出す。

　そんなデンを追おうとオデットも歩き出しかけ……グイと強ごう引いんに腕うでを摑つかまれて無む理り矢や理りに立ち止まらされた。

　驚おどろいて振り返れば、鋭くこちらを睨みつける濃紺の瞳ひとみ……。

「……フィスター」

「オディール、俺は今年も優勝してみせる。そしてセスラ王女にこう告げよう『オディール・ガーフィールドの隠かくし事を暴あばいてほしい』とな」

　フィスターの言葉にオデットが息を吞のむ。

　真しん剣けんみを帯びた瞳は普ふ段だんの軽口を叩たたくときの楽しげなものとは違ちがい、今はただ冷ややかにオデットを……オディールの中にいるオデットを見み透すかすように見み据すえてくる。

　ゾクリと言い様のない寒気がオデットの背を伝う。全すべてを暴かれたような痺しびれに似た緊きん迫ぱく感かんが体中を覆おおい、摑まれた腕が痛みを訴うつたえる。

「隠し事……」

「俺が気付いていないと思ったか？」

　そう詰つめ寄ってくるフィスターの声は低く、いつもの冗じよう談だんを交かわすあの心地ここちよい軽さはない。冷め切ったその声こわ色いろに、こちらが騙だましているのだと分かっていても胸が痛む。彼に見据えられていることが辛つらく、振りほどいて逃にげたくなる。

　そうしてオデットが再びフィスターの名前を呼ぼうとした瞬しゆん間かん、二人が付いてこないことに気付いたのかデンが声をかけてきた。どうしたー、と間延びした彼の声に、オデットとフィスターの間を占しめていた張りつめた空気が一いつ瞬しゆんにして解ける。

「おい、何してんだ。行くぞー？」

「今行く」

　不思議そうに首を傾げ声をかけてくるデンにフィスターが片手を上げて返す。そうして未いまだ呆ぼう然ぜんとしているオデットの横をスイと抜けて歩き出した。その声も表情も普段通りの見慣れた彼のもので、それどころかチラと横目でこちらを見るや「なにボサッとしてるんだ、置いてくぞ」とまで言って寄よ越こすのだ。

　数秒前とは一転したその態度にまるで別人に迫せまられていたような感覚を覚え、オデットは恨うらめしげに彼の背を睨にらんで後を追った。




　そうして向かった王宮の庭園は、まさに一いつ喜き一いち憂ゆうといった賑にぎやかさを見せていた。

　好条件を引いたからか歓かん喜きの声をあげる者もいれば、強きよう豪ごうと近い配置になったと嘆なげく者もいる。女性達の目を気にする男達からしてみれば、優勝こそ出来なくても勝つ姿を見せるぐらいはしたいのだろう。

　剣を扱ったことのない者にとって騎き士しの強さや剣けん技ぎの奥深さは理解し難がたく、たとえ相手が弱かろうと勝てば総じて『恰かつ好こういい』なのだ。逆に言えば、たとえ強敵相手だろうと、二年連フイ続ス優勝者ター相手だろうと一回戦負けでは熱い視線は奪うばえない。というより下手へたに強い騎士と当たってしまえば視線を奪うどころか引き立て役である。

　だからこそ彼等にとってこの抽ちゆう選せんは試合に並ぶほどに大事なのだろう。阿あ鼻び叫きよう喚かんの声に思わずオデットが難なん儀ぎなものだと溜息をつき、抽選会場の中央へと向かう。

　そうしてフィスターとデンと共に姿を現せば、つい今しがたまで一喜一憂といった様子だったその場が一瞬にしてざわつきだした。

「来たぞ、二年連続優勝のフィスターだ……」

「くそ、まだ俺の一回戦相手が決まってねぇ……頼たのむ、くるな！」

「せめて隣となりのブロックに行ってくれ！　あいつにやられるのだけは嫌いやだ、引き立て役は嫌だ！」

　と負のオーラが沸わき上がり、先さき程ほどまでのお祭りムードもどこへやら張りつめた不ふ穏おんな空気へと変わる。

　この歓かん迎げいされなさっぷりはそっくりそのままフィスターの強さを表しているわけで、中には歴戦の将といった屈くつ強きような身体からだつきの者まで警けい戒かいの視線を向けている。それほどまでにフィスターは強く、そのうえ彼自身今回の大会では意い欲よく的てきに優勝を狙ねらいに来ている。

　これは不味まずい、とオデットが小さく呟つぶやいた。

　このままボケッとしていたら優勝したフィスターに正体を暴かれてしまう。その結果は……言わずもがなセスラの怒いかりと嫉しつ妬とを買ってオデットジュースである。

　それだけは避さけなくてはいけない。かくなる上は……とオデットは決意を新たに二人の後を追った。もっとも、そんなオデットの前を歩くフィスターはと言えば、

「みんなそこまで言うことないだろ……」

　と、この嫌がられように本気で傷つきはじめていた。




　そうしてフィスターとデンが抽選のくじを引く。まずはブロックを決めて、そこからもう一度くじを引いてブロック内の配置を決めるという流れらしい。

　フィスターを見る周囲の真剣な表情と言ったらなく、彼がくじを引いてそのブロックを読み上げた瞬間、張りつめていた空気が一瞬にして阿鼻叫喚の声へと変わった。

　ブロックが離はなれたと歓喜する者、同じブロックになったと悲鳴をあげる者、中には既に諦あきらめの色を見せている者すらいる。ほぼ同時にくじを引いたデンに対しては誰一人として興味を向けていないのが妙みように生々しく、オデットがせめて自分だけはと彼に駆かけ寄った。

「わぁ、デンはフィスターと一いつ緒しよのブロックなんだな！」

　そう声を掛かけたところ、これが追い打ちとなって彼が膝ひざから頽くずおれたのは言うまでもない。

　次いで二人が決めるのはブロック内での配置なのだが、一部は既に解放されたと晴れやかな表情を浮うかべ、そして運悪くフィスターと同じブロックになってしまった者達の纏まとう負のオーラがなんとも言えない温度差を醸かもし出している。後者に至ってはもはや彼等のなかでの剣技大会は終わってしまったかのような雰ふん囲い気きである。

　そんな温度差の中フィスターがくじを引く。誰だれも注目しないがデンも同じタイミングである。

　そうして、二人揃そろって記されている番号を読み上げた。




「ついてない人っていうのはとことんついてないんだなぁ……」

　とは、膝から頽れ、それだけでは足りないと地面を叩くデンの背中を撫なでるオデット。

　よりにもよってフィスターとデンがひいたくじは連番、つまり一回戦の相手である。なんとも奇き跡せき的てきで、そしてデンにとっては悲劇でしかない展開である。なにせ相手は二年連続優勝者なのだ、良くて引き立て役、最悪引き立て役にすらなれない可能性だってある。

　それを嘆くデンを慰なぐさめてしばらく、彼が立ち直りかけているのを見てとりオデットが抽選会場の中央へと向かった。

　並ぶ面々を見回し、いかにも責任者といった風ふう貌ぼうの男の前に立つ。

「オディール・ガーフィールドと申します。クルドア様の持参品としてパルテアから参りました」

「あぁ、貴方あなたがそうですか。ガーフィールド家は騎士の名家と聞いています」

「はい。それで……私もこの大会に参加させていただけませんでしょうか」

　そうオデットが願い出れば、対面する男が僅わずかに目を丸くさせた。指で顎あごを撫でるのは彼の癖くせだろうか、そのいかにも悩なやんでいるという姿にオデットが願うようにジッと視線を向ける。

「参加を募つのっていた時期はまだ私はこの国におりませんでした。ですが今はヴィルトルの騎士です。どうか大会への参加を許していただけませんでしょうか」

「飛び入り参加ということですか……しかし、すでにトーナメント表も半分近く埋うまっておりますし」

「あら、良いじゃありませんか」

　そう割って入ってきた声に誰もが視線を向ければ、そこに居たのはクルドアとセスラ。

　散歩でもしていたのかそれともこのお祭り騒さわぎを覗のぞきに来たのか、突とつ然ぜんのこの来訪者に腰こしを下ろして話し込んでいた者達も慌あわてて立ち上がって頭を下げた。

　そんな二人の登場にオデットが自分の主人のもとへと駆け寄れば、くじの結果を責められ全力で拒きよ絶ぜつされ切なげな表情を浮かべていたフィスターもまたセスラのもとへと向かう。デンが小さく呟いた「忠犬が二匹ひきに増えた」という言葉は幸い二人に届くことはなく、彼の隣に居た騎士がクツクツと笑って頷うなずくだけであった。

「オディールは既すでに我が国の騎士として勤めてくれています。大会に参加しても良いじゃありませんか」

「セスラ王女がそこまで仰おつしやるのなら……」

　鶴つるの一声ならぬ王女の一声。先程まで悩んでいた男が二つ返事で頷き、それどころかどこのブロックに枠わくを増やそうかと話し合いだす。

　まさにトントン拍びよう子しといった流れに、オデットが思わず目を丸くさせ……次いでセスラに向き直った。

「セスラ様、ありがとうございます」

「クルドア王子がいつもガーフィールド家のことを話してくれるんです。とても強くて頼もしいって。試合でその姿を拝見できるのを楽しみにしています」

「はいっ！」

　セスラに頭を下げ、次いでオデットがクルドアの横にまわる。

　幸いセスラはフィスターと話をしはじめてこちらには気付いていないようで、その隙すきにと彼に耳打ちをした。




　間ま違ちがいありません、フィスターは気付いています。

　この大会で彼が優勝してしまえば、全すべて暴あばかれてしまいます……と。




　それを聞いた瞬しゆん間かんクルドアの顔が強こわ張ばり、青い瞳ひとみが不安げにオデットへと向かう。眉まゆ尻じりが下がり、小さく開かれた唇くちびるで「どうしよう」と弱々しい声をあげる。

　そんなクルドアに対し、オデットは彼の前に跪ひざまずいて真っ直すぐに見上げることで返した。

「セスラ様にガーフィールド家のことを誇ほこってくださる、騎士としてこれ以上の名誉はございません。どうかその言葉のままに、私の勝利を信じてください。必ずや優勝してみせます」

「オディール……うん、信じるよ！」

　クルドアの青い瞳が輝かがやきを取り戻もどし、真っ直ぐに見つめて頷いてくる。

　不安から一転したその表情は全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてくれている証あかしであり、オデットは決意を新たに抽選の場へと向かった。

　飛び入り参加こそ許されたが、それ以外は他ほかの騎士と同じ扱あつかいだ。くじを引いてブロックを決め、更さらに配置を決める。結果次し第だいではいかにセスラの恩おん恵けいがあろうと一回戦敗退だってあり得るのだ。

「オディール、狙いはどこだ？」

　そう茶々を入れてくるのは立ち直ったデン。

　他の者達もこの飛び入り参加が興味深いのか視線を向け、それどころか「俺のブロックに来いよ！」だの「俺と当たろうぜ」だのと楽しげに声をかけてくる。

　そんな視線と茶々を受け、オデットはフィスターを睨にらみつけると声こわ高だかに、

「狙うはフィスターと同じブロックだ！」

　と宣言した。

　おぉ！　と歓かん声せいが沸わき上がる。お祭り騒ぎの剣けん技ぎ大会、異国から来た持参品の騎き士しが飛び入り参加をしただけでも興味深いのに、よりにもよって二年連続優勝者に喧けん嘩かを売ったのだ。これに盛り上がらないわけがない。

　名指しされたフィスターも満まん更ざらではないようで、オデットの宣言に対し挑ちよう戦せん的てきな笑えみで返してきた。濃のう紺こんの瞳が細まり、まるで今すぐにでもかかってこいと言っているかのようだ。

　そんな煽あおりと茶々を受けつつオデットはくじへと手を伸のばし、乱雑する用紙の中から一枚引き抜ぬいた……。







「まぁ、考えようによっては私もついてないよな」

「あの宣言まではかっこよかったのに、一気に白けたな」

　と、そんな会話をデンと交かわす。

　それを聞いたオデットが「大口叩いただけに恥はずかしい！」と顔を両手で覆おおうのは、あれだけ威い勢せいよく啖たん呵かを切って引いたくじがフィスターとはまったく別のブロックだったからだ。それも隣となりだの近場だのではなく見事なまでに真逆、彼と当たるには決勝まで勝ち進まなければならない。

　そんな運の悪さと白けた空気を思い出してオデットが嘆なげけば、まるで追つい撃げきと言わんばかりにフィスターが嫌いやみたらしい笑みを浮かべ、

「オディールの一回戦の相手はグレイドル、去年二位の男だ。まぁそこそこに強かったからな、飛び入り参加したくせに一回戦敗退なんて情けない真似まねはやめてくれよ」

　と喧嘩を売るように言って寄よ越こしてきた。

　オデットが思わずグヌヌとおかしな呻うめき声をあげ「決勝で叩たたき潰つぶしてやる」と彼を睨みつけた。




[image: ]




　そんなことがあった翌日、オデットのもとに一通の手紙が届いた。

　差出人は『オデット・ガーフィールド』自分からの手紙とは不思議なものだが、相手が誰かなど考えるまでも無い。なにせ数日前にオデットもまた『オディール・ガーフィールド』の名で手紙を出したのだ。

　つまりこれは……、

「お兄様！」

　とオデットが嬉うれしそうに手紙の封ふうを解く。

　遠く離はなれた故郷で暮らす兄。そして名を交こう換かんするという奇き妙みような生活ゆえ彼もまた苦難を感じていることだろう。そんな兄の姿を脳のう裏りに思い描えがき、オデットがそっと便びん箋せんを開いた。




『愛する兄妹きようだいへ

　ヴィルトルでの生活はどうですか？　何か困ったことはありませんか？

　愛する家族が孤こ独どくを感じていないか、辛つらい目にあっていないか皆みないつも心配しています。

　ところで話は変わりますが、兄は最近レースのスカートを穿はきこなせるようになりました。

　色の組み合わせが難しくてなかなか手を出せずにいたのですが、慣れてしまえば逆に合わせやすいものですね。

　ですが周囲からはレースよりも花はな柄がらが良いと言われて困っています。

　愛する妹よ、どうかヴィルトルで兄に似合うレースのスカートがあったら送ってください。二人で皆を驚おどろかせてやりましょう。

　では、健康に気を付けてヴィルトルで頑がん張ばってください。　　　愛する兄妹より』




「よかった、お兄様も元気そうで……お、お兄様!?」

　ちょっと待って！　と声を荒あららげて手紙を読み返す。普ふ段だんは気さくな兄の仰ぎよう々ぎようしい文面については仕方ない、慣れぬ手紙で緊きん張ちようしているのだろう。オデットも先日送った手紙ではらしくなく季節の挨あい拶さつなんて書いてしまった。手紙とはそういうものだ。

　だが何かがおかしい。色々と文面から違い和わ感かんが漂ただよっている。というより手紙の内容の八割方が違和感を訴うつたえている。

「お兄様、別にパルテアでは女装しなくても良い気がするんだけど……というかスカート!?　しかも既に穿いてるの？　穿いた上で着こなしと似合う似合わないの問題なの!?」

　故郷で何が起こってるの!?　と思わず便箋に問い詰つめる。

　だがもちろん返答はなく、記き憶おくの中の兄も──もちろんスカートは穿いていない──ただ優やさしく微笑ほほえむだけだ。今となってはその記憶の微笑みも複雑なところではあるが。

「いや、今は大会のことを考えよう……スカートは後回しで……お、お兄様……」

　雑念を払はらうようにフルフルと頭を振ふり、ひとまず手紙を封ふう筒とうに戻して机の引き出しにしまう。それも引き出しの一番上、唯ゆい一いつ鍵かぎの掛かけられる段である。

　もちろん誰だれかに読まれでもしたら女だとばれてしまうからだ。けして手紙を記憶の奥底に葬ほうむって目をそらしてしまいたいからではない。……けっして。




　そうして戸と惑まどいを抱いだきつつも向かったのは寮りようの食堂。

　食事を一いつ括かつする場だけあり広く、そして食事時に限らず軽食を提供しているため常に誰かしらがいる。現に昼時を大きく過ぎた今も食堂ではいくつかのグループが談だん笑しようしており、中には自室に戻ればいいものをテーブルに突つっ伏ぷして寝ねている者さえいた。

　この賑にぎやかさがきっと先さき程ほどの手紙の困こん惑わくを紛まぎらわせてくれるだろう。

　そう、あの手紙は読み違ちがいだ。いやもしかしたら手紙なんて届いて無かったのかもしれない、それどころかもとを正せば兄ではなく妹だったような気もする。いや待てよ本当に兄妹はいるのか？　ガーフィールド家ってなんだ？　私は誰だ？

　そう困惑しつつも──困惑のあまりに記憶が歪ゆがみつつあるが──オデットが熱い紅茶を一口飲む。熱が喉のどを通る感覚が心地ここちよく、思考が徐じよ々じよに落ち着きはじめる。適度な雑音が逆に冷静さを取り戻させ、このまま記憶ごと削さく除じよしてしまおう……そうオデットが心の中で呟つぶやき、ふいに目の前に立った男に顔を上げた。

　屈くつ強きような男だ。身の丈たけはオデットより、それどころかオデットが今まで接したどの騎士よりも大きいかもしれない。そのうえ四し肢しは太く、筋骨隆りゆう々りゆうの身体からだつきをしている。それでいて顔つきはむさ苦しさを感じさせず勇ましいと好感を与あたえる。その雰ふん囲い気きはどことなく故郷の父を彷ほう彿ふつとさせた。

「赤あか髪がみ……お前がオディールか」

「そうだけど。……どちらさま？」

　窺うかがうようにオデットが問えば、男の眉み間けんに皺しわが寄った。

　周囲が二人に気付いてざわつく。それほどまでの相手なのかとオデットが改めて男を見るも、やはり記憶にはない。そもそも、ここまで鍛きたえられた体たい軀くの持ち主であれば忘れるわけがないのだ。

　そんなオデットの視線に痺しびれを切らしたのか、男が不ふ機き嫌げんそうな表情で、

「グレイドルだ」

　と名乗った。低く太い声はまさに男らしく、オデットが改めて記憶を引っくり返し……、

「あ！　一回戦の！　去年二位の！」

　と声を荒らげた。

　だがその表現がお気に召めさなかったらしく、グレイドルと名乗った男がフンと鼻を鳴らして一いつ蹴しゆうすると威い圧あつ的てきにオデットを見下ろしてきた。元より背の高い彼が座っているオデットに対して見下すのだから、まるで子供を見るような落差である。

「飛び入り参加の騎士が一回戦相手と聞いて挨拶に来てやったんだ」

「……挨拶」

「どんな奴かと思ってたがこれじゃまともな試合にもならないかもな。言っておくが俺はフィスターしか見ていない、決勝であいつを打ち負かしセスラ王女の計らいで恥はじをかかせてやるんだ。そういうわけだから、フィスター以外に時間を割さくつもりもない。一いち撃げきで潰させてもらうから、怪け我がが怖こわけりゃ棄き権けんした方が身のため……、おい聞いてるのか？」

　得意気に語っていたグレイドルが怪け訝げんそうにオデットの顔を覗のぞきこむ。対してオデットもまた彼を見上げ、次いでパッと表情を明るくさせて彼の手を取った。だがオデットの細い女の手ではいかにも男らしい彼の大きな手は包みきれず、ならばと両手でギュウと強く握にぎって上下に振る。

「……オディール!?」

「わざわざ挨拶に来てくれるなんて、グレイドルは親切な奴やつなんだな！　知ってるだろうけど私はオディール、オディール・ガーフィールドだ！　よろしく！」

「な、よろしくって……」

　満面の笑えみで手を握るオデットに対し、グレイドルが困惑の色を見せる。彼だけではなく、食堂に居た誰もがこれには目を丸くさせ、呆ぼう然ぜんとしたり顔を見合わせたりと驚きを隠かくせずにいた。

　なにせ、誰もが大会前の乱らん闘とう騒さわぎを予想していたのだ。前回準優勝のグレイドルと、飛び入り参加のオデット。二人とも二年連続優勝のフィスターに宣戦布告をしているのだから、これはまさに前ぜん哨しよう戦せんと言えるだろう。大会開始を前に乱闘とは騎き士しらしからぬ粗そ暴ぼうさではあるが、小規模ないざこざは毎度のことでもあり、これがまた騎士達の闘とう志しを奮い立たせるのだ。

　ところがオデットはグレイドルと握あく手しゆを交かわし、それどころか人ひと懐なつっこく笑っている。まさに肩かたすかしである。

　だがオデットはそんなことに気付くわけもなく、グレイドルの手をブンブンと上下に振り……そして痺れを切らした彼に振り払うように解かれた。

「い、いいか、お前がどう思おうとフィスターと戦うのは俺だ！」

「私だってフィスターと戦うんだ。だからグレイドル、正々堂々と戦おう！」

　グレイドルの言葉の裏にあるものなど露つゆ知しらず、オデットがキラキラと輝かがやいた笑顔で返す。

　彼はわざわざ挨拶に来て、それどころか共に勝利を目指して戦おうと──オデットの中ではこう解かい釈しやくされた──鼓こ舞ぶしてくれた。あぁ、なんて熱くて良い奴なんだろう！　と勝手な友情を芽生えさせていたのだ。

　そうしてグレイドルが足早に去っていくのを見届ける。話が通じないことに痺れを切らして逃にげるように去って行ったなどとは思いもせず、これもまた「多た忙ぼうな中わざわざ来てくれた！」と好意的に捉とらえて友情を募つのらせていた。

　もっとも、いかに好意的といえどそこは友情でしかなく、食堂の扉とびらを抜ぬけたグレイドルが先程まで握手を交わしていた手をジッと見つめ、

「オディール・ガーフィールドか……案外に可愛かわいいやつじゃねぇか」

　とポツリと呟いたことなど考えもしない。







　食堂でのやりとりから数時間後、寮内を歩いていたオデットがふと足を止めた。窓から外を覗いた瞬しゆん間かんに寮の中庭にセスラの姿を見たからだ。

　剣けん技ぎ大会の抽ちゆう選せんも終わったそこは以前の穏おだやかな雰囲気を取り戻もどしており、そんな中で一人ゆったりと足を進める彼女の姿は優ゆう雅がで美しくもある。だが一人だ。

　どうしてこんな所に……と疑問を抱き、オデットは向かう先を変えて中庭へと向かった。

「セスラ様、こんな所でどうなさいましたか？」

「あら、オディール」

　オデットが声を掛ければ、花を眺ながめていたセスラがはたと振り返る。白い肌はだが日の光を受け、美しい銀の髪がふわりと揺ゆれる。咲さき誇ほこる草木に囲まれていると言うのに彼女の周りだけ冬が訪おとずれたかのようだ。

　そんなセスラにオデットは騎士らしく頭を下げて挨拶し、次いで周囲を見回した。周りに騎士の姿はなく、やはり彼女一人である。だからこそ疑問を抱いたのだ。

　セスラは大国ヴィルトルの王女、王宮内でさえも常に護衛や騎士をそばに置き身辺を護まもらせている。まだ幼くか弱い少女だが、それでも彼女の存在価値は他者と比べられるようなものではなく、ゆえに危険も伴ともなうのだ。自由がなく可哀かわい想そうだとは思うが、そんな高位の人物を護るのもまた騎士の役割であり非難も出来ない。

　だからこそいかに騎き士し寮りようと言えど一人歩きをしていることが疑問に思えてオデットが問えば、彼女は小さく溜ため息いきを吐つくと視線を他所よそに向けた。中庭の一角、生おい茂しげった生け垣がき、そこに人の姿は無いが、セスラ曰いわく生け垣の裏手に数人の護衛を構えさせているのだという。

　万が一のことがあったら直すぐにセスラのもとへと駆かけつけられる距きよ離りだ。だが逆に言えば、その程度の距離しか離はなれることを許されず、そして護衛達は離れてもなおセスラに意識を向けている。生け垣の隙すき間まから見られているのだと考えれば居い心地ごこちの悪さを感じるが、セスラは常にこの感覚を味わっているのだろう。

「少し一人になりたいって伝えたの」

「一人に、ですか」

「えぇ、でも結局はああやって離れるぐらいだけれど。でも我が儘ままは言えないから……」

　そう呟くように話すセスラの声こわ色いろはどこか沈しずんでおり、オデットが窺うように彼女の顔を覗き込んだ。普ふ段だんから物静かな少女ではあるが、今はそれとはまた違った静けさを帯びている。

　茶色の瞳ひとみは伏ふせがちに視線を落とし、薄うすく開かれた唇くちびるからは微かすかながらに溜息が漏もれる。どことなく憂うれいを感じさせるその表情は年とし頃ごろの少女が浮うかべて良いものではなく、見ていて胸が痛みかねない程だ。

「クルドア王子と話をしていても全部筒つつ抜ぬけなの。仕方ないけど、少し恥はずかしい……」

「セスラ様」

　オデットが気き遣づかうように彼女の名を呼ぶ。だがセスラは次の瞬間にはパッと顔を上げ、普段通り穏やかな表情に変えてしまった。茶色い瞳が柔やわらかく微笑ほほえみ、気品と愛らしさを兼かね備えた王女の空気を漂ただよわせる。

「ごめんなさいオディール、変な話をしてしまって」

「いえそんなことは……」

「今の話は気にしないで。それより、剣技大会でフィスターを倒たおすのよね、あんなに堂々とした宣言は初めて聞きました」

「その割りに見けん当とう違ちがいな場所に配置されましたけど」

「二人が決勝まで進めば戦えますよ。計らいの話も聞いているでしょう」

「はい、私が優勝したら……」

　言いかけ、オデットがムグと口を噤つぐんだ。セスラの口から『計らい』という単語を聞いて、とある考えが浮かんだのだ。

　だが今はそれを口にするまいと考え、「オディール？」と不思議そうに見上げてくるセスラには誤ご魔ま化かすように苦く笑しようを浮かべた。

「私が望む計らいは……楽しみにしていてください」

「オディールではなく私が楽しみにしているの？」

「えぇ、そうです」

　不思議そうに小首を傾かしげ頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべるセスラの姿は愛らしく、オデットが笑みを強めて頷うなずいて返した。




　剣技大会で優勝した者に与あたえられる『セスラ王女の計らい』は、聞けばふざけたものから真しん剣けんなものまで問題事にならない限りは叶かなえられるという。もちろん王女自ら他者への働きかけもし、尚なお且かつ剣技大会由ゆ縁えんということもあってか国中が協力的らしい。

　店や施し設せつの貸し切りであればオーナーは宣伝にもなると手放しで喜び、高たか嶺ねの花と一日デートであっても相手は満まん更ざらでもないと頰ほおを染める。お祭り事で浮き足立っているのは騎士に限らないのだ。

　だから例えば、

『クルドア王子とセスラ王女を二人きりでゆっくりと過ごさせる』

　などという願いでも、きっと誰だれも異論を唱えず受け入れてくれるはずだ。

　もちろん彼等の身分から考えてどこでも自由にとはいかないが、それでも今のように終始付いて回る護衛を外すことぐらいは出来るだろう。

　王宮から離れた静かな場所で誰に聞かれることなく話をしても良い、年相応の少年少女らしくどこかで遊んでも良い。身分を忘れて互たがいを知り、そこで二人の仲が少しでも近付けばこれ以上のことはない。

　そう考え、オデットが意気込むようにセスラを見つめた。彼女は相変わらず不思議そうな表情をしているが、それでも優勝してこの願いを聞いた時にはきっと輝かんばかりに笑ってくれるはずだ。

「セスラ様、剣技大会の日を楽しみにしていてください。このオディール、必ずやご期待に応こたえる戦いをお見せいたします」

「え、えぇ……頑がん張ばってね」

　オデットの意気込みに気け圧おされつつ、それでもセスラがコクコクと頷く。そうしてはたと時計を見るや時間がと呟つぶやくのは、ヴィルトルの王女だけあり常に分単位のスケジュールを強しいられているからだ。その最中に得た僅わずかな時間すらもこうやって護衛を付けなければならないのだから、尚なお更さら彼女に自由な時間をとオデットの中で決意が強まる。

「オディール、話を聞いてくれてありがとう」

　そう告げて去っていくセスラの背中を見届け、オデットが決意を新たに拳こぶしを握にぎった。







「よぉオディール」

　と声をかけられたのは、セスラと別れて再び寮内に戻り、ちょうど談話室の前を通りがかった時。

　見れば数人の騎き士し達がテーブルを囲んでいて、その中でデンがこっちに来いと手招きをしている。もちろんこれには断る理由も無く、オデットが促うながされるままに彼等のテーブルへと近付き、そこにフィスターの姿を見つけて眉み間けんに皺しわを寄せた。

　当然彼もまた不満そうな表情を浮かべて睨にらんでくる。……が、周囲はそんな険悪なムードなど一いつ切さい無視して話を進めていた。

　オデットからしてみればフィスターは天敵、男と偽いつわっていることを抜ぬきにしても馬が合わない相手だ。きっと彼もそう思っているだろう。だからこそ日々熱く激しい罵ののしりあいをしているのに、周囲は『似た者同士』と同列に括くくり、果てには罵りあいを『夫ふう婦ふ喧げん嘩か』とまで言ってくるのだ。これには毎度オデットもフィスターも声を揃えて違ちがうと訴うつたえているのだが、これがまた声が揃っているだけに誰もまともに取り合ってくれない。

「こんな所でのんびりお喋しやべりとは良い身分だな」

「騎士寮の談話室でのんびりお喋りして何が悪い。それはそうと、グレイドルから開戦前の挨あい拶さつをされたらしいじゃないか」

　聞いたぞ、とフィスターが悪戯いたずら気に笑う。それどころか「棄き権けんを考えるなら今のうちだ」とまで言ってくる始末。グレイドルの荒あら々あらしさを語るのは怖こわがらせるためか……これにはオデットも怒いかりを抱いだき、フィスターの前に立ちふさがった。

　忙いそがしい中わざわざ挨拶に来てくれたグレイドルと比べて、なんと性格の悪い男か。

　だからこそ一ひと泡あわ吹ふかせてやろうと、先さき程ほどのグレイドルを真似まねして彼の前に仁に王おう立だちで構えた。

「フィスター！　よく聞け！」

「それはさておき、さっき屋台が出始めたからみんなで買い漁あさってきたんだ。お前も食べるか？」

「食べる！……じゃなくて聞け！」

「お前辛からいの駄だ目めだったな。これは止やめておけ、こっちの方が良いな」

「ありがとう！　でも聞いて！」

「食べるならちゃんと座れよ」

「うん！　でもちょっとだけで良いから聞いてほしいな！」

　威い勢せいよく啖たん呵かを切ろうとしたはずが出鼻を悉ことごとく挫くじかれ、お願いだから聞いて！　と思わず下手に出てしまう。

　その反応を楽しんだとでも言いたげにフィスターがクツクツと笑えみを嚙かみ殺し、改めて「どうした」とオデットに視線を向けてきた。濃のう紺こんの瞳がしてやったりと嬉うれしそうに細まっている。

　その表情に茶ちや化かされたのだと察したオデットが喚わめこうとするが、グッと堪こらえてフィスターを見み据すえた。「良く聞け！」と先程と同じ言葉を口にして仕切り直しである。

「今回の大会で優勝するのはお前じゃない、私だ！」

　そうオデットが声こわ高だかに告げれば、周囲からざわめきが上がった。

　大会と言えどお祭り事、これに沸わかないわけがない。なにせオデットはグレイドルに喧嘩を売られてもなお──当人は喧嘩を売られたなどと露つゆほども思っていないが───フィスターを倒して優勝すると宣言したのだ。

　この威勢の良さを騎士が嫌きらうわけがなく、「いいぞオディールよく言った！」「フィスターの鼻っ柱を折ってやれ！」と激げき励れいが飛ぶ。

　フィスターもまたオデットの宣戦布告にご満まん悦えつらしく、ソファーに深く腰こしを下ろして足を組むとニヤリとあくどい笑みを浮うかべた。相手にとって不足無しとでも言いたいのか、その余よ裕ゆうの態度にオデットは臆おくすることなく睨んで返し、続けざまに、




「私が優勝した暁あかつきには、お前にレースのスカートを穿はかせてやる！」




　と声をあげた。

　……妙みような空気が漂う。

　だがオデットだけは言いたいことを言ったと晴れやかな表情を浮かべ、「よし！」と満足そうに頷くと集団に加わるように椅い子すに腰を下ろした。それどころか徐おもむろにフォークに手を伸のばし、先程フィスターが「こっちを食べろ」と言ってくれたソーセージにその銀食器を突つき立てる。

　もちろん心の中では舌を出しつつだ。なにせフィスターにスカートを穿かせるなど真っ赤な噓うそ、せっかくの『セスラ王女の計らい』をそんな地味な嫌いやがらせに使うわけがない。優勝したあかつきにはクルドアとセスラに二人だけの時間を贈おくるつもりなのだ。

　だが茶化されっぱなしでは居られないと啖呵を切る余りについ口にしたのだが、どうやら想像以上に効果があったようだ。

「ス……スカート……？」

　しばし呆ぼう然ぜんとしていたフィスターが震ふるえる声で呟く。

「オ、オディールどういうことだ」

「これ美味おいしい」

「そっちじゃなくて！　俺に……俺にスカート……」

　想像したのかフィスターの顔色が青ざめはじめ、それを見たオデットがニヤリと笑う。予想外にフィスターへのダメージは大きかったようで、余裕を無くし困こん惑わくしている彼の表情は見ていて気分が良い。

　よし、もう少し困らせてやろう……と、ついそんな悪戯心が湧いてしまう。

　そうしてオデットはわざとらしく溜ため息いきをもらし、次いで瞳ひとみを伏ふせた。躊躇ためらうようなその表情は戸と惑まどいと繊せん細さいな魅み力りよくを宿し、赤い髪かみがハラリと揺ゆれる。つい先ほどまで平然とオデットを眺ながめていた面々もこの変わりように誰からともなく目を見張った。

「だって……フィスターが……私に……女……の恰かつ好こうを、って……」

　しどろもどろ、まるで言い難にくいことを羞しゆう恥ちに耐たえながら口にしていると言いたげなオデットの訴えに周囲が一いつ瞬しゆん静まり返り……、

「オディール、困ったことがあったら言えよ」

「フィスター、そりゃいくらなんでも……」

　と場の空気が一転した。オデットに対する同情の空気に包まれたのだ。

　これに慌あわてたのは勿もち論ろんフィスターである。この流れでは自分が男に女装を強いた変態になりかねない、というかなりつつあるのだ。先程のオデットの発言は誰だれが聞いたってそう解かい釈しやくするだろう。だからこそ「誤解だ！」と声を荒あららげる。

　もっとも、先程オデットが言わんとしていたことを正確に全文挙げるのであれば、

『だってフィスターが私に女なのに男の恰好をしているんだろうって』

　である。言葉を途と切ぎれさすあまり絶ぜつ妙みような加減で虫食い状態になってしまったのは無意識……なわけがない、言わずもがなわざとである。

「みんな誤解だ！　見ろオディールのしてやったりって顔を！」

「そういうわけだから、私が優勝したらスカートな」

　ニッコリと笑って爽さわやかにオデットが喧嘩を売れば、フィスターがグイと手を伸ばして胸むな倉ぐらを摑つかんできた。

　強ごう引いんに引き寄せられオデットの瞳が丸くなる。彼の瞳が迫せまり、次いでガツンと額に痛みが走った。

　頭ず突つき！　と文句を言おうとした次の瞬しゆん間かん、耳元に低い声が届く。

「素す直なおに自白すれば助けてやらんこともないと思っていたが……。いいだろう、大衆の前で正体明かしてパルテアに送り返してやる」

　吐と息いきすらも聞こえてきそうな距きよ離りと声にオデットの体がフルリと震え、慌てて突き放すようにフィスターから離はなれた。

「ガ、ガーフィールド家を舐なめるな！　勝つのは私だ！」

　彼を睨みつけ、精せい一いつ杯ぱいに虚きよ勢せいを張る。

　そうして一部はしょっぱい火花を散らし合い、一部は「フィスターって実は……」「でもオディールなら俺も……」という会話を交かわし、談話室に何とも言えない空気が漂ただよった。




　だがそんな空気もバタバタと慌ただしげな足音で打ち破られ、異変を感じ取って誰もが反射的に立ち上がった。その反応の良さ、流石さすがは騎き士しである。談話室で食い漁っていようが嫌な噂うわさを展開していようが、やはり騎士なのだ。

「おい、暇ひまな奴やつは第三港に来い！　バルステット公こう爵しやくの船だ！」

　と、廊ろう下かを走り抜けようとしていた一人が談話室に声をかけてきた。

　それを聞いて数人が追いかけ、数人が「もう着いたのか」と顔を見合わせる。

　オデットだけが頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべていたが、それも背を叩たたかれてパン！　と音をたてて散った。見ればフィスターが出発の準備をし、「行くぞ」と急せかしてくるのだ。

　その表情は先程の好戦的なものとも普ふ段だんの意地悪気なものとも違ちがい、どことなくうんざりとしているように見える。それどころか溜息までつきはじめた。

「バルステット公爵？」

「お前もヴィルトルの騎士なら覚えておけ。海の向こうにある大国の公爵家だ。国同士の繫つながりも長く、特に嫡ちやく子しであるバルステット公爵とセスラ王女は昔から懇こん意いにしている」

「ふぅん、でもなんだってこんなに大おお騒さわぎしてるんだ？」

　海の向こうだろうが山の向こうだろうが来らい賓ひんは来賓。こんなに慌てずとも迎むかえる準備は出来ているし、予定が少し早まったぐらいで……そう訴うつたえるオデットにフィスターは説明が面めん倒どう臭くさいとでも言いたげに溜息をつき、「来れば分かる。お前なら特にな」とオデットの首根っこを摑んで歩き出した。







　そうして半ば強引に連れ出された港で、オデットはその瞳を丸くさせた。

「な、なんだこの人だかり……」

　思わず啞あ然ぜんとしながら目の前の光景に見入ってしまう。なにせ尋じん常じようではないほどの人が集つどっているのだ。そのうえ殆ほとんどが女性で、中には高位の家なのか馬車を停とめて窓から顔を覗のぞかせている者までいる。

　彼女達があげる声はまさに黄色一色で、港に入る大おお振ぶりの船に誰もが熱い視線を向けていた。とりわけ、船が一度ゆっくりと大きく揺れて停止した瞬間の歓かん声せいと言ったらない。警備の騎士が居なければ海に飛び込む者すらいそうなほどだ。

「……み、みんなこんなに船が好きだなんて！」

「違う、バカ」

「いやでもこれは興奮するのも仕方ない程ほどの船だ！　凄すごい！　大きい！　私ももっと近くで見たい！」

「この森育ちめ……！　いいか、彼女たちの目当ては船じゃない、バルステット公爵だ！」

　そう告げるフィスターの声に、いよいよをもって耳を痛めかねない程に盛り上がった歓声が被かぶさった。船に近付こうとしたところを彼に首根っこを摑まれていたオデットはその盛り上がりにキョトンと目を丸くさせ、それでも「バルステット公爵」とその名を口にしてみる。

　次いで船に視線を向ければ一人の男が姿を現した。褐かつ色しよくの肌はだに黒い髪、反して纏まとう服は白で統一されており対照的な色合いが遠目でも目を引く。その男は船の上から見回すように眼下の女性達に視線をやると、黄色い声に応こたえるようにヒラと片手を上げた。

　既すでに最高潮だと思われていた歓声が更に増し、その声量と迫はく力りよくといったらもはや獣けものの雄おたけびに並ぶほどである。ここがパルテアであれば間ま違ちがいなく森から鳥が飛び立ち、小動物が慌てて駆かけ回っていただろう。

「な、なんだかすごいな。フィスター、彼がバルステット公爵か？」

「あぁ、そうだ」

　相変わらずだと呟つぶやきつつバルステット公爵を見つめるフィスターに倣ならい、オデットも改めてこの歓声の向かう先へと視線をやろうとし……ガシと背後から肩かたを摑まれた。

　振ふり返れば、デンの姿。

「お前達準備はいいか、バルステット公爵対策だ」

「……対策？」

　何のこと？　とオデットが首を傾かしげてデンを見る。だが彼からの返答はなく、ならばとフィスターに説明を求めるも同じく。デンはニヤリと笑い、対してフィスターはうんざりだと顔をしかめているだけなのだ。

　対極的な二人の表情からは『バルステット公爵対策』とやらを窺うかがうことが出来ず、オデットの頭上に疑問符が追加される。そうして「何をするのさ」と痺しびれを切らして問えば、諭さとすようにデンが肩を叩いてきた。

「いいかオディール、女とは恋こい多き生き物だ」

「そうかなぁ」

「そういうものなんだ。いかに船の上の王子に想おもいを馳はせていても、横に素す敵てきな騎士が居ればその熱のままに目移りしてしまう……そんな乙女おとめ心ごころから編み出されたのがこの対策法！　『良い男には良い男を、美び丈じよう夫ふ生贄作戦』だ！」
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「わぁ……嫌いやな予感しかしない」

　熱心にデンが語るが、逆にオデットの気持ちは冷める一方である。なんとも恨うらみを感じさせる作戦名ではないか。内容がまったく気にならないどころか一いつ切さい聞きたくもない。

　なにせ「行け、生いけ贄にえ一号！」と蹴けりだされたフィスターが一瞬にして女性達に囲まれもみくちゃ状態に陥おちいったのだ。一人一人を見れば「フィスター様、次の大会も頑がん張ばってくださいね」と花を渡わたしたり「私、フィスター様の優勝を信じております」と応おう援えんしたりと可愛かわいらしいものなのだが、いかんせん人数が多すぎる。そのうえ女性相手なのだから無下にも出来ず、もちろんだが力ちから業わざで振りほどくわけにもいかない。

　蹴りだされた瞬間こそデンへの恨みを喚わめいていた生贄一号フイスターも自分の役割と腹を括くくったか「ありがとうお嬢じようさん方」とお得意の胡う散さん臭くさいキラキラスマイルで応えはじめた。もっとも、隙すきを見てはデンを睨にらみつけているあたり恨みが晴れたわけではなさそうだが。

　周囲を見れば各所で同じような光景が見られ、船に群がっていた女性達が生贄の姿を見つけては黄色い声をあげて方々に駆け寄っていく。手て荒あらな真似まねは一切なく、騎士の武力に頼たよるわけでも彼女達を無下に扱あつかうわけでもない。確かに船から引きはがすには効果的な作戦である。……いかに効果的であろうとオデットには嫌な予感を加速させるだけだ。

　そうして決定打と言わんばかりにとどめを刺さすのが、

「騎士の中でも見目が良く女性人気の高い者だけが就つける名めい誉よある役目だ」

　と肩を摑つかんだまま語るデン。その重苦しい口調、割と本気で力の入っている手、それから弾はじきだされる結論はつまり……、

「行ってこい、新たな生贄！　バルステット公爵の船から女性を引き剝はがすんだ！」

　こうやって蹴りだされるわけだ。

　そうして女性達の前へと向かわされるのだが、オデットからしてみれば見けん当とう違ちがいも甚はなはだしい話。なにせ今でこそ騎士の服を纏ってオディール・ガーフィールドを名乗っているが、元はオデット・ガーフィールド。れっきとした女性である。

　騎士達の目こそ欺あざむけているが、同じ女性である彼女達からしてみれば自分の日々の行動は粗あらがあるはずだ。隠かくしきれない女らしさを「女め々めしい」と思われているかもしれない。日ひ頃ごろ女性達から声をかけられ好意を示されているとはいえ、さすがに男らしく恰かつ好こう良いフィスターや他ほかの生贄達のようにはいくまい。




　まったく、デンは私に何を期待しているんだか。

　見当違いも良いところ、この状じよう況きよう下で女性が一人でも近付いてくれば有難がたいくらいだ。




　……と、思っていた。少なくとも女性達がこちらをクルリと振り向いた瞬しゆん間かんまでは。

　ところがどうだろう、

「オディール様よ！」

「オディール様、今回の大会に飛び入り参加されると聞きました。私応援しておりますわ！」

　この通り、女性達が一気に駆け寄って囲んできたのだ。生贄の役目は十分すぎるほどに果たせた。それも下手へたすると生贄の中でもなかなか良い働きぶりかもしれない。まったくもって誇ほこれず、一人また一人と駆け寄ってくるごとにオデットの胸に切なさが増すのだが。

　そんな複雑な輪の中、それでもオデットは愛あい想そ笑いで女性達に応えていた。内心では今すぐに泣き出したいところだが、そこはグッと我が慢まんである。

「ありがとう、お……お嬢さん方。頑張るよ」

　ハハ……と乾かわいた笑いしか出てこない。むしろ作り笑いでも笑っただけ褒ほめてほしいぐらいである。気を緩ゆるめれば一いつ瞬しゆんにして涙なみだぐみそうなのだ。

　そんな必死さのなかでオデットがチラと船に視線を向けて窺えば、バルステットが通りやすくなった女性達の輪を抜ぬけてセスラのもとへと向かっていくのが見えた。







「よし！　戻もどれ生贄共！」

「酷ひどい言いぐさにも程がある！」

「いい加減その呼び方を止やめろ！」

　とは、バルステットがセスラと共に馬車に乗り込み、出で迎むかえの波も引き始めた頃ころ。無事に役目を終えたオデットもフィスターも疲ひ労ろうと作り笑いの限界が近く、デンに対して揃そろえて声を荒あららげた。

　なにせボロボロ。相手が女性ゆえに手荒な目にこそ遭あっていないが、黄色い声をあげられ花やら何やら押し付けるように渡され、それらに愛想よく返していたのだ。疲つかれないわけがない。

　とりわけ正体が彼女達と同じ女であるオデットはこの人気を手放しで喜ぶことは出来ず、なまじっか人気ナンバーワンの生贄──この表現もどうかと思う──のフィスターと並ぶ囲まれようだっただけに心境は複雑を通り越こして荒すさみつつあった。

「……でも、花を貰もらえたのは良かったかな」

　ズタボロながらに手て渡わたされた花束を眺ながめてそうポツリと漏もらす。

　令れい嬢じよう達に半ば押し付けるように贈おくられた花束だ。

　細かな花を全体にちりばめ中央に真っ赤なバラを置いたものや、大振りの花だけを纏めたボリューム感のあるもの、長く飾かざることを考えたのか満開の花と蕾つぼみが合わさったもの。どれもみなバランスや纏まとうリボンから高級感が漂ただよい、贈り主のセンスの良さが窺うかがえる。……あの状態なので贈り主が誰だれなのかは分からないが。

　だが贈り物には変わりはなく、複雑な心境といえどやはり嬉うれしい。部屋に飾ろう、バスタブに湯を張って浮うかべても良いかもしれない、そう嬉しそうにオデットが手元の花束を愛めでれば、ヒョイと横からフィスターが覗のぞきこんできた。

「花、好きなのか？」

「うん、好き」

　問われて素す直なおに答えてしまう。次の瞬間ハッと顔を上げたのは、咄とつ嗟さのこの質問につい素オデツトで答えてしまったからだ。

　男の騎き士しが花を愛でるなんて、それも「好き」だなんて変じゃないか!?　と頭の中で自分の迂う闊かつさを悔くやむ。それもよりによって相手はフィスターなのだ。気付かれているうえにこれでは後押ししているようなものではないか。

「パ、パルテアでは男も花が好きなんだ！　別に変なことじゃないからな！」

　そう慌あわてて取り繕つくろうオデットの必死さといったらない。対してフィスターは不思議そうな表情を浮かべ、

「別にヴィルトルでも変なことじゃないぞ」

　と返すとポンとオデットの持つ花束の上に一つ追加した。

　色とりどりの小花をあしらったその花束は小ぶりながらも華はなやかさがある。白・黄・赤・橙だいだい・紫むらさき……と統一感の無さが逆に絵の具を全すべてだしきったような派手さを演出し、鮮あざやかさとボリュームを感じさせる。

　その花束とフィスターを交こう互ごに見やり、オデットが首を傾かしげた。

「……やるよ」

「フィスター？」

「変じゃない、似合ってる」

　そう告げるフィスターの表情は普ふ段だんの悪戯いたずら気な笑えみとも違ちがい、胡散臭いキラキラの笑顔とも違う。柔やわらかく温かな微笑ほほえみ。愛いとしむように瞳ひとみが細まり、形の良い口元がやんわりと弧こを描えがく。

　優やさしげで、そして純じゆん粋すいに恰好良いと思える。それと同時にオデットの胸の内に熱が灯ともり、しめつけられるような不思議な感覚が湧わく。まるで捕とらえられたかのように、濃のう紺こんの瞳から目が離はなせない。

　だが次の瞬間フィスターが小さく息を吞のみ、一瞬にして温かな笑みを普段の意地悪なものへと切り替かえてしまった。

「森育ちの野性騎士には自然物がお似合いってことだ」

「なんだと！　この……見てろ！」

　見み惚とれるような優しげな笑みを浮かべたかと思えば一転してこの暴言である。オデットがフィスターを睨にらみつけ、次いで先を歩くデンに駆かけ寄った。

　そうしてまたも伏ふせがちに視線を逸そらし、腕うでの中の花束を揺ゆらす。

「……フィスターから貰ったんだ……花が……似合うって」

　どうしたら良いんだろう、と少し困こん惑わくを浮かべて尋たずねるオデットにデンが目を見張る。そうして彼は恐おそる恐るフィスターを振ふり返ると、

「……俺、そういうの偏へん見けんないからさ。でも……ほら、強ごう引いんなのは……なぁ」

　と、なんとも言えないフォローを入れた。

「違う！」と叫さけぶフィスターの必死さといったらなく、誤解を解くべく説明しだす彼を横目にオデットは貰った花束で顔を隠しつつ小さく舌を出した。
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　両陛下の言葉と共に開幕した剣けん技ぎ大会は華やかで、まさにお祭りといった様子である。

　どの店もこの日の為ためにと派手に店先を飾り臨時の屋台が並び、聞こえてくる客引きの声がより活気を感じさせる。遠方から遥はる々ばる来たのだろう、大荷物を担かついで物もの珍めずらしそうに周囲を見回す者の姿があちこちで見られる。

　港には次から次へと船が泊とまり、従者を連れて船から下りてくる者までいる。

「な、なんか予想以上に凄すごいことになってますね……」

　とは、城内に設けられたクルドアの部屋の窓から外を見下ろすオデット。

　眼下の賑にぎやかさといったらなく、そして誰もが剣技大会を楽しみにしているのだと考えれば、今いま更さらながらにとんでもないものに飛び入り参加してしまったものだと思い知らされる。

　オデットにとって『お祭り』と言えば国内だけで行われるもので、それも小国ゆえに見知った顔が集まって騒さわぐ程度のものなのだ。言ってしまえば普段の宴えん会かいをちょっと豪ごう華かにして飾り付けただけに過ぎず、眼前の華やかさとは比べものにならない。

　そしてそんな賑わいのメインが剣技大会であり、思わずオデットがゴクリと生なま唾つばを飲んだ。

　派手な祝い事は好きだが見世物になるのは好ましくない。とりわけオディールと偽いつわっている今は目立つ行動は極力避さけるべきである。だが戦わなければならないのも事実。

「フィスター、一回戦で負けてくれないかなぁ……あ、でもダメだ、フィスターの一回戦はデンが相手だ。あれは弱すぎる」

　窓辺に張り付いてブツブツとオデットが呟つぶやけば、背後から深い溜ため息いきが聞こえてきた。

　振り返れば、クルドアが溜息をつきつつ便びん箋せんを封ふう筒とうにしまっている。澄すんだ色合いの瞳が悩なやましげに封ふう蠟ろうを眺め、眉まゆ尻じりが下がっている。

　麗うるわしいがなんとも切なく、見ているこちらの胸に訴うつたえかけるような表情ではないか。

「クルドア様、どうなさいました？　手紙に何か書いてありましたか？」

「え……いや、オディールは？　家族からの手紙はどうだった？　みんな元気かな」

　無理に笑って話題を変えようとしてくるクルドアに、オデットが違い和わ感かんを覚え彼の様子を窺い……蘇よみがえった手紙の記き憶おくに膝ひざから頽くずおれた。その瞬しゆん間かんにクルドアがビクリと体を震ふるわせるのだが、今のオデットにはフォローを入れている余よ裕ゆうはない。

　クルドアの手にしているものと共にパルテアから届いた手紙。差出人の名前は『オデット・ガーフィールド』言わずもがな兄からの手紙であり、便箋を開けば以前より丸みがかった文字で……、




『愛する兄妹きようだいへ

　ヴィルトルでの生活はどうですか？　何か困ったことはありませんか？

　愛する家族が孤こ独どくを感じていないか、辛つらい目にあっていないか皆みないつも心配しています。

　ところで話は変わりますが、スカートの件はどうなりましたでしょうか？

　自分でスカートを縫ぬおうにもパルテアには洒落しやれた布がなく、物足りなさを覚えています。もしも素す敵てきなレースのスカートが無ければ、布だけでも構いません。

　あとやっぱり花はな柄がらのスカートもそれはそれで欲しいので合わせて送ってください。

　では、健康に気を付けてヴィルトルで頑がん張ばってください。　　　愛する兄妹より』




　と書かれていたのだ。これにはオデットも読み終えるや悲鳴をあげ、故郷の兄──姉になりつつある──を想おもって嘆なげき、手紙を鍵かぎ付きの引き出しにぶち込んだ。そうして全てを忘れてしまおうとクルドアの部屋に飛び込んで今に至るのだ。

　いまだその傷は癒いえておらず、思い出せばショックと共に意識が朦もう朧ろうとして視界が揺らぐ。それどころか記憶の中の兄の姿が薄うすらいでいくのだからだいぶ重じゆう症しようである。自分も、兄も。

「クルドア様の記憶にあるオディール・ガーフィールドはもう居ないのかもしれません。うぅ、お兄様……お、お姉様……!?」

「オディール、大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫です。ガーフィールド家的には大丈夫じゃない気もしますが大丈夫だと今は自分に言い聞かせます。そう大丈夫、気にすることはありません……」

「……泣いてるの？」

「ちょっとばかし」

　グスンとオデットが洟はなをすすり、改めてクルドアに向き直る。

　そうして彼の手元にある手紙に何が書いてあったのか問えば、クルドアが苦く笑しようを浮うかべて僅わずかに視線をそらした。逃にげるようなその瞳に、オデットが彼の顔を覗のぞき込む。

「セスラ王女と仲良くやっているかって、そう書かれてたんだ」

「なんだ、それなら問題ないじゃないですか。先日もお二人で散歩してらしたぐらいだし、順調に親しくなっていると両陛下に返事を出したらいかがですか」

「でも……」

　遮さえぎるように漏もらされたクルドアの言葉に、オデットがいったい何が問題なのかと出でかかった言葉を飲み込む。

　クルドアとセスラの仲は誰だれが見ても分かる程良好で、多た忙ぼうながらに時間を作り少しでも共に居ようとしているのが傍はた目めにも分かる。初うい々ういしく、なんとも仲なか睦むつまじい。

　もっとも色いろ恋こい沙ざ汰たの進展で言えばいまだ二人は手を繫つなぐだけで、それもすぐさま頰ほおを赤くさせてちょっとした切っ掛けで慌あわてて手を離してしまうほどだ。結けつ婚こんを前提とした関係と考えれば些いささか鈍どん足そく気味なのかもしれないが、それでも誰もが二人の仲を好意的に捉とらえていた。鈍足だろうが何だろうが、クルドアとセスラの間には順調に感情が育はぐくまれているのだ。

　だがクルドアは何かを気にかけているようで、小さく溜息をつくとポツリと呟いた。

「ねぇオディール、バルステット公こう爵しやくって知ってる？」

「えぇ、船で来られた時に出で迎むかえに駆り出されました。なかなか酷ひどい目に遭あいましたけどね」

　聞き覚えのある名前にオデットの脳のう裏りに忌いま々いましい記憶が蘇る。「行け、生いけ贄にえ！」と横暴にも程ほどがあるデンの声、女性達にもみくちゃにされて黄色い声を浴びせられ、押し付けられる花束……そしてフィスターの柔やわらかな笑えみ。

　どれをとっても思い出せば複雑な感情を胸に湧わかせ、オデットはフルフルと首を横に振ってそれらを搔かき消した。

「それで、バルステット公爵がどうなさいました？」

「その……彼、とても女性を褒ほめるのが上手なんだ。セスラ王女と会った時も、彼女のことを『白く雪のような肌はだ、銀糸の髪かみを輝かがやかせ佇たたずむ姿は新雪の妖よう精せいのようだ』って」

「グーで殴なぐりたくなってきますね！」

　思わずオデットが拳こぶしを握にぎる。恋れん愛あい事ごとでも直球勝負を好むガーフィールド家にとって、キザでくさい口説き文句はうっとりと聞き入るどころか寒気で手が出てしまうのだ。もしも自分が言われたら……と脳内で涼すずやかな微び笑しようと褒め言葉を告げてくるバルステットを想像すれば、握った拳の素す振ぶりに気合が入る。二言目が発せられる前に叩たたき込むべし。

　そんなオデットに対してクルドアは苦笑を漏らすが、すぐさまその僅かな笑みすらも曇くもらせてしまった。

「僕もバルステット公爵のように上手に彼女を褒めたいんだ……。でも、どうしても本人を目の前にすると上手うまく言葉を紡つむげなくて……」

　しゅんとクルドアが項うな垂だれれば、金の髪がハラと彼の顔に掛かかる。

　曰いわく、バルステットを見習ってセスラを褒めようとするも、彼女に見み惚とれてしまい上手い言葉が出てこないのだと言う。見つめられれば焦あせりと恥はずかしさが顔中に熱を灯ともらせ、それがまた焦りを招く。そうしているうちにバルステットが会話の主導権を握り、気付けば会話にも入れず二人を眺ながめるしかなくなってしまう。

　それにセスラを想っているのはバルステットだけではなく、この大会が目当てと建て前を置いて国外から次々と高位の男達が訪おとずれてきており、その誰もが巧たくみな話術と女性ならばうっとりと頰を染めそうな美しい言葉を並べて彼女を褒めるのだと言う。

「強ごう引いんに彼女を連れ出すことも出来ないし、最近はあんまり一いつ緒しよに過ごせないんだ」

　そう項垂れるクルドアに、オデットは彼を励はげますべくその小さな手を握りしめた。

「クルドア様、大丈夫です。私が優勝すれば全すべて解決します！」

「オディールが優勝？」

「はい、必ずや優勝してみせます。そしてそのあかつきには……」

　言いかけ、オデットが口を噤つぐむ。もっとも噤んだ口がニンマリと弧こを描えがいてしまうのは、優勝した時のシミュレーションとして喜ぶ二人の姿を思い描いたからである。

　護衛も騎き士しも、他ほかの男達も立ち入れないクルドアとセスラだけの時間。もちろん、バルステットがどれだけ甘い言葉を吐はこうとも届かない。多忙で顔を合わせられずにいた二人は互たがいの言葉だけを聞き、寄り添そい笑い合い、そして仲を深めるのだ。

　その切っ掛けを自分が作る。これ以上誇ほこり高い仕事があるだろうか！

　そう意気込むオデットにクルドアが不思議そうに首を傾かしげつつ視線を向け、次いで小さく溜息を漏もらした。オデットがおやと顔を上げて彼を見れば、幼い顔つきに影かげが掛かっている。

　どうしたのかと尋たずねるように名を呼べば、クルドアが言っていいものかと悩むように躊躇ためらいを見せ、それでも「もう一つ気になることがあってね」と話しだした。
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　騎士の数は多く、ゆえに最初の数試合は複数の会場を設けて同時に開かい催さいされる。一試合終われば勝者は日を跨またがず次の試合へ……と随ずい分ぶんと慌ただしく、観戦客もトーナメント表と時計を交こう互ごに見やって次はどの試合を観みようかと話し合っている。中には予あらかじめ勝者を予想して面おも白しろそうなカードを首しゆ尾びよく回ろうと計画を立てている者まで居おり、この大会が騎士だけに留とどまらず国内外問わず親しまれていることが分かる。

　とりわけお目当ての騎士を追う女性達は忙いそがしそうで、勝ったのは誰か次はどこで誰が試合をするのか、楽しげに情報を交かわしながら花束とトーナメント表を手に、スカートを翻ひるがえしあっちこっちと駆かけ回っている。

「次はオディールの一回戦があります」

　とはセスラについて試合を観てまわっていたフィスター。セスラの隣となりにはクルドアとバルステットも居り、自分の試合時間が来るまで護衛の任に就ついていた。

「もうすぐ始まってしまいますね。急ぎましょう」

　観戦していた試合の勝者を称たたえ、そして敗者を手厚く労ねぎらっていたセスラが顔を上げる。その表情はどこか期待に満ちており、このお祭り騒さわぎを堪たん能のうし、そして異国から来た騎士の活かつ躍やくを心待ちにしているのが見てわかる。

　対してクルドアの顔に僅かに緊きん張ちようの色が浮かぶのは、再三ガーフィールド家のことを誇ったことによるプレッシャーと、そして己おのれの部下に対しての心配である。オデットの強さを信じている、だが信じていても怪け我がをしないかと心配してしまうものなのだ。……あと、無む茶ちやをしないか。不安の比率はだいぶ後者に偏かたよっている。

　そんな二人に対してバルステットは柔らかく笑い、「楽しみですね、さぁ参りましょう」と声を掛けるやセスラの肩かたに手を置いた。

「パルテアが誇る騎士ですから、さぞや見事な戦いを見せてくれるのでしょう。楽しみですね、セスラ王女」

「え、えぇそうね……」

　楽しげに笑うバルステットに、セスラが微笑ほほえんで彼を見上げた。だがほんの一いつ瞬しゆんその笑みに雲が掛かり、躊躇うようにチラと己の肩に置かれた男らしい手に視線をやる。

　元より小こ柄がらなセスラの小さな肩をバルステットの褐かつ色しよくの大きな手が包み込む。布越ごしとはいえ大だい胆たんに置かれたその手に、気付いたフィスターが声を掛けようとした瞬しゆん間かん……、

「セ、セスラ王女、行きましょう。オディールを見守ってあげなきゃ」

　と、クルドアが割り込むように声をあげセスラへと手を伸のばした。

　まるで子供のようなその誘さそいは、肩に触ふれて促うながすバルステットのエスコートとは比べるまでも無く幼よう稚ちで子供っぽい。お世辞にもスマートとは言えないだろう。

　おまけにクルドアは頰を赤くさせ、次し第だいに手をひっこめようとしてしまうのだ。洒落しやれた言葉でもなく、かといって男らしさもない、そんな己の言動が恥ずかしくなったのか「嫌いやじゃなければ……」と逃げの姿勢まで見せはじめる。

　その姿は微笑ましくはあるが男としては情けないの一言に尽つき、割って入られた時こそ意外だと言いたげな表情を浮かべていたバルステットが小さく笑みを零こぼした。男としての勝利を確信したからか、もしくは勝負にすらならないと考えたか、随分と余よ裕ゆうを感じさせる笑みである。

　だがそんなクルドアの誘いにセスラは頰ほおを染め、「はい！」と答えるとバルステットの手からスルリと抜ぬけてクルドアの手を取った。まだ男女になりきれない幼さの残る二人が手を繫つなぎ、互いに頰を赤くさせながらはにかみ合う。

　微笑ましいその光景にフィスターが思わず口笛を吹ふきかけ……慌あわてて口を噤む。そうしてコホンと咳せき払ばらいをすると、

「さ、バルステット公爵も参りましょう」

　と、悔くやしげにクルドアを睨にらむ彼を促した。







「ところで、オディールは本当に強いのですか？」

　そう尋ねるフィスターに、彼の隣を歩いていたクルドアが見上げながら頷うなずいて返した。

　まだセスラの手を繫いでいて頰が赤いがそれでも瞳ひとみに戸と惑まどいの色はなく、表情には自信と部下への誇りがハッキリと見える。噓うそ偽いつわりでも虚きよ栄えいでもましてや自己満足の自じ慢まんでもない、ただ「強い」と事実を述べる表情なのだ。

　それを見てフィスターが瞳を細めた。説明や武勇伝を求めなくともクルドアの瞳を見れば彼がどれだけオデットに信しん頼らいを寄せているかが分かる。そして騎士にとって、主あるじからの信頼は強さの証あかしでもあるのだ。

「僕、昔オディールに怪我をさせちゃったんだ……」

「肩の怪我ですか？」

　オデットの肩に残された傷きず跡あとを思い出してフィスターが問えば、クルドアが伏ふし目がちに頷いた。

「昔、僕が森に遊びに行きたいって我が儘ままを言ってね。その時期は雪で足場が不安定だから森に入るのは駄だ目めだって言われてたけど、どうしてもって無理を言ってオディールに付いてきてもらったんだ」

　そう過去のことを語るクルドアの声こわ色いろは随分と沈しずんでおり、話を聞いていたフィスターの胸が痛むほどだ。幼いゆえの間ま違ちがった判断、そして他者に傷跡を残してしまったことへの申し訳なさ、そういったものが眉まゆ尻じりを下げた切なげな表情と声色から漂ただよっている。

　そして同時に察するのは、過去の二人が冬の森に入り危険に遭そう遇ぐうしたということだ。聞けば、周囲に黙だまって森に忍しのび込んだ二人はしばらく歩き、傾けい斜しやに差し掛かったところでクルドアが雪に足を滑すべらせバランスを崩くずし、折れて鋭えい利りな枝を剝むきだしにした大木の上に倒たおれ込みかけたという。そこを止めたのが他でもないオデット。身を挺ていして庇かばい、結果的にその肩を傷付けた。鋭利に尖とがった枝が数本、オデットの肩を無情に切り裂さいたのだ。

「凄すごく血が出て、直すぐに助けを呼ばなきゃいけないのに僕は泣いてばっかで……。どうしたら良いのか分からずにいたら、オディールが笑ったんだ」




『これぐらいの傷どうってことありません。どうか泣かないで、騎士の強さを信じてください』




　そう痛みに眉まゆを顰ひそめ顔色を青ざめさせつつ、オデットはクルドアの涙なみだを手で拭ぬぐいながら笑って見せたのだという。それが強がりなのはその場に居なかったフィスターでも分かる、いかに混乱していたとはいえ当時のクルドアだって分かっただろう。

　だがその強がりが泣くしか出来なかった当時のクルドアを冷静にさせ、そして今もなお信頼となって彼の胸に残っているのだ。

「あの日から、僕は何があっても絶対にオディールを信じることにしたんだ」

　そうハッキリと告げるクルドアの言葉に、フィスターが感心したと言いたげに頷いて返した。

　この絶対の信頼は何より尊く、そして容易には得られないものだ。同じ騎士としてここまでの全ぜん幅ぷくの信頼は羨うらやましくもあり、フィスターは今いま頃ごろ試合をしているであろうオデットを思い描いた。

「それは是ぜ非ひとも戦ってみたかった。ブロックが離はなれてしまったことが残念です」

「決勝で戦えるよ」

　そうハッキリと告げるクルドアの言葉にフィスターが僅わずかに目を丸くさせた。

　彼の言葉に冗じよう談だんめいた色はなく、仮定の話をするような色合いもない。一いつ切さいの他意も無く無意識に口を突ついて出たのだろう。それどころか「だからフィスターも頑がん張ばって」と笑え顔がおで言って寄よ越こすのだ。

　オデットが全すべての試合を勝ち進み、そして決勝の舞ぶ台たいに立つことを一切疑わず、そのうえで決勝の相手になるように頑張れと鼓こ舞ぶしてくる。

「オディールが勝つと信じておられるんですね」

「当然だよ。僕の騎き士しだもん」

「しかしあの細身がそれほど強いとなると、さぞや剣けん技ぎが巧たくみなのでしょう。もしくは守りが堅かたいか……こちらも戦略を考える必要がありそうですね」

「え、いや剣技と言うか、基本的にガーフィールド家は……」




　攻撃ゴリゴリ一辺倒の力押しだよ、と。




　そう訂てい正せいするクルドアの言葉に歓かん声せいが被かぶる。

　おまけに、

「ガーフィールド家は世界一ぃ！」

　と威い勢せいの良い声が響ひびいてくるのだ。もちろんそれが誰だれの声かなど言うまでもない。

　続いて聞こえてくる声は女性の黄色い歓声と、それを上回る男達の野太い声せい援えん。「すげぇ！」だの「迷いがねぇ！」だのと興奮を隠かくしきれずにいる。が、どれも騎士への褒ほめ言葉には些いささか荒あら々あらしく、フィスターが声のする方向へと視線を向けた。

「攻撃ゴリゴリ一辺倒の力押し……」

「うん。ガーフィールド家はみんな攻こう撃げきしかしないし、戦略を考えるよりとにかく目の前の敵を一人でも打ち倒そうとする脳き……勇ましい一族なんだ」

「今、脳筋って言いかけませんでした？」

「オディールは確かに細身だけど意外と力があるし、なによりガーフィールド家だけあって動きも剣けん捌さばきも攻撃に特化してるんだ。脳き……迷いなく立ち向かっていけるって凄いよね」

「やっぱり脳筋って言いかけてますよね？　まぁそれはともかく、力があるとはいえあの細身で攻撃一辺倒ですか……」

　今一つ納なつ得とくできないとフィスターが眉み間けんに皺しわを寄せる。だがそれも仕方あるまい。いくら令れい嬢じよう達から熱い視線を送られていようとオデットの身体からだつきは他ほかの騎士より細く、とりわけ鍛きたえられたフィスターからしてみれば華きや奢しやとさえ思えるほどなのだ。

　それが力押しと言われてもピンとこない。そう視線で訴うつたえるフィスターに、クルドアが苦く笑しようを浮うかべて肩かたを竦すくめた。

「きっとオディールが戦ってるところを見れば分かるよ」

　そう告げてクルドアが促うながすように歩きだせば、フィスターもまたつられるように足を進めた。




　そうして会場へと向かい、そこで行われる試合を目にし……、

「なるほど、力押し……」

　とフィスターが頰を引きつらせて呟つぶやいた。

　なにせ目の前ではオデットがグレイドルとの体格差をものともせず戦い続けているのだ。それも必死に攻こう防ぼうを続けているどころの話ではなく、もはやオデットの独どく壇だん場じように近い。

「凄いですね……確かに攻撃一辺倒だ」

「あれがガーフィールド家の戦い方だよ」

　啞あ然ぜんとするフィスターの言葉に、対してクルドアの言葉はどこか誇ほこらしげである。

　目の前ではオデットが自分の剣けんを手に、その体格差を恐おそれることもなく、それどころか一いち撃げき喰くらうことも厭いとわないと言わんばかりに攻撃をしかけているのだ。その剣の動きは非常に分かりやすく戦略も何もない。ただひたすらに相手に打ち込まんと振ふるい、相手からの一撃を捻ねじ伏ふせるように更さらに強い一撃を放つ。

　その一方的すぎる攻撃は一方的すぎるがゆえに力勝負に持ち込む隙すきすら与あたえない。己おのれが細身だろうが相手の体たい軀くが良かろうが、一切関係ないと押し通そうとしているのだ。その気き迫はく、そして迷いのなさ、ひたすらに攻撃だけを仕し掛かけられてはグレイドルも太刀たち打うちできないのか守りに徹てつしている。時に一撃を放とうとも、オデットはそれを更に強い一撃で捻じ伏せてくるのだ。

　これを攻撃一辺倒と言わずに何と言うのか。

「……凄い、と言えば凄いですね。少なくともヴィルトルには無い戦い方です」

「ガーフィールド家はパルテアが誇る脳筋の家系なんだ……あっ」

　しまった、とクルドアがパタと口を押さえる。今まで言わずにいた言葉だが、オデットを誇るあまりつい口に出てしまったのだ。慌あわてて「これは褒め言葉なんだよ」と訂正する。それどころか、そんなオデットの荒々しく猪ちよ突とつ猛もう進しんな戦い方をまるで当然のことだと、誇らしいことだと言わんばかりに話すのだ。

　だがフィスターはもちろんだがこれにはセスラでさえ啞然とし、バルステットに至っては露ろ骨こつに眉間に皺を寄せて顔を背そむけていた。

　そんな会話の最中も試合は続いており、オデットがひたすらグレイドルに剣けん撃げきを繰くり出していた。相手に攻撃する隙を与えず、一撃一撃に満身の力を込めていつでも止とどめになるように放つ……。その潔いさぎよさと、なにより今までヴィルトルにはなかった豪ごう胆たんさに観客が沸わき、一部からは「オディール様、なんて雄お々おしい！」だの「まるで獣けもののよう！」だのと──当人が聞いたらショックで卒そつ倒とうしそうな──黄色い声が上がる。

　だがそんな声が一いつ瞬しゆん静まったのは、猛もう攻こうに耐たえていたグレイドルが僅かな隙を縫ぬってオデットの剣を払はらったからだ。鈍にぶい音を周囲に響かせ、オデットが僅かにバランスを崩くずす。

　グレイドルとの力の差は一いち目もく瞭りよう然ぜん。ゆえに彼の必死の一撃はオデットの剣を腕うでごと払い、素人しろうとが見ても分かるほどの隙を作らせた。誰もが形勢逆転を予想しただろう、騎士の戦いとは一瞬で攻防が逆転するものなのだ。

　だからこそ観客の興奮が高まり、攻撃に転ずるであろうグレイドルの名を呼び……、




　次の瞬しゆん間かんに放たれたオデットの見事な回し蹴げりに言葉を失った。




　それはそれは、見事な回し蹴りである。バランスを立て直すと共に地を蹴り、反動をつけるように体を捻ひねり己の右足をグレイドルの脇わき腹ばらにめり込ませる。

　その無む駄だのない豪ごう快かいな動きに誰もが言葉を無くし、ゆっくりと頽くずおれるグレイドルを見てもなお声を上げられずにいた。ただ唯ゆい一いつクルドアだけがこの流れを予想していたと言わんばかりの輝かがやかしい表情で己の部下の勝利を祝い、フィスターを見上げると、

「あれがオディールの得意技わざの一つなんだ！」

　と誇らしげに語った。それとほぼ同時に硬こう直ちよく状態から解かれた審しん判ぱんが窺うかがうように試合会場の中央へと歩み寄る。もちろん頽れたまま微び動どうだにしないグレイドルの安否を確認するためと、オデットに勝利を伝える為ためである。あと、もう一つ。

　それが高らかに告げられた瞬間、観客が一いつ斉せいに沸わき上がりオデットの勝利を称たたえるように名を呼び続ける。だが壇だん上じようのオデットは一人立ち尽つくし、

「ペナルティ!?」

　と驚きよう愕がくの声をあげた。それを聞いてクルドアとセスラが苦笑を浮かべ、フィスターが呆あきれたと言わんばかりに額を押さえ、そしてバルステットが嫌けん悪おを露あらわに「野や蛮ばんな」と小さく吐はき捨てた。
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「良いか、ペナルティ四回で一週間の奉ほう仕し活動だからな」

「よし、向こう一ヶ月の予定を空けておこう」

「ペナルティ喰らう気満々で挑いどむんじゃない！」

　そんな会話を交かわすのは、オデットの悲鳴が響いて数時間後。フィスターも首しゆ尾びよく第一試合を終え、そのままの流れでレストランへと向かって今に至る。

　ちなみにクルドア達は別の護衛が引き継ついで他の試合を観戦している。ゆえに今はオデットとフィスターが二人きり……ではなく、二人と屍しかばねが一体。フィスターに完かん膚ぷなきまでに負かされたデンである。

　まさに燃え尽きたと言わんばかりの様子で、大会史上最短での敗北というレッテルが更に彼を灰にする。──それを聞いたオデットが「以前までの最短敗北者は？」と問えば、フィスターが無言でデンを指さした。つまり彼は己の不ふ名めい誉よな記録を更に上書きしたのだ──

　なんとかレストランに引きずってきたものの机に突つっ伏ぷしピクリとも動かないあたり、試合で負った傷は相当深いようだ。もちろん、心の方の傷である。

　そんなデンをチラと一いち瞥べつし、オデットが非難するようにフィスターを睨にらみつけた。

「もうちょっと気を遣つかって戦ってやれば良かったのに」

「グレイドル相手に回し蹴りをくらわせた奴やつに言われたくない」

「グレイドルは試合前に全力で掛かかって来いって言ったんだ、だから行った！　なのにペナルティってどういうことだ！」

「騎き士しの試合だぞ、騎士らしく戦わなきゃペナルティを喰らうのは当然だろ」

「私のどこが騎士らしくないって言うんだ」

　むぅと不満を露わにオデットがフィスターを睨みつける。

　だが「おまたせしました！」とウェイトレスが軽快な声と共にソーセージの盛り合わせを持ってきたことでついつい視線がそれてしまった。

　勝利の後の食事程美味おいしいものはなく、ガーフィールド家はもれなくこの魅み力りよくに抗あらがえないのだ。三度の飯より勝利の後のご飯が好きだ、そうオデットが語ればフィスターが遠い目で「それは良かったな」と頷うなずいた。

　そうして二人揃そろってソーセージにフォークを突き立てる。プツと皮が破けると共に肉にく汁じゆうが溢あふれ、芳ばしい香かおりが胃をダイレクトに刺し激げきしてくる。だがそんな魅力的な料理を前にしてもデンは微動だにせず、仕方ないとオデットが彼の前にソーセージを一本差し出してやった。

　そうしてまるで動物にエサをやるように「ほらデン、美味しいよー。食べなよー」と数度振ってやってようやくカプリと嚙かみついてくるのだが、その表情の陰いん鬱うつさと言ったらない。咀そ嚼しやくはしているが目が死んでいる。

　それほどまでかとオデットが溜ため息いきをつけば、目の前の陰鬱さとは対極的にキャァと黄色い声が聞こえてきた。見れば幾いくつか離はなれた先の机に座る女性達がこちらに視線を向け、興奮気味になにか話し込んでいる。

「フィスター様、一試合目もかっこよかったわ……」

「私は断然オディール様よ！　体格差にも臆おくせず真っ直すぐに相手に向かう姿、他ほかの騎士にはない荒あら々あらしさが素す敵てきじゃない」

　そう語り合う口調は随ずい分ぶんと熱っぽく、興奮のあまり声量を抑おさえきれないのかこちらの席にまで届いてくる。それでも食事の最中だと弁わきまえているのか割って入ってくることはしないようで、オデットが居い心地ごこち悪そうにガブリとソーセージを齧かじった。

　そんな落ち着きのないオデットに気付いたのか、フィスターが小さく肩かたを竦すくめた。

「勝ち進んでいけば今以上に注目されるから、覚かく悟ごしておくんだな。それとも女性達の視線が怖こわくて棄き権けんでもするか？」

「ふん、ガーフィールド家たるもの女性の黄色い声の一つや二つで臆するものか。森の中で確実に大きくなってくる熊くまの唸うなり声に比べれば恐おそれるものじゃない！」

「お嬢じようさん方の声せい援えんを熊と比べるな」

「……俺はその黄色い声援が羨うらやましいんだけどな」

　いつの間に回復したのか──といっても机に突っ伏したまま顔だけ上げているので全回復とは言い難がたい──恨うらめしげに睨んでくるデンに、オデットとフィスターが顔を見合わせた。

　普ふ段だんは陽気でカラカラと笑う彼の聞いたこともない沈しずんだ声。語ご尾びもハッキリとせず余計に恨みがましさを感じさせる。

　そんなデンに対し、オデットとフィスターが揃えたように彼へと視線を向けると、

「デンはそういう下心があるから駄だ目めなんじゃないかな」

「というかお前、驚おどろく程ほどに弱かったな。年々弱くなってないか？」

　と更さらなる追つい撃げきをかけた。若じやつ干かんだが癒いえかけた傷口に塩を塗ぬって肉汁を注ぎ込むスタイルである。

　おまけにキャッキャと黄色い声ではしゃいでいた女性達すらも「お二人と一いつ緒しよにいる騎士はどなたかしら？」「さぁ、知らない方だわ」と無自覚の追撃をかけてくるのだ。

　回復しかけていたデンが再び机に突っ伏したのは言うまでもない。




　そうしてオデットとフィスターが食事を終え、再びデンをひきずってレストランから出る。

　去り際ぎわにフィスターが女性達へと軽く手を振ふれば一層高い悲鳴が上がり、数人が頰ほおを染め、胸むな元もとを押さえて熱い吐と息いきを漏もらす者までいるではないか。

「どうしたフィスター、自分から手を振るなんて意外だな」

「騎士の仕事だ。笑え顔がお一つで寄付金の桁けたが変わるなら安いもんだろ」

「なるほど、世せ知ち辛がらいねぇ」

　ヴィルトルほどの大国になれば騎士団も色々と問題を抱かかえるのだろう。とりわけ運営費と支持という問題は一度拗こじらせれば厄やつ介かいで、そういう込み入った問題を笑顔一つで押し通せるならこれ以上の事は無い。とりわけ今の時期は誰だれもが浮うき足立っており、だからこそ騎士団への好感を集め寄付金の額を上げる絶好の機会だと言う。

　女性達の気持ちを金に換かえるようで些いささか気分が悪いが、それを察したフィスターがクツクツと笑いながら「お嬢さん方もそこらへんは分かってるさ」と答えた。曰いわく、騎士に向けられる熱い視線は直接的な恋こい心ごころとは別物で、舞ぶ台たいに立つ見目の良い演者や歌手に焦こがれて花を贈おくるようなものらしい。そこにちょいと寄付金という生々しさが加わる程度だという。

　ならばとオデットも彼に倣ならい、女性達に向けて柔やわらかく微笑ほほえんで片手を振ってみる。その瞬しゆん間かんに店内が黄色い声で溢れかえり、フィスター派とオディール派が熱い討論を始めるのだからなんとも言えないが、どちらにせよ騎士への好感と寄付金に繫つながるのだ。

　だがいつまでも彼女達に手を振っているわけにもいかず、フィスターが時計を見るや、「オディール、行くぞ」と声を掛けて来た。その声にはたと我に返ってオデットが時間を確かく認にんすれば、既すでに二回戦目の開始時刻が迫せまっている。

　騎士の人数は一回戦や二回戦程度で減るようなものではなく、一日の内に数試合行われる。まるでふるいにかけられているような気分だが、逆に考えればこのふるいを抜ぬけた者こそ上位に喰くい込み『強い』と称しようされるのだ。

「遅おくれるなよ、ペナルティのうえに遅ち刻こくなんてパルテアの名を汚よごすぞ。デン、気が向いたら観みに来い」

「デン、フィスターじゃなくて私の方に来なよ。ついでに何か美味しいもの買ってきて」

　そう二人でデンへと告げれば、恨みがましそうに睨みつけつつ「二人揃って負けちまえ」と返ってくる声の情けなさと言ったらない。







　呪じゆ詛そめいたデンの声援を受けつつ、それでもオデットは二回戦目を首しゆ尾びよく勝ち抜いた。今回もまたペナルティをもらいはしたのだが、一ヶ月を見み越こしているので余よ裕ゆうの内である。

　そもそもオデットからしてみれば、殴なぐる・蹴ける・タックルがペナルティになることが理解し難いのだ。

『騎士として誠意と忠誠心を胸に戦う』

　というのが開幕の宣言だったはず。それに外れた行動をしているつもりはない。

「なのに私の行動はペナルティだ。もちろん試合なんだから相手に怪け我がを負わせないようにと力加減をしてるのに……」

　そう不満そうにブツブツと呟つぶやきつつ、オデットが自室に戻もどろうとし……ドアノブに手を掛けた瞬間に声を掛けられた。振り返れば一回戦の相手、グレイドルの姿。

「どうしたグレイドル」

「いや、俺に勝ったお前に激げき励れいの言葉でもと思ってな」

「わざわざ私に……本当にグレイドルは良い奴だな！」

　ありがとう！　とオデットが礼を告げて握あく手しゆを求めようとし、逆に真っ赤な花束を差し出されて目を丸くさせた。

　レースに包まれた一目で上質と分かる花束。赤く大おお振ぶりの薔ば薇らをふんだんにあしらい、そのうえ周りを囲む小花も赤。他の色を一いつ切さい許さないと言いたげなその鮮あざやかさは眩まばゆいほどで、唯ゆい一いつ許された白いレースがよりその色味を際きわ立だたせる。

　私の髪かみみたいだ……と思わずオデットが眺ながめていると、グレイドルが「貰もらいもんだけどな」と付け足した。
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「貰ったところで俺には花なんか飾かざる趣しゆ味みねえし。普ふ通つうは女にやるもんだけど……お前なら似合うと思ってな」

　照れ臭くさそうに告げるグレイドルの姿は傍はた目めには随分と滑こつ稽けいに映るだろう。優すぐれた体たい軀くと強面こわもてが合わさって熊のような外見の男が、一回りどころか二回り小さい騎き士しに対して真っ赤な花束を差し出しているのだ。それも、頰を赤くしてそっぽを向きながら。

　これには通りがかろうとした者もギョッとして足を止め、オデットにパンを買ってきていたデンが「またあいつは男から花を……！」と廊ろう下かの角に身を隠かくして見守る。

　そんな外野の注目にも気付かず、オデットは目の前の花束とグレイドルを交こう互ごに眺めつつ、それでも促うながされるままに花束を受け取った。見るからにボリュームのある花束は両手で受け取っても適度な重量感があり、顔を近付ければ薔薇独特の香りが鼻を擽くすぐる。間近で見れば尚なおの事鮮やかで美しく、オデットは己おのれの表情が自然と綻ほころんでいるのを感じた。

　花を貰うのは嬉うれしい。たとえそれが彼の言う通り「持て余していたところをたまたま通りかかったから、捨てるくらいならやってもいいかなと思って」という程度の物だとしても、やはり嬉しいものは嬉しいのだ。

「こんなに綺き麗れいな花束、見たことない。ありがとうグレイドル、部屋に飾るよ」

「お、おう……そこまで喜ぶんだったら、また貰ったらお前にやるよ」

「本当？　楽しみにしてる！」

　キラキラと輝かがやかんばかりの表情でオデットが歓かん喜きのあまり花束をギュウと抱だきしめた。真っ赤な薔薇と、真っ赤な髪が同時に揺ゆれる。

　覗のぞき込めば瑞みず々みずしく色いろ鮮あざやかな薔薇がこちらを向いて咲さき誇ほこり、合間には可愛かわいらしい蕾つぼみが眠ねむり、その豪ごう華かさにオデットの胸が沸わく。

　その感動のままにグレイドルの手を握にぎり、感謝を示すように上下に振った。

「グレイドル、私頑がん張ばる！　頑張って優勝するよ！」

「そ、そうか……が、頑張れよ、お前なら出来ると思う」

「うん！」

　しどろもどろになるグレイドルの口調には一切気付かず、オデットは相変わらず輝かんばかりの笑顔で彼の激励を受ける。

　そうして見送られながら自室へと戻り、さっそく花を飾るべく準備をしだした。ひとまず水を与あたえ、そしてこの豪華さに見合った花か瓶びんを用意してやらなくては……と、花束の鮮やかさにつられるように心が弾はずむ。

　そんな室内に対して扉とびらの外はと言えば、オデットを見送ったグレイドルがまるで余よ韻いんに浸ひたる様にポツリと佇たたずみ、我に返ると苦く笑しようを漏らしながら雑に頭を搔かいた。その頰が赤くなっていることを生憎あいにくと室内のオデットは知らないが、曲がり角から覗いていたデンはバッチリと目もく撃げきし心の中で「うわぁ、本気の顔」と呟いていた。

　更にグレイドルは苦笑を浮かべたままクルリと踵きびすを返すと、誰に言うでもなくポツリと、

「オディール、なんて花の似合う愛らしい男なんだ……」

　と呟いて歩き出した。その足取りがどこか軽く楽しげなのは言うまでも無く、デンが談話室へと駆かけ込んだのもまた言うまでもない。
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　そんな一件から『騎士殺しのオディール』という不ふ名めい誉よすぎる異名をつけられつつあるとは露つゆ知しらず、オデットは花瓶を買うべく部屋を出て市街地へ向かおうとし……偶ぐう然ぜん居合わせた人物に足を止めた。

　褐かつ色しよくの肌はだに黒い髪、濃こい顔つきが男らしさを感じさせ、それでいて男くささはなく蠱こ惑わく的てきな魅み力りよくを感じさせる美び丈じよう夫ふ。先日ヴィルトルに来たバルステットだ。

　その向かいにいるのはクルドア。黒髪褐色肌で男らしいバルステットに比べ、金糸の髪を持ちまだ幼さの残る顔つきのクルドアは対極とさえ感じられる。二人で向かい合えばその差はより顕けん著ちよになり、身長差に至っては大人と子供と言えるだろう。

　いったい何を話しているのか生憎とこの距きよ離りでは窺うかがえず、割って入ることが躊躇ためらわれオデットがそのまま立ち去ろうとし……ふとこちらに気付いたクルドアの表情に僅わずかながらに安あん堵どの色が差したことを見て考えを改めると共に駆け寄った。

　そうして二人のもとまで近付き深々と頭を下げるのは、他ほかでもなく相手がバルステットだからだ。大国の公こう爵しやく、それも聞いた話では相当優れた家系の嫡ちやく子しであり、王家とも懇こん意いにしているとか。セスラとも幼いころから親しくしており、巷ちまたでは彼とセスラが結けつ婚こんするのではないかと噂うわさされていたとかなんとか……。

　とにかく、小国パルテアの騎士の一族では逆立ちしたって勝てるわけがない相手であり、クルドアがセスラと婚約すれば彼との付き合いも増えていくだろう。ここは失礼のないように対応しようとオデットが猫ねこを被かぶる。

「お話の邪じや魔まをして申し訳ございませんでした」

「真っ赤な髪……そうか、貴方あなたがクルドア王子の持参品の騎士」

「はい。オディール・ガーフィールドと申します」

「……野や蛮ばんな騎士が」

「え？」

　小さく漏もらされた言葉が理解できず、オデットが問い返すように顔を上げ……注がれる視線にゾワリと背筋を震ふるわせた。バルステットの濃い瞳ひとみが夜の闇やみのように暗く濁にごり光を失い、まるで下等な生き物を見るかのように侮ぶ蔑べつを込めて自分を見下ろしているのだ。視線を向けることさえ不快だと言いたげなその色合いはもはや冷ややか等という表現さえ生ぬるい、底冷えするような足元から絡からみつく悪お寒かんにオデットが小さく息を吞のんだ。

　本能が目の前の男に対して警けい鐘しようを鳴らす。噂に聞いていた、そしてあの日女性達の黄色い声を受けて船から下りて来たバルステットとは違ちがいすぎる。気さくな男であったならあの時のことを笑い話として話そうかと考えていたが、すぐさまその考えが打ち消される。

「失礼……バルステット公爵、今なんと？」

　あえて聞こえなかった体ていを装よそおい聞き返せば、バルステットが小さく笑えみを零こぼす。目め尻じりを歪ゆがませたその表情は元が美丈夫なだけに薄うす気き味み悪わるさを感じさせ、歪んだ目元で黒い瞳が濁ったような色合いを見せた。

　だが次の瞬しゆん間かん、まるで何かが音を立てて切り替かわったかのように彼は表情を明るくさせ、

「素す晴ばらしい試合でしたね」

　と、見けん当とう違ちがいな褒ほめ言葉を告げてきた。これにはもちろんオデットも目を丸くさせるのだが、その時には既すでに彼は褐色の貴公子然とした爽さわやかな笑みを浮かべているのだ。その美しく温かな笑顔と言ったらなく、先さき程ほどの底冷えするような視線が無ければオデットも気を許してしまいそうなほどの朗ほがらかさである。

「……は、はい、ありがとうございます」

「クルドア王子が誇る通り、力強く迷いのない戦いでした。私の国に来てほしいくらいだ」

「いえ、そんな……」

「あれほど圧あつ倒とう的てきな戦いは見たことがなかった。貴方をそばにおけるクルドア王子が羨うらやましい」

「あ、ありがとうございます……光栄、です」

　一転した温度差に付いていけず、それでもオデットが謙けん遜そんと苦笑を取り繕つくろう。

　だが内心はいまだ混乱状態であった。先程の表情が無かったかのようなバルステットの態度に理解が追いつかない。クルドアを見ても彼は無言で、それでもバルステットが視線を向けると微笑ほほえんで返し、そして顔を背そむけると小さく眉み間けんに皺しわを寄せるのだ。

　一いつ瞬しゆんの豹ひよう変へんだったがクルドアも気付いているのだろう。気付いていて、今はそのことに触ふれるべきではないと考えているのだ。それでも意識下で警けい戒かいしているのが幼い顔付きでも分かる。

　主あるじがそう考えたのならばとオデットも心の中で戸と惑まどいを押し隠し、差し出されたバルステットの手を握って返した。男らしい筋の張った手だ、女の自分の手とも幼いクルドアの手とも違い、応こたえるように差し出した右手が覆おおい包まれる。

　向けられる笑顔は相変わらずで、女性達が見み惚とれてしまいそうな程に勇ましく蠱惑的な魅力にあふれている。爽やかな褐色の貴公子、なんて麗うるわしい。だからこそ分からない。

　だがそんなオデットの混乱を「クルドア王子」と聞こえて来た鈴すずの音のような声が搔き消した。見ればセスラと、その隣となりにはフィスターの姿。

　それを見たバルステットがオデットの手を放し、誰だれより先に彼女を迎むかえた。

「白雪の姫ひめ君ぎみ！」

　その薄ら寒い表現にオデットの体に先程とはまた違った寒気が伝う。

「バルステット公爵……あら、オディールも」

　意外な組み合わせとでも言いたいのか、視線を向けてくるセスラにオデットが自分は偶然居合わせたのだと告げる。

　それを聞いたセスラの表情はどこか心ここにあらずといった様子で、それでも無理に微笑むと先程のオデットの試合を称たたえてきた。たどたどしく言葉を選ぶような……それどころか無理やりに話を繫つなげているかのように感じられるぎこちなさに、それでもオデットが頭を下げて賛辞を受け取る。

「素晴らしい試合でした。あれほど強いとは思わなくて……」

「ありがとうございます」

「クルドア王子が……そう、クルドア王子がよく話してくださる通りね。ガーフィールド家の戦い方というのかしら、力強くてヴィルトルには今までなかった戦い方だわ……」

「戦うしか能のない家系ですから」

「次の試合も楽しみにしています。次……そうだわ次はいつかしら？　観に行ければ私も行きますから」

　セスラの話し方はぎこちなく他の話題に触れることを恐おそれているようで、ゆえに捧ささげられる賛辞はオデットの心には届かない。いかに褒め言葉を並べ立てようとそこに心がこもっていなければ相手には届かないものだ、むしろその軽さが伝わってしまう。

　だがそんなことセスラほどの人物であれば知っているだろう。まだ日が浅いとはいえオデットはセスラに対して信しん頼らいを寄せ、そして彼女の懐ふところの深さを知った。彼女は優すぐれた人格者だ。幼いながらに王女として息苦しい生活を強しいられ、それでも不満を訴うつたえることなくこなす彼女を立派と言わずになんと言うのか。そんなセスラが御お座ざなりな賛辞など送るわけがない。

　つまり、それほどまでに話を変えたくない何かがある。というより、喋しやべらせたくない人物がいると言った方が正しいか。

　たとえば……、

「セスラ王女、貴女あなたに贈おくりたいものがあるんです」

　と、無む理り矢や理りにセスラの視線を自分に向けさせ胸ポケットから小さな箱を取り出すバルステットとか。

「まぁ……何でしょうか？」

「本当はお会いした時に直すぐにお渡わたししたかったのですが、手配に時間が掛かかりまして。先程ようやく私の部下が持ってまいりました」

「そんな、バルステット公爵はいつも素す敵てきなものをくださっているのですから、気を遣つかわないでください」

「美しい貴女の笑顔を見たい、ただそれだけです」

　そう胡う散さん臭くさい発言と共にバルステットが小箱を手渡す。

　それを受け取るセスラは柔やわらかく微笑み感謝を告げると、ゆっくりと蓋ふたを開いて瞳を細めた。

　喜んでいる……のだろうか、ほんの一瞬彼女の目元が揺ゆれた気がして、オデットがいったい何が入っていたのかと小箱に視線を向ける。

　箱の中に興味を抱いだいたのはオデットだけではなく、クルドアはもちろんフィスターもまた窺うように視線を向け、バルステットだけが悠ゆう然ぜんとした佇たたずまいでセスラを眺ながめていた。

「これは……とても綺き麗れい」

　そう呟つぶやきながらセスラが白く細い指でそっと中から取り出したのは……イヤリングだ。

　真っ白な宝石が揺れる、シンプルながらセンスの良い品物。金具も特とく殊しゆなものを使っているのだろう白で統一されており、セスラの白い手の平に載のせればまるで一ひと粒つぶの雪が彼女の手に舞まい落ちたかのように見える。

「こんな美しい品物、受け取れません」

「そんなこと仰おつしやらないでください。貴女の白い肌はだ、そして輝かがやく銀の髪かみに映はえるはずです。何色にも染まらない美しい白……まるで貴女のようだ」

「そんな。それに、イヤリングはあまり着けないので……」

「でしたら貴女のドレッサーの片かた隅すみにでも置いてください。時折眺めて愛めでてくださるだけで、私は満足ですから」

　うっとりと見惚れるような瞳でセスラを眺めるバルステットに、再びオデットが言い様のない悪寒を感じてフルリと背を震わせた。先程の底冷えしそうな瞳から一転して愛あい想その良い貴公子に変わり、そして今は情熱的にセスラを眺めている。その変わりようはまるで演技を見ているかのようで、仮に彼が舞ぶ台たい役者であれば見事なものだと拍はく手しゆすら送っていただろう。

　そしてそれほどまでの変わりようだからこそ、薄ら寒いものを感じるのだ。

　フィスターが爽やかな好青年から一転して意地悪な笑みを浮うかべるような、セスラが年相応の少女から気品を纏まとう王女に変わるような、そんな切り替えとは違った異質さがある。二人の切り替えが本人の意思で行われているのであれば、バルステットのそれは無意識。彼の潜せん在ざい意識がそうさせている、そんな考えすら浮かび、オデットが言い得ぬ悪寒に僅わずかに身構え……次いでフィスターの隣に立つとクイと彼の袖そでを引っ張った。

「……ん？」

　どうした？　と言いたげにフィスターが視線を向けてくる。だが今のオデットは胸の内に渦うず巻まく悪寒を口にすることも躊躇ためらわれ、戸惑うように視線を逸そらした。手を離さなくてはと思っても、それでも意思に反して指先に力が入って彼の袖を放そうとしない。

　今まで経験したことのない薄暗い感情を目まの当たりにして不安が胸を過よぎり、今何かを発すれば再びあの底冷えする瞳ひとみで見み据すえられそうで恐きよう怖ふ心しんすら湧わく。

　セスラに向けられるバルステットの瞳でさえ今は何か引っかかるのだ。褐かつ色しよくの肌に似合う黒く深い色合いの瞳、恋こい心ごころを訴えるように情熱的で……だけど何かがおかしい。

　向かってくる敵ならば恐れることなく立ち向かえる。一回りどころか二回り以上優れた体たい軀くの相手だって恐怖心など欠片かけらも抱かない。たとえばバルステットが今まさに剣けんを手に切りかかってくれば真っ当に相手をしただろう。

　だけどそういうものとは違ちがう。

　目の前でなにか言い得ぬものが渦巻いている。

　バルステットの瞳は、セスラではない何か別のものを見ているように思える。

　そしてそれが堪たまらなく気持ち悪くて怖こわい。

　だがそれを何と言っていいのか分からない。

「……フィスター」

　そう彼の名を口にして見上げれば、濃のう紺こんの瞳が僅かに驚おどろいたように開かれる。次いで何かあったのかと問われ、ようやくオデットが摑つかんでいた裾すそを放した。根こん拠きよのない感情だ、言えるわけがない……。

「な、なんでもない」

「なんでもない？　そんなわけないだろ」

「本当に何でもないんだ。ほら、お前の裾にゴミがついてたからさ！」

　だからゴミをとってやっただけだとオデットが笑って誤ご魔ま化かす。それに対してフィスターが怪け訝げんそうな表情を浮かべるも、背後から呼ばれた声に意識をとられたかすぐさま振ふり返った。

　見ればデンが駆かけ寄ってくる、「試合始まるぞ」と声を掛けているあたり、試合時刻が迫せまっても姿を現さないことに疑問を抱いて呼びに来てくれたのだろう。フィスターがそれに応こたえるように手を上げセスラ達に一礼して去っていく。

　その去り際ぎわに念を押すように「大だい丈じよう夫ぶか？」と問われ、オデットが気き丈じように笑ってみせると共に頷うなずいて返した。

「何かあったら言えよ」

「うん……」

「お前が弱ってると負かせがいが無いからな」

　そう言い残し、フィスターがデンのもとへと走っていく。その背を見届けオデットが深く息を吐はけば、自分のことながら漏もれる吐と息いきに安あん堵どが混ざっていることが分かった。彼の「何かあったら言えよ」という言葉の威い力りよくは絶大で、胸のうちに渦巻いていた感情を一いつ瞬しゆんにして搔かき消してくれたのだ。

　油断が出来ないことには変わりない、だというのに彼に対して抱く安堵感はどういうことか。我ながら自分の胸の内が分からないとオデットは小首を傾かしげつつ、それでもセスラに呼ばれて彼女のもとへと向かった。

　バルステットとクルドアが何か話している。そんな二人に気付かれたくないと言いたげにセスラが小声でオデットを呼び、それを察してオデットもまたそっと彼女の横について耳を寄せた。

「どうなさいました？」

「これ……」

　やはり気付かれたくないのだろう、小声で話しながらセスラがそっとイヤリングを差し出してきた。言わずもがな、先さき程ほどバルステットから贈られたものである。

　彼女の手元には箱だけが残っており、見ればその箱も白く、巻かれているリボンも白と随ずい分ぶんと徹てつ底ていされている。イヤリングが中に収まっていることを想像すればまさに真っ白だ。

　白い箱なら色の濃こいリボンの方が映えそうなのに……と、そうバルステットの詰めの甘いセンスに疑問を抱きつつ、それでも差し出されるままにイヤリングを受け取った。手の平にのせて軽く揺らせばキラと繊せん細さいな光を放ち、その歪ゆがみなく加工された丸みと重過ぎない確かな質感が一級品だと訴えている。

「えっと、これは……お部屋にお持ちすればよろしいですか？」

「いえ……」

「それならメイドに渡しておきましょうか？　でも、箱に入れたままのほうが」

「そうじゃないの……あげるわ、オディール」

「……へ？」

　なんで？　という意味を込めた間ま抜ぬけな声が漏れる。だが次いではたと我に返り、慌あわててイヤリングに視線を落とした。

　あげる、というのは譲ゆずるということで間違いないだろう。だが品物はイヤリングだ、女が着き飾かざるために着けるアクセサリー……。

　これにはオデットも己おのれの中でサァと血の気が引く音を聞き、思考が一瞬にして急速回転すると共に嫌いやな汗あせが額を伝った。




　セスラ様にまで女と疑われている!?

　もしやフィスターが彼女に話をしたのか？

　近この衛え兵を務め、とりわけ忠誠心の厚い彼ならば伝えていてもおかしくない。

　それとも彼女自ら気付いたのか？

　他ほかの騎き士し達こそ騙だませているが、自分の言動は同性から見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんなのかもしれない。




「わ、私はこのようなもの……それに、バルステット公こう爵しやくがせっかくくださったものですし」

「彼が滞たい在ざいしている間だけ部屋に箱を飾かざっていれば十分よ。私は……あまり着けたくないの」

「いえ、わ、私もこういったものは」

「きっと赤い髪に似合うわ。是ぜ非ひ手紙と一いつ緒しよに送ってあげて」

「いえそんな、似合うなんて！　……手紙？」

　再びオデットが間抜けな声をあげれば、セスラが箱を眺ながめながら小さく溜ため息いきをついた。

「クルドア王子からガーフィールド家のことは聞いています。みんな赤い髪なんですってね」

「え、えぇ……皆みなこの髪色です」

「ならきっと似合うはずだわ。確か名前は……オデットだったかしら」

　彼女にあげて、とセスラの口から本当の自分の名前が出てオデットが僅かに肩かたを揺ゆらす。

　もどかしいような不思議な感じがして、思わず名乗り出そうになるのを既すんでのところで堪こらえて出かかった言葉を飲み込んだ。

「確かに……パルテアには妹がおります。オデットという妹が……」

「なら彼女にあげて。年とし頃ごろの女の子なら喜ぶはずだわ」

「ですがセスラ様、これはバルステット公爵が貴女あなたに」

「着けたくないの」

　オデットの言葉を遮さえぎる様にセスラが言い切る。まるで拒きよ絶ぜつのような色合いさえ含ふくまれるその声こわ色いろにオデットはそれ以上言葉をかけることが出来ず、ならばと礼を告げて受け取った。

「ありがとうございます、きっと喜ぶと思います」

　箱だけを持つセスラに頭を下げ、これ以上は言げん及きゆうするまいと早々にイヤリングを上着の胸ポケットに入れた。なぜかは理由が分からないが、一秒でもはやく彼女の視界からこのイヤリングを隠かくしてやりたくなったのだ。チャリと音がしたのは剝むき出しで扱あつかっているため宝石が擦こすれた音か。だが箱について言及するどころかこれ以上話題にすることすら躊躇われ、セスラを見れば彼女もまた何も聞いてくれるなと言いたげに視線を泳がせていた。

　バルステットに抱いた違い和わ感かんと、そしてセスラのこの態度……何かあるのだろうと感じ取ってオデットが胸ポケットに触ふれれば指先に硬かたい感かん触しよくが伝った。この際、記き憶おくの中の兄が嬉うれしそうにイヤリングを着けはじめたのは思考の隅すみに放ほうっておくことにする。







　オデット達と別れてデンと共に試合会場へと向かう最中、フィスターはなんとも言えない気持ちを抱いだいていた。オデットに引っ張られた裾が気になり、不安げに見上げてくる表情が脳のう裏りに焼き付いて離はなれない。

　呟つぶやくように名前を呼んでくるオデットの表情と声色は警けい戒かいと不安をない交まぜにしたかのようで、普ふ段だんの溌はつ剌らつとしたものとも生意気なものとも違う。言い得ぬものを前にして不安を抱き、そして自分に訴うつたえることで安堵を得ようとしていた……つまり頼たよってきたのだ。

　それを考えるとフィスターの胸の内がより一層ざわつく。今すぐにオデットのもとへと戻もどって話を聞いてやりたい衝しよう動どうにすら駆られるのだ。田舎いなかくさい、そのうえ隠し事をしている気に入らない騎士なのに……そう自分に言い聞かせるも、胸の内は「そうは思っていないだろ」とざわついて落ち着いてくれない。

　いったい何なんだ、そう己の胸むな元もとを摑みながら睨にらみ付ける。

「さっきまでオディール達と居たのか」

　隣となりを歩くデンに話しかけられ、フィスターが我に返って顔を上げた。

「あ、あぁ……あんな試合を披ひ露ろうしてペナルティまで喰くらったって言うのに全然動じてないから呆あきれたもんだ」

「本気で一ヶ月奉ほう仕し活動かもな。ヴィルトルの騎士団初の快挙だ」

「冗じよう談だんじゃない」

　騎士の恥はじだ、そうフィスターが言い切ればデンがクツクツと笑う。

　そうして次いで彼が放った、

「でもオディールって可愛かわいいやつだよな」

　という言葉に、フィスターが驚おどろいたように息を吞のんでデンに視線を向けた。

「か、可愛いってオディールのことか……？」

「パルテアからどんな騎士が来るのかと思ってたけど、性格も良いし愛あい嬌きようもあるし、見てて楽しいよな」

　オデットのことを思い出しているのだろうデンが笑う。だがそれを聞いたフィスターは同意する余よ裕ゆうもなく「そうか……」と小さく呟いた。返事というよりは自分の中に落とし込んでいるかのようで、生憎あいにくとデンには届かず彼はいまだオデットを語っている。

「パルテアが誇ほこる騎士の家系っていうから、どんなおっかない奴やつが来るのかとビビってたんだよ。熊くまみたいな大男とか、敵意むき出しの狂きよう暴ぼうな奴だったらいくらセスラ王女の命令とはいえ関かかわりたくないだろ。ところが、実際のオディールは熊どころか俺より細いし、性格も付き合いやすい」

「あ、あぁそうだな、俺もそう思う。生意気だけど人ひと懐なつっこくて忠義に厚いし……か、可愛いよな」

「そうそう、なんか放っておけないんだよな」

「そうか、お前もそう思ってたのか。なら俺があいつを可愛いと思っても、別に変な話じゃ」




「なんかオディールって、自分の尻尾しつぽ追いかけてひたすら回り続けてる犬みたいだしな」




　ケラケラと笑いながらのデンの発言に、フィスターが話の途と中ちゆうで言葉を飲み込む。というより言葉どころではなく足まで止まりまさに硬こう直ちよく状態である。

　どうした、と尋たずねてくるデンの口調は普段と変わりなく、自分の発言や先程の会話を疑う様子一つない。それどころか歩かなくなったフィスターの顔を覗のぞきこんでくるのだ。それに対してフィスターはようやくぎくしゃくとしながらも歩きだし、引きつった頰ほおをなんとか上げてデンに笑え顔がおを向ける。

「そ、そうだな……そんな、感じだな」

「ん？　オディールの話か？」

「それだ……尻尾追いかけて回り続けてる犬……確かにあいつを的確に表してる」

「本人が聞いたら怒おこるだろうけどな」

　今度は怒っているオデットを想像したか、デンが楽しげに笑って再び歩き出す。

　だがその後を追うフィスターは楽しいどころではなく、一人グルグルと回る思考を落ち着かせようと必死になっていた。もちろん、デンの言う「可愛い」と自分が口にした「可愛い」に違ちがいがあることを自覚しているからだ。

　確かにデンの言うことは分かる。猪ちよ突とつ猛もう進しんではあるがオデットの裏表のない性格は良く言えば天てん真しん爛らん漫まん、己の尻尾を追い回す犬のような可愛さがある。馬鹿な子ほど可愛い、というものだ。

　だけど自分が口にした「可愛い」という言葉は……。

　その真意に気付きかけ、フィスターが慌てて首を横に振ふった。なにを考えてるんだフィスター・テンバーグ！　と己を叱しつ咤たする。

　そうして胸の内に湧わき上がりつつある感情をひとまず押し込め、デンに遅おくれまいと彼の隣を歩くことに意識をやる。個人的な感情に左右されて試合を蔑ないがしろにするなど、騎き士しとしてあるまじき行こう為いだ。

　とにかく大会で優勝し、全すべてはその後……。

「……まぁ、望めばヴィルトルに残れるように手配してやってもいいけど」

「ん？　なんか言ったか？」

「いや、なんでもない！　それより試合だ！」

　そう意気込みフィスターが大おお股またで歩き出せば、デンが怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

　だが次の瞬しゆん間かんにはニンマリと楽しげな笑みを浮うかべ、「そういえば」と話し出した。口元が弧こを描えがき、わざとらしく間延びした言こと葉ば尻じりは良からぬことを考えていると宣言しているようなものだ。もちろんフィスターもそれを容易に察することができ、いったい何を話し出すのかと身構えた。

「グレイドルだけは『可愛い』の意味合いが違ってるみたいだけどな」

「……違う？」

「あいつ、オディールに花束を贈おくってたんだぜ。それもオディールの髪かみ色に合わせた真っ赤な薔ば薇らの豪ごう華かなやつ」

「花束を……グレイドルがオディールに……」

「『貰もらったのを持て余してたところにオディールが通りかかった』なんて言ってたけど、ありゃ間ま違ちがいなくオディールにやるために用意したんだろうな」

　クツクツと笑うデンの表情はその光景を思い出しているかのようで、次いでパンと軽快にフィスターの背中を叩たたいてきた。

「まぁそういうわけだから」

「な、なにがそういうわけなんだ！」

「さぁな、ほら試合始まるぞフィスター。決勝でオディールと戦うんだろ」

　絶対に勝てよ！　と白々しく話題を変えて鼓こ舞ぶしてくるデンに、フィスターが何か言ってやろうと口を開き……ムグと口を噤つぐむと乱暴に頭を搔かいて試合会場へと足を進めた。

　色々と言い返したいところだが自分の感情が未いまだに整理できていないし、なにより今は大会に集中すべきなのだ。

　そして今年はもちろんだが来年も優勝してセスラ王女に『デンを黙だまらせてくれ』と頼たのもう。そんなことを考えれば、お喋しやべり禁止のマスクを着けて恨うらめしげに睨み付けてくるデンの姿が想像され、その隣では赤髪の騎士が楽しげに笑っている姿まで浮かび上がった。







　バルステットのことをいまだ胸の内に靄もやとして残しつつも、それでもオデットは本来の目的である花か瓶びんを手に入れるべく市街地へと出かけた。途中女性達から「男らしい」だの「野性的」だのといった黄色い声をかけられ、また剣技大会常連らしき男からは「この大会を見守って長いが、あんな見事なペナルティは初めて見た」と嬉うれしそうに肩かたを組まれ、割と泣きたい買い物であった。

　それでも手に入れた花瓶に関していえば非常に気に入るもので、それを持って歩けば早く部屋に帰って花を飾かざろうと次し第だいに心が跳はねる。花とはやはり良いものだ、悩なやみや不安も解消してくれる……。

「そうだ、花だ！」

　花瓶を持ったまま立ち止まり、オデットが閃ひらめいたと声をあげた。

　そうして次の瞬間には善は急げと駆かけ出すのだ、その姿に居合わせたものは誰だれもが啞あ然ぜんとし、そして一部からは「オディール様、よく分からないけど素す敵てき」と熱い吐と息いきが漏もれた。




　花瓶を抱かかえたオデットが向かったのは、王宮の一角にある庭園。

　聞いていたスケジュールでは、今セスラは家族と共にヴィルトルの王族として諸外国の重役達と会食をしており、婚こん約やく者候補とはいえ今はまだ来らい賓ひん扱あつかいでしかないクルドアにその席は用意されていないという。ならばいったいどうするのかと聞いたところ、彼は苦く笑しようを浮かべて中庭で本でも読んでいると答えたのだ。

　それを思い出しつつ駆けつけた庭園で、オデットは足を止めて口を半開きにした。

　噴ふん水すいを前に長なが椅い子すに腰こし掛かけ本を読むクルドアの姿に圧あつ倒とうされてしまったのだ。何の本を読んでいるのか知らないが──聞いても分からないかもしれない──真しん剣けんな眼まな差ざしで本を読みふける姿は幼いながらに知性を感じさせる。

　あぁ、本をめくる動きのなんと優ゆう雅がなことか。気品があり知的で聡そう明めいで麗うるわしくそのうえ神こう々ごうしい、いや神々しいというより神そのもの、彼は王子ではなく神だ……と、暴走する忠誠心のまま──暴走している自覚はある。止める気が無いだけだ──引き寄せられるようにゆっくりと近付けば、気付いたクルドアがふいに顔をあげてこちらを向いた。

　金の髪がふわりと揺ゆれ、青い瞳ひとみが優やさしげに細まる。「オディール」と、親しみを込めて呼ぶ声は鈴すずの音のように耳に馴な染じみ、噴水が日の光を反射させてまるで彼が輝かがやいているようではないか。その光景に思わず無意識に跪ひざまずいて、それどころか「ありがとうございます」とつい心に湧き上がった言葉がそのまま口をついてしまう。

　ちなみに、これは「存在してくださってありがとうございます」という意味の感謝の言葉である。重ねて言うが、暴走している自覚はある。

「オ、オディール……どうしたの？　僕なにかしたっけ？」

「すみません、つい抑おさえられず心の声が漏れました」

「忠誠心もここまで来ると病的だな」

「……むっ」

　覚えのある声を聞き、オデットの眉み間けんに皺しわが寄る。

　見ればクルドアの隣となりにはフィスターの姿があり、彼もまた小難しい本を手にしているのだ。その見目の良さから、悔くやしいかな知的な印象を受ける。……ほんの少し、クルドアに比べれば無いに等しいくらい、悪くはないかな程度だが。

「なんだフィスター、いつから居たんだ？」

「お前が来る前から居た」

「試合は？」

「言うまでも無いだろ」

　ふっとキザったらしく笑うフィスターに、オデットは睨にらみつつ唸うなるような声こわ色いろで「おめでとう」と彼の勝利を祝ってやった。それに対して返ってくるのがキラキラと輝かんばかりの爽さわやかな笑顔と「ありがとう」という言葉なのだからなんとも腹立たしい。

　そんな片や不満そうに睨みつけ片や胡う散さん臭くさい爽やかな笑みを浮かべる二人の騎士に、クルドアが小さく溜ため息いきをついた。そうしてふとオデットの手の中に収まっているものに視線を向け、いったい何だと首を傾げる。

「オディール、それは？」

「花瓶です、グレイドルから赤い薔薇の花束を貰ったので飾ろうと思いまして」

　嬉しそうに話すオデットに、それを聞いたクルドアもまたつられるように「良かったね」と笑う。だがフィスターはクルドアとは真逆、不満そうに眉間に皺を寄せて「そりゃ良かったな」とだけ呟つぶやいた。

　まったく心のこもっていないその言葉にオデットが彼を睨みつける。いったいどういうわけか彼は不ふ機き嫌げんそうな表情で、それどころか花瓶を睨んでいるのだ。前に花束をくれた時はあんなに優しげに笑っていたのに、もしかして薔薇は嫌きらいなのだろうか？　そんな疑問すら湧わく。

　だが今はフィスターが不機嫌な理由を探さぐる時ではなく、改めてクルドアに向き直った。

「花束です、クルドア様。素敵な花束をセスラ様に贈りましょう」

「花？　でもこれといって祝い事も無いけど」

「祝い事じゃなくても良いんですよ。女は……もとい、花が好きな者ならば贈られて喜ばないわけがありません！　言葉がうまく紡つむげないのなら行動あるのみです！」

　そう鼓舞するオデットにクルドアが呆あつ気けにとられたように話を聞き……それでも照れくさそうにはにかむとコクリと一度頷うなずいた。

　幼い少年が大事な人に花を贈ると決意したのだ。微笑ほほえましいとしか言いようのないその光景にオデットは心の中で彼の力になれたことを喜び、油断するとつい口をついて出てしまう存在に対する感謝の言葉を既すんでのところで飲み込む。危ない、流石さすがに二度目はクルドアに引かれかねない。というか次こそフィスターから凍いてつかんばかりの視線を送られそうで怖こわい。

　そうオデットがムグムグと胸の内に湧き上がる感情を抑えていると、クルドアを眺ながめていたフィスターが小さく笑えみを零こぼした。

「セスラ王女は花がお好きですから、きっと喜ばれることでしょう。一番大きい花屋にご案内いたします」

「ありがとう、フィスター」

　合わせたようにパタと本を閉じ、クルドアとフィスターが長椅子から立ち上がる。片や幼さと愛らしい顔つきで照れ臭くさそうに笑い、片や凜り々りしさの中に優しさを交え見守るように微笑みながら。そんな二人が並ぶ様はこれ以上ないほど様になっており、まさに絵画の如ごとく、思わずオデットが熱い吐息を漏らしてしまう。──フィスターにも見み惚とれていると考えると些いささか不服ではあるが──

　だがそんなオデットもフィスターに「アホ面づら晒さらしてどうした」と声を掛かけられれば我に返り、こんな奴やつに見惚れるなんてと己おのれを叱しつ咤たすると共に睨み返した。

「アホ面とはなんだ！　ちょっと、こう……花のことを……そう、セスラ様にはどんな花がお似合いかを考えていたんだ！」

「ほぉ、花に詳くわしいのか。俺はどうにも疎うとくてな」

「よし、それなら教えてやろう。いいか世の中には三種類花があってだな」

「分かった止やめろそれ以上なにも言うな」

「食べられる花、食べられない花、そして虫を食べる花！　これさえ知っていれば十分だ！」

　得意気に胸を張るオデットに、フィスターが心の底から呆あきれたと言いたげな表情を浮うかべた。

　次いで「何が良いかは花屋の店員と相談しましょう」とクルドアを促うながして歩き出す。……もちろんオデットを置いて。







　そうして三人が向かった先は、近きん隣りんで一番大きく、そして品しな揃ぞろえも国内一を誇ほこる花屋。

　並ぶ品種は国内だけにとどまらず国外にまで輸入の手を広げ、店先には多種多様な花々が艶つややかに並べられて買い手を誘さそう。その絢けん爛らん豪ごう華かさと言えば、思わずオデットが「綺き麗れい」と呟くほどである。

　眼前の花々は華はなやかで美しく輝き、それもただ並べられているだけではなく色合いやバランス、そして客の購こう買ばい意い欲よくを刺し激げきするよう考こう慮りよして配置されているのだ。花束にせずとも、この店が既すでに調和のとれた一つの作品とさえ言える。そのうえ店内を見れば花を包むレースやリボンも多様に用意されており、組み合わせを選べるようにと壁かべに並べられている様は花とはまた違ちがった華やかさを感じさせる。

　愛らしい花を集めてピンクのリボンでまとめて可愛かわいさを前面に押し出すも良し、大おお振ぶりの色いろ濃こい花を金のリボンでまとめて箔はくを付けるもよし、花だけでも迷いそうなものを更さらに選せん択たく肢しを増やし、現に店内では数名の女性がどうしようかと花と壁を交こう互ごに見やっている。

「さすがヴィルトルの花屋、食べたくなるほどに素す晴ばらしい」

「どうしてお前の判断基準は腹に収めるか否いなかなんだ」

「失礼な、『食べてしまいたいくらい』というのはガーフィールド家の最高級の褒ほめ言葉だぞ」

「あぁ、そっちの意味か。お前が言うと本当に塩振ふって食べそうな気がする」

「馬ば鹿かを言うな。……あ、でもこの花は実際に塩を振って食べると美味おいしいんだ」

「やめろ食しよく欲よく基準で花を眺めるな」

「食べられる、食べられる、食べられない……頑がん張ばれば食べられる！」

「順に見ていかない！　……これ食べられるのか!?」

　そんな間の抜ぬけた会話を交かわしつつオデットとフィスターが店内を見て歩く。暢のん気きな二人に対してクルドアは忙せわしなくキョロキョロと周囲を見回し、時に見上げ時に覗のぞいてと花を吟ぎん味みしていた。随ずい分ぶんと真剣なのはもちろんセスラのことを考え少しでも喜んでほしいと思っているからだ。その光景はなんとも微笑ましく、花屋だというのに食欲を刺激されお腹なかが空すいてきたオデットもつい笑みを浮かべてしまう。

　だがしばらくするとクルドアが一点に視線を留め「バルステット公こう爵しやく」と小さく呟いた。

　オデットがクルドアの視線の先を追えば、確かに彼かの公爵の姿。己の召めし使つかいを脇わきに置き、大量の白薔ば薇らを店員に持たせて店内を見回している。だが彼もこちらの視線に気付いたようで、爽やかな笑みを浮かべて「やぁ」と声をかけてきた。

「やぁクルドア王子、貴方あなたもお忍しのびで買い物ですか？」

「は、はい……お忍びっていう感じはしませんけど」

　今一つ外出時に忍ぶといった感覚が分からず──なにせパルテアでは自由に歩き回れたのだ──クルドアが小首を傾かしげながらバルステットに返す。

　そうして彼の手元を見て息を吞のむのは、上質の白いレースに包まれた白い薔薇の花束を抱かかえているからだ。根本を結ぶリボンも白で徹てつ底ていされており、そこに記されている金色の文字がよく映はえている。

　眩まばゆさすら覚えかねないその白一色を一いち瞥べつし、バルステットが満足そうに頷いた。

　おまけに、

「貴方もセスラ王女にですか？　パルテアではどんな花束が主流なのか楽しみにしています」

　と去り際ぎわに一言残すのだ。

　そうしてバルステットが去った後を見届け、誰だれからともなく顔を見合わせた。

　彼の用意した花束は悔しいかな見事だ。ボリュームも十二分にあり、一本一本見み繕つくろったのだろうどの薔薇も劣おとることなく互たがいに喰くい合うことなく美しく咲さき誇っていた。セスラという女性に対しての色の選び方も合わさり、まさに文句のつけようが無い。それを美び丈じよう夫ふであるバルステットが渡わたすのだから、これに喜ばない女はいないだろう。

　今から慌あわてて対たい抗こうしたところで果たして匹ひつ敵てきする物が見繕えるのか……。

　そんな分の悪さを実感しているのかクルドアが溜息をつき、フィスターが気き遣づかうように彼に視線をやる。もっとも、そんな二人に対してオデットはといえば、

「ウツボカズラを持ってきてくれ！　あとムシトリスミレもありったけ！」

　と、バルステットに負けてなるものかと闘とう志しを瞳ひとみに宿して店員を呼びつけていた。

「やめろ、食虫植物で固めるな」

「あの花束に勝つにはインパクトが必要だ！　イキのいいのを見繕って奴の意表をつく！」

「完かん璧ぺきに目的を見失ってるな。クルドア王子、馬鹿は放ほうっておいて花を選びましょう」

「う、うん……」

　フィスターに促され、クルドアが再び店内を見回す。

　出鼻を挫くじかれ気落ちした表情は相変わらずだが、それでも花言葉や色合いを店員に尋たずねるあたり心までは折れていないのだろう。その健けな気げさに絆ほだされ、時にはフィスターもセスラの好みをアドバイスしてやる。

　ちなみにその間オデットはといえば、

「嚙かみつきそうなイキの良いのを！　こちらまで食われかねないぐらいに！」

「これはどうでしょう、酸の出し具合は群を抜いています！」

「よし、それをメインに据すえよう！」

　と、息のあった店員と恐きよう怖ふの花束作りに取りかかっていた。思いっきり当初の目的を見失っているが、生憎あいにくとそれを指し摘てきしてくれる者は居ない。




　そんな温度差が激しい店内で、

「……花、ではないですよね？」

　とフィスターが首を傾げたのは、クルドアが選んだ物が花ではなく鉢はち植うえだからだ。

　手の平にのる程度の小ささで、そのうえ芽も出ていない。何が植わっているのか記き載さいもなく、今の段階では誰が見ても只ただの鉢と土だ。華やかさも豪ごう華かさもなく、そもそも花ですらない。もちろん先さき程ほどのバルステットの見事な花束とは比べものにならないし、比べようにも物が違う。

　そんな鉢植えをどうするのかとフィスターが問うように視線を向ければ、言わんとしていることを察したのかクルドアが照れくさそうに苦く笑しようを浮かべた。

「僕が育てようと思って」

「クルドア王子が？　種からですか？」

「この花なら咲くのも早いはずだし。パルテアではよく庭師や農家の手伝いもしてたから、たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思う。僕が育てて、花が咲いたらそれをセスラ王女に……」

　説明している最中に恥はずかしくなったのか、ポッとクルドアの頰ほおが染まる。それでも「僕なりに考えたんだ」と訴うつたえるその健気さに、フィスターもまた柔やわらかく微笑ほほえんで「きっと喜ばれますよ」と返した。

　そうして一いつ瞬しゆん、僅わずかにだが瞳を細め、

「でも俺は、花よりも本当のことを打ち明けた方が……」

　と、呟つぶやくように口にした。本当に小さく、近くにいるクルドアですら聞き落としてしまいそうなほどに小さく。

「フィスター、今なにか言った？」

「いえ、何でもありません。さぁバカなアホは放って店員のところへ。あれは俺が回収しておきます」

「そのバカなアホはパルテアの誇りなんだけどね……」

　任せてください、と恭うやうやしく頭を下げるフィスターに、クルドアが一応だがオデットのフォローを入れつつ「よろしく」と頼たのんで店員のもとへと向かう。

　それを見届けたフィスターが穏おだやかな表情を一瞬にして冷ややかなものへと変え、

「おいバカでアホな間ま抜ぬけ、そろそろ帰るぞ」

　と声をかけた。もちろん、オデットにである。

　それを聞いたオデットが「誰が馬鹿でアホな間抜けか！」と喚わめくように反論してしまう。あぁ、ここで知らぬ存ぜぬを貫つらぬいていれば良かったのに、ついうっかりと反応してしまったのだ。これではまるで自分が馬鹿でアホな間抜けと自覚しているようではないか。──手元にある花束を見るにそろそろ自覚が必要な頃ころ合あいかもしれないが──

　とにかく、なんとも失礼な奴やつだとオデットが怒おこりつつもフィスターへと近づき……目の前に差し出された花にピタと足を止めた。

　一本の赤い薔薇。

　瑞みず々みずしい花びらがフワリと揺ゆれ、眼前に突きつけられれば甘い香かおりが微かすかに漂ただよう。

「……なにこれ」

「やる。この間のは貰もらいものだが、今回はちゃんと俺が買ったものだ」

　そうぶっきらぼうに告げられ、オデットが彼と花を交互に見やった。

　たった一本、それもリボンも巻かれておらず、目に付いたのを取って渡したようなものだ。

　それでも不思議とこの一輪が輝かがやいて見え、オデットが受け取ると共に改めてフィスターを見上げた。

「あ、ありがとうフィスター、すごく……本当に嬉うれしい」

「オディール……」

「でもフィスターには貰ってばかりだし、せめてこれを……」

　そうオデットが片手に持っていた花束を差し出す。

　言わずもがな先程完成したばかりの花束である。黒いリボンがより一層の雰ふん囲い気きを漂わせ、インパクトで言うならばバルステットの花束を凌りよう駕がする。……インパクトだけなら。

「私からの花束を貰ってくれないか？」

「いらない」

「水をやれば育つし、虫をやれば食べる。食いっぷりと消化液の出しっぷりが良いのを選んだんだ。愛めでてよし、食べさせてよし、最高傑けつ作さくだ」

「いらない、やめろ、近づけるな！」

「さぁ、クルドア様帰りましょう！」

「待てオディール！　この花束どうすれば……花束か!?　花束って言って良いのか!?」

　と、そんな騒そう々ぞうしさで三人は花屋を後にした。







[image: 第四章]




　五試合目、六試合目……と首しゆ尾びよく勝ち進んでいけばオデットの注目も更さらに上がる。──そしてペナルティも着実に増えているのだが、一ヶ月の余よ裕ゆうを見ているので臆おくするところではない──

　街を歩けば黄色い声が上がり、試合後には花束や差し入れ、熱い想おもいを書き留めた手紙なんぞも貰ってしまい、オディール・ガーフィールドとしての人生は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんである。……男としての人生なら、の話だが。

「勇ましく勇ゆう猛もうなオディール様……誰だれより男らしい、貴方あなたはまるで物語の英えい雄ゆうのよう……」

　そうブツブツと呟きながら、自室の机に座って貰った手紙を読み上げる。そこには美しい字と洒落しやれた言葉回しでオデットの勇ましさ男らしさが褒ほめ称たたえられ、ほんのりと押しつけがましくない程度に恋こい心ごころも匂におわせてくる。

　文面から漂う控ひかえ目な態度と品の良さ、便びん箋せんに使われている紙は手て触ざわりが良い上質のもの。おまけに封ふう蠟ろうときた。もしかしたら身分高い女性からなのかもしれない。渡わたされた時こそ数名の女性に囲まれて誰が誰だか分からぬ状じよう況きようだったが、流石さすがにこれは無下にできそうもない。

「わぁい逆玉の輿こしだぁ！」と思わず呟いてしまう。泣きたい。

　だがここで泣いたところでどうにかなるわけでもなく、相応の身分の女性かもしれないのならば返事を書かないわけにもいかず、仕方ないとオデットが机の引き出しから便箋を取り出そうとし……コンコンと室内に響ひびいたノック音に手を止めた。

　いったい誰かと疑問を抱いだきつつ扉とびらを開ければ、そこに居たのはクルドアとフィスター。

「オディール……あの、今いいかな」

　とクルドアはどこか気まずそうな表情を浮うかべ、対してフィスターは、

「やぁオディール、部屋に入れてくれないか？」

　と相変わらず胡う散さん臭くささしかないキラキラスマイルを浮かべていた。

　極きよく端たんとさえ言える二人の態度に、思わずオデットが数秒固まり……クルドアだけを部屋に招き入れて扉を閉めた。当然フィスターの鼻先で扉を閉めることになるのだが、一いつ切さい気き遣づかうことなく威い勢せいよくついでに鍵かぎも閉める。

　ガチャン！　という豪ごう快かいな施せ錠じよう音は人間の言葉にすると「おかえりください！」である。

「オディール、まだフィスターが……」

「気を付けてくださいクルドア様、やつがあの表情を浮かべているときは油断できません！」

「う、うん……物もの凄すごい勢いで扉叩たたいてるけど良いの？」

　警けい戒かいの色を見せつつ部屋の中へと案内するオデットに、クルドアが促うながされつつどうしたものかとキョロキョロと視線を往復させる。

　だがしばらくすると扉を叩く音が止やみ、不安げに眺ながめていたクルドアがホッと安あん堵どの表情を浮かべた。

「諦あきらめてくれたみたいだね」

　そう話しながらクルドアがオデットの部屋へと入り……窓の外、ベランダを渡ってこちらにやってくるフィスターの姿に硬こう直ちよくした。

「オ、オデット、フィスターがベランダから……」

「ちっ、やっぱり来たか。仕方ない」

　しつこい男だ、と舌打ちしながらオデットが窓へと向かう。既すでにフィスターは隣りん室しつである自室のベランダから移動を終え、閉め切った窓を前に拳こぶしを握にぎりしめていた。もちろんそれが「開けないと割るぞ」と訴うつたえているのは言うまでもなく、彼の瞳ひとみを見るに本気と分かる。

　それを見てオデットが渋しぶ々しぶと窓を開けてやる。その際に交かわされる「不法侵しん入にゆう者め」「窓割ってやろうか」という応おう酬しゆうは二人なりの「いらっしゃい」「邪じや魔まするぞ」という意味なのだが、あいにくとクルドアはそれを知らずキョトンと目を丸くさせてそのやりとりを眺めていた。

　ここにデンがいれば相変わらずだと笑い飛ばしただろうに。──止めはしないだろうが──

　そうして様式美染じみたやりとりを終えて部屋に三人が揃そろい、テーブルに着くと共に改めてオデットがいったい何の用事だと首を傾かしげた。

　そもそも、クルドアとフィスターが揃って部屋を訪おとずれること自体が不思議でしかない。趣しゆ味みが合うらしく本の貸し借りをしたりと他ほかの騎き士しに比べれば親しくしているようだが、それでも片や一国の王子であり王女の婚こん約やく者候補、片や一いつ介かいの騎士。それが揃って部屋を訪れるとなれば、よっぽどの用事と考えて良いだろう。

　それもフィスターが話を始めたことでクルドアが僅わずかに表情に不安げな色を浮かべたのだ。つられるようにオデットも眉まゆを顰ひそめれば「オディール、これ……」とクルドアが一通の手紙を差し出してきた。

　見覚えのある封ふう筒とうだ。白く飾かざり気のない簡素な代しろ物もので、紙質もそうたいしたものではないと見てわかる。封蠟に刻まれている家か紋もんは……ガーフィールド家の家紋。

　もしやとオデットが受け取れば、案の定差出人の名前は『オデット・ガーフィールド』言わずもがな故郷の兄からの手紙である。正確に言うのであれば『妹を装よそおっている兄』からの手紙。

「さっき急ぎで届けられたんだ。普ふ段だんから密にやりとりをしているのに急ぎだから、何かあったのかと思ってな」

「そ、そうか。わざわざ届けてくれたんだな。ありがとう」

　そう笑いつつ誤ご魔ま化かすように視線を手紙から外す。もっとも、フィスターの言わんとしていることがそれだけでは無いことぐらいオデットとて分かっている。

　それでも取り繕つくろうように礼を告げれば、そんなオデットの心情が分かっているのだろう彼の口角が僅かに上がった。そうして告げられる、

「もし差し支つかえ無ければ、俺にも読ませてもらえないか？」

　という言葉に、オデットがやはりと心の中で舌打ちをした。油断していた、まさか手紙に目を付けるとは……。

　だがここで動どう揺ようしてなるものかと己おのれを叱しつ咤たし冷静を装よそおい、さも不思議そうに「読みたいのか？」と尋たずね返してみた。手紙を握りしめたくなるのを誤魔化すためにティーカップへと手を伸のばし、震ふるえる手に気付かれないようにと一口飲む。先さき程ほどまで美味おいしく淹いれられたと内心で誇ほこっていたはずの紅茶が不思議と今は何の味もしない。それどころか、どれだけ飲んでも喉のどが渇かわくのだ。

「急ってことは何か大事があったかもしれないだろ。もし何かあったなら俺も力になれるかもしれない。特に大事でなくても、パルテアの文化を知る良い機会だしな」

「でも、家族の手紙だし……」

「だから『何も差し支えが無ければ』で構わないさ」

　念を押すようなフィスターの口調は穏おだやかで、爽さわやかに笑ってこそいるが暗に「理由があって見せられないのだろう」と問い詰つめているようなものだ。

　といっても家族からの手紙なのだからオデットに開示の義務はないし、理由をつけて断ることも出来る。……が、上手うまく理由をつけなければフィスターに更に疑われるだろう。無む闇やみに隠かくせばパルテアと通じて良からぬことを企たくらんでいると取られる可能性もある。

　セスラからの信しん頼らいが厚く、騎士としての実力も周囲から認められている彼に下手へたな容疑を掛かけられれば手紙の開示どころではないだろう。

　万ばん事じ休きゆうすか……と、オデットが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような気分で、それでもなんとか冷静を取り繕いながら手紙を開いた。まずは自分が読むからと時間稼かせぎをするものの、一度でも「女」と、それどころか「オデット」と書かれていたら終わりだ。家族からの手紙ともなれば書き間ま違ちがいだの誤解だのと誤魔化す術すべもない。

　緊きん張ちようで胸が痛むのを感じながら、それでもゆっくりと書かれている文面に目を通し……。

「フィスター、読んでいいよ」

　と、項うな垂だれ意い気き消しよう沈ちんとした声こわ色いろで手紙を差し出した。

「どうしたオディール」

「なんでもない……なんでもないから読んでいいよ」

「そうか……？」

　それなら、とフィスターが便箋を受け取る。

　オデットのこの反応にクルドアも疑問を抱いたのだろう、不安そうに眉まゆ尻じりを下げていたのを不思議そうな色合いに変え、フィスターの隣となりに椅い子すをずらすと並ぶように手紙を覗のぞき込んだ。




『愛する兄妹きようだいへ

　ヴィルトルでの生活はどうですか？　何か困ったことはありませんか？

　愛する家族が孤こ独どくを感じていないか、辛つらい目にあっていないか皆みないつも心配しています。

　ところで話は変わりますが、ヴィルトルには洋服はもちろん化け粧しよう品もさぞ多いことでしょう。

　パルテアに入ってくる化粧品と言えばどれも似たり寄ったり面おも白しろ味がなく、毎日同じ色の口紅では飽あきを感じてしまいます。

　先日頼たのんだスカートと一いつ緒しよに色合いの良い口紅も送ってもらえませんでしょうか。

　急にこのような我が儘ままを言って困らせてしまうと思いつつ早く着き飾かざりたいと急せかしてしまう、このお洒落しやれ心を理解してくれたらと思います。

　では、健康に気を付けてヴィルトルで頑がん張ばってください。　　　愛する兄妹より』




「妹か」

　とは、読み終えたフィスター。

　どうやらセスラからパルテアにいる『オディールの妹』の話を聞いていたらしく、文面を読んで大国に勤める兄に化粧品を強請ねだる──それも急ぐあたり少し我が儘な──妹からの手紙と取ったのだろう、読み返すこともせず便びん箋せんを封筒にしまうとテーブルに戻もどした。

「うん、妹だ……妹、なんだ……」

　手紙を受け取りつつオデットが呟つぶやく。

　なんとか窮きゆう地ちを脱だつしたというのに今一つ喜べないのだ。理由なんて分かり切っているのだが、それを踏ふまえても受け止められず、手紙に視線を向けることさえ躊躇ためらわれる。

　項垂れるオデットを『妹に振ふり回され苦労する兄』と解かい釈しやくしたのか、フィスターが「兄妹ってのは大変だな」と労ねぎらいの声を掛けてきた。確かに兄妹は大変である……姉妹になりかねない程にだ。

　そんな葛かつ藤とうの最中にあるオデットだったが、フィスターが名前を呼ぶと徐おもむろに頭を下げたことで思わず目を丸くさせて彼を見た。

「フィスター？」

「すまなかった。俺なりに考えがあってのことだったが……押しかけて手紙を読ませろなんて失礼にも程があるよな。申し訳なかった、許してほしい」

　素す直なおに謝罪をしてくるフィスターに、オデットが小さく溜ため息いきをもらすと肩かたを竦すくめた。

「いいよ、別に。何か知らないけど考えがあってのことなんだろ」

「……オディール」

　顔を上げたフィスターが僅かに安堵の色を見せる。

　それに対してオデットは柔やわらかく微笑ほほえみ、

「なに気にするな、ただ私が大会に優勝したあかつきにはスカートにくわえて口紅も施ほどこしてもらうけどな！」

　と告げた。おまけに「どの色にしようか」と質問までしてみれば、それを受けたフィスターの頰ほおがヒクと引きつったのが見て分かる。

「全力で恨うらんでるな」

「安心しろ、似合う色を選んでやる」

「言ってろ。優勝するのは俺だ、その時には尻尾しつぽ摑つかんでやる」

「なんだったらドレスでも良いからな。好みのドレスがあれば遠えん慮りよせず言ってくれ」

「素直に自白すればヴィルトルに残れるよう執とり成してやるが、我を通すなら輸送箱に詰めて強制送そう還かんしてやる」

　先程の和解の空気もどこへやら、一いつ瞬しゆんにしてなんとも言い難がたい火花を散らし合う二人に、クルドアが溜息をつきつつ、

「どっちもどっちだね」

　と呟いて紅茶に口をつけた。







　そうしてセスラとお茶をする予定だと言うクルドアを見送り、フィスターをベランダから追い出し、オデットが深く溜息をついた。

　ひとまず難は去った……と、思う。多分。とりあえず『オディール偽ぎ装そう』についての難は去った。代わりにガーフィールド家の問題が進展しつつある気がするのだが、それはとりあえず置いておく。毎度手紙の書き出しと締しめ──というより本題以外──が使いまわしなことも気になるが、それもさて置く。……さて置かなきゃやってられない。

「でも、フィスターはやっぱり気付いてるよな……」

　そう呟きつつ、手紙を机の引き出しにしまい込んでベッドの枕まくら元もとへと視線を向けた。

　水を入れたコップに一輪挿された赤い薔ば薇ら……。グレイドルから貰もらった花束は花か瓶びんに挿さして棚たなに飾かざったのだが、この一輪だけは不思議とその中に入れる気にならず枕元に置いたのだ。

　眠ねむる前と起きた時、一番に目に入る場所……。

　この部屋の一等地だと、そう話しかけつつチョイと軽く花びらを突ついて揺ゆらした。

　フィスターは気付いている。気付いた上で正体を暴あばこうとしている。だが素直に認めれば上手く執り成してやるとも言っていた。それは自白を誘さそう甘かん言げんでもなく彼の本心、きっと素直に頼たよれば力になってくれるだろう。

　性格は悪いが、それでも悪い奴やつではないのだ。意地悪で皮肉屋だがけして気分を害するものではなく、むしろ最近のオデットはそんな皮肉屋なところも彼の魅み力りよくの一つだと感じ始めていた。

　正直に言えば、彼との暴言の応おう酬しゆうは楽しくさえあった。時折痛いところを突かれるもその時の彼の悪戯いたずら気な笑えみは好ましく、仕返しに成功して彼がしてやられたと表情を渋しぶくするのを見るのもまた楽しい。お互たがいに辛しん辣らつな一いち撃げきを加えあっても、それでも楽しさが勝って苦く笑しようを浮うかべあうのが常になっていた。

　仲は悪くない。いや、きっと仲が良いと言えるほどだ。

　彼を信じて打ち明ければパルテアの危機なんて事態も避さけられるだろう。セスラに関しても今の関係とフィスターの執り成しがあれば悪いようにはなるまい。自分のことも配はい慮りよしてくれるだろう。

　だけど……、

『ヴィルトルでは女性騎士は認められていない』

　以前に聞いた父の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえり、オデットが深く溜息をつく。

　父の言う通りヴィルトルには女性の騎士は一人としておらず、それどころか女性は淑しとやかであってこそという考えがあるくらいなのだ。剣けんを持って戦う女性がいるなど考えもしないだろう。それほどまでに凝こり固まった考えがヴィルトルには根深く染しみついているのだ。

　全すべてを明かせば本物のオディールを呼んでオデットはパルテアに戻されるかもしれない。ヴィルトル滞たい在ざいを許されても、きっと騎士としては認められないだろう。この土地の女性としての生活を送ることになるはずだ。願えば侍じ女じよとしてクルドアのそばに居られるかもしれないが……。

「だけど、私は騎士としてお前の隣に立っていたいんだよ、フィスター……」

　溜息交じりに呟き、オデットが再び花びらを突っついた。
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　そんなオデットの心情もお構いなしと大会は続き、七試合、八試合目……と次々と勝ち進んでいく。もちろん、フィスターもだ。

「むぅ、やっぱり強いなぁ……」

　飾られるトーナメント表を眺ながめ、見せつけるように一人名前を進めるフィスターの名にオデットが呻うめくように呟く。

　彼の戦いはまさに騎士といった軽かろやかさで、それでいて一いち撃げき一いち撃げきに込められる威い力りよくは強い。涼すずやかな表情ながらに容よう赦しやも隙すきも無いその動きは見ている者も固かた唾ずを吞むほどだ。今年もまたフィスターが優勝か、と、そんな外野の言葉をオデットは何度も聞いている。

　それほどまでなのだ、そして自分が出場していなければオデットも彼の優勝を確信していただろう。

「だけど勝たなきゃ……。勝ってクルドア様とセスラ様にひと時の自由を！」

　そう決意を改めて賑にぎわう街中へと進んだ。




　時に女性達から声せい援えんを受け、時に「ペナルティ王オディールだ」と不ふ名めい誉よなことを言われ、それでもパルテアにはない賑やかさに徐じよ々じよに悩なやみも晴れていく。──世間から「ペナルティ王」という不名誉極きわまりない名で呼ばれているという新たな悩みも発生しているのだが──

　そんな中、並ぶ店のショーウィンドウに飾られたスカートに目を奪うばわれてオデットが足を止めた。

　白地にオフホワイトのレースを上から覆おおったスカートはガラス越ごしでさえ気品を感じさせ、対して隣となりに並べて飾られている花はな柄がらのスカートは小花を全面にあしらって眩まばゆい明るさを見る者に与あたえる。対極的なそのスカートはどちらも甲こう乙おつつけがたいほどに愛らしく華はなやかで引きつけられてしまう。

　窓越しに店内を窺うかがえば華やかな内装に年とし頃ごろの女性達が集つどっている。服に限らず小物も売っているようで、背を伸のばしてより奥を覗のぞけば、化け粧しよう品が並べられているのも見えた。

　ふと、オデットの脳裏に兄の顔が浮かぶ。──今いま頃ごろどうなっているのか定さだかではないが、それでもオデットの中で思い浮かぶ兄はまだ兄の姿であった──

「これは故郷に居る妹に贈おくる物。我が儘ままで可愛かわいい妹に贈る物……」

　そう自分に言い聞かせ、滲にじみ始める視界を拭ぬぐい、オデットは店の扉とびらに手を掛かけた。




　カラン、と扉の上部につけられた鈴すずが高い音をあげる。

　それと同時に店員と店内に居た女性客たちが出入り口へと視線を向け……誰だれもがポッと頰を染めた。一部からは黄色い声も聞こえてくる。

　外装もショーウィンドウも全て女性をターゲットにした店だけに店内は女性しかおらず、そこに騎士が入ってくれば店内がざわつくのも当然だ。それも大会を勝ち進んでいる注目の騎士ならば尚なお更さら。女性客たちが一いつ斉せいにソワソワと落ち着きを無くし、店員すらも頰ほおを染め、チラと鏡で髪かみ形がたを確かく認にんすると特上の笑顔と猫ねこなで声でオデットへと近付いてきた。

「いらっしゃいませ。何かお探しでしょうか？」

「店先に並んでいるスカートを貰いたい。……妹に、故郷の妹に贈るんだ」

「はい。今ご用意いたします」

「うん、妹への贈り物だから。妹用に包んでほしい」

「い、妹様ですね……綺き麗れいにお包みいたします」

　念を押すように「妹」を繰くり返すオデットを不思議そうに眺め、それでも店員が深く頭を下げると店の奥へと去っていく。

　新品を持ってきてくれるのだろう、それを見送りオデットが店内を見て回った。

　そうしてスカートともう一つの目的である化粧品コーナーで足を止める。予想通り鮮あざやかな色合いの化粧品が並び、まるで絵師のパレットのようではないか。

　カラーバリエーションどころか化粧品もろくになかったパルテアでは考えられないその光景は年頃の少女としては胸が高鳴りそうなものなのだが、来店理由が来店理由なだけに素す直なおに瞳ひとみを輝かがやかせても居られない。むしろ「こんな選せん択たく肢しの多さは望んでなかった！」と心の中で咽むせび泣く。

　もちろん、この中から兄へ贈る口紅を選ばなければならないからだ。……妹ではなく、兄へ。

　一色一色を手に取り記き憶おくの中の兄に重ねれば、苦行！　と思わず叫さけびたくなってしまう。ヴィルトルに来て一番苦痛と感じられる時間だ、チリチリと腹が痛くなってくる。いや、痛みを訴うつたえているのは胃か。

　それでもなんとか二色まで候補をしぼったのは、さすがオデット・ガーフィールドと言えるだろう。いかにストレスで胃の痛みを感じ目め頭がしらが熱くなっていたとしても、ガーフィールド家の者は一度やると決めたことはやり通すのだ。……もっとも、オデットを窮きゆう地ちに立たせているのもまたガーフィールド家の者なのだが。

　そうして改めて二色の口紅を眺める。片や鮮やかな赤、片や柔やわらかなピンク。前者はパルテアにもないほどの色いろ濃こさと目を奪う発色の良さが魅力で、後者はその柔らかな色合いが愛らしさを感じさせる。これが本当に兄ではなく妹への贈り物であったなら、迷わずどちらも買ってプレゼントしたくなるほどに甲乙つけがたい。

　しかし相手は兄だ。二本両方など奮発する気はない。というか一本たりとも贈りたくない。それでも選ばないわけにはいかず、オデットが真しん剣けんな眼まな差ざしで二本の口紅を見比べた。




　さて、どちらがお兄様に似合うか……どっちも似合って堪たまるか！




　と心の中で喚わめきつつ、二色の口紅を手にして唸うなること数分。よし！　とオデットが視線を向けたのは真っ赤な口紅。ガーフィールド家の赤あか髪がみにも負けぬその色はきっと兄にもよく似合うことだろう。兄の形良い唇くちびるを鮮やかに彩いろどり、スカートを纏まとった兄をよりいっそう魅み力りよく的てきにしてくれるはずだ。セスラから貰もらった真っ白なイヤリングとも対極的な色合いで映はえることだろう……想像すると色々なものが込み上げてくるのでけっして想像はしないが。

　思わず滲みかける視界をそれでもグッと堪こらえ、真っ赤な口紅を手に会計すべく店員に声を掛けようとし……、

「赤はやめておけ、こっちの方が良い」

　と、手元の口紅をヒョイと奪われた。それどころかまるで交こう換かんとでも言いたげに手の中に別の色の口紅が押し込められる。

　淡あわいピンク。塗ぬってもほんのりと色が付くぐらいだろう。

　いったい何だとオデットが顔を上げれば、真っ赤な口紅を棚たなに戻もどす……フィスターの姿。

「なに勝手に決めてるんだ」

「赤は色が強すぎる。ピンクの方が似合う」

　そう断言され、オデットが小さく息を吞のんだ。

　似合うというのは誰を想定しているのか。もしかして……とオデットの胸が高鳴るが、次の瞬しゆん間かんフルと小さく頭を振ふり彼が棚に戻した口紅を再び手に取った。

「だ、誰が使うか知らないくせに。なにが似合うだ」

「誰が使うか……もしもそれが俺の知っている人物なら、ゴテゴテと濃こい化粧をしなくて薄うすい色を付けるだけで十分だ」

「そうか、だが生憎あいにくと故郷の妹オデットには赤が似合うんだ。残念だったな」

「ふぅん……ならピンクも一いつ緒しよに買っておいたらどうだ」

「なんのために！」

　しつこいぞ、とオデットがフィスターを睨にらみつける。

　軽い鎌かまかけのつもりなのだろうか、フィスターがチラと口紅を見て「そうか」とだけ呟つぶやいてピンクの口紅を棚に戻す。

「それで、私は故郷の可愛い妹オデットに口紅を買っていたけど、お前はどうしたんだ？　なんでこの店に……」

　何の用があるのかと尋たずねようとし、オデットがはたと気付いて周囲を見回した。

　女性向けの店だけあり店内は可愛らしい服や小物に溢あふれており、もちろんだがスカートも口紅もある。というよりオデットがそれ目的で入店したのだ。

　そんな店内とフィスターを見比べ、オデットがフッと柔らかく微笑ほほえんで彼の肩かたを叩たたいた。

「良い心構えだ」

「別にお前に負けた時のためにスカートと口紅を買いに来たわけじゃない」

「フィスターならあのハイウエストの花柄が良いかな。口紅は抑おさえた赤で」

「やめろ選ぶな！　お前の姿が見えたから入ってきただけだ！」

　不満げにフィスターが答える。──その際に片手を軽く払はらうのは、困こん惑わくしつつもハイウエストの花柄スカートを持って来ようとする店員を追い返すためである──

　だが現に彼の言う通りなのだろう、落ち着きなく周囲を見回す様はいかにも居い心地ごこちが悪そうで、「咄とつ嗟さに入ってしまったがバツが悪い」と言いたげである。

　それもそのはず、男だらけの騎き士し寮りようで生活している彼にとって女性向けかつ女性しかいないこの店は未知の領域なのだ。「オディール様に続いてフィスター様まで、どうしてこのお店に？」と不思議がりつつ熱い視線を送ってくる女性達に愛あい想そよく微笑んでいるが、それもどこかぎこちない。

　うっかり入店してしまったが居心地が悪い、かといって買うものなど無い、だけど店を出るタイミングも分からない……そんな袋ふくろ小路こうじ状態なのだろう、女性達の視線に応こたえながらチラチラと店の出入り口を見ている姿はまさに借りてきた猫だ。

　なんだか可愛かわいい、とオデットが小さく笑えみを零こぼす。彼らしからぬ今の落ち着きのなさ、それも理由が自分をおちょくるために入店したというのだからこれにはオデットの笑みが更さらに深まり、普ふ段だんの悪戯いたずら心とはまた違ちがった温かな感情が胸に湧わいてくる。

　仕方ないから助け舟ぶねを出してやろう、上じよう機き嫌げんでそんなことを考え、クイとフィスターの袖そでを引っ張った。

「妹に贈おくるスカートを包んで貰っているんだ、それが終わったら店を出て何か食べに行こう」

「あ、あぁそうだな」

　ぎこちなく周囲を見回すフィスターに『オデットの買い物を待つ』という大義名分を与あたえてやる。彼もそれを察したのだろう安あん堵どし、「待ってる」と素直に頷うなずいてきた。

　どれだけ居心地が悪かったのか、その分かりやすい反応は彼らしくなくそれでいて可愛らしく、オデットがクツクツと笑いながら綺麗に包装された商品を受け取り、安堵の表情を浮うかべて付いてくるフィスターを連れて店を後にした。




　二人で賑にぎわう街中を歩き、芳ばしい香かおりを漂ただよわせる屋台に引き寄せられて食事を買う。

　せっかく天気が良いのだからと近くにある広場まで足を運べば、喉のどかな日中だけあってか健康的な賑わいを見せていた。暖かな日差しが差し込み心地よい風が吹ふき抜ぬけ、楽しげな声があちこちから聞こえてくる。木こ陰かげでは女性達が話に花を咲さかせ、気持ちよさそうに日の光を浴びて老夫ふう婦ふがゆっくりと道を歩けばその横を子供が楽しげに駆かけ抜けていく。なんとも平和な光景である。

　そんな広場の一角、空いているベンチに腰こし掛かけフィスターが深く息を吐はいた。ようやく女の園そのから脱だつ出しゆつできたとでも言いたげなその様子にオデットが耐たえきれずに笑い出す……が、真っ赤な香こう辛しん料りようの小こ袋ぶくろをわざとらしく見せつけられて慌あわてて笑みを引っ込めた。

「それ以上笑うならこれを掛かけるぞ」とフィスターの目が訴えている。なんて恐おそろしい脅おどしだろうか。あれは間ま違ちがいなく辛からいとオデットの脳内で警告音が鳴り響ひびき、冗じよう談だんだと取り繕つくろうように謝罪の言葉を口にした。

　そんなやりとりを交かわしつつ、屋台特有の素そ朴ぼくながら親しみのある食事を堪たん能のうする。




「バルステット公こう爵しやくをどう思う」

　とは、食事も終わり食後の一服と言わんばかりに優ゆう雅がにお茶を飲んでいたフィスター。

　問われ、オデットもまた最後の一口を飲み込んでお茶に手を伸のばしつつ彼を見つめた。真っ直すぐ前を向く彼の瞳ひとみに茶ちや化かすような色は無く、真剣に返事を求めているのだと分かる。だからこそオデットも彼の顔色を窺うかがうことはせず、倣ならうように同じ方向へと視線を向けた。

　数名の女性がテーブルを囲み楽しげに話をしている。そのうちの一人がこちらに気付くとはにかんで会え釈しやくをしてきた。つられて片手を上げて返せば他ほかの女性達も気付き、レストランや先さき程ほどの店同様に黄色い声が上がる。

「バルステット公爵はよくセスラ様を褒ほめてるな。薄ら寒い言葉をよくもまぁポンポンと吐けるもんだと感心するよ」

「白雪の姫ひめ君ぎみか」

「そう、それ。私は手を振るだけで精一杯だ」

　あれほど恥はずかしい台詞せりふを並べ立てて褒めるなんて出来ない、そうオデットが苦く笑しようを浮かべればフィスターもまた肩を竦すくめて「俺もだ」と続けた。

　バルステットは口が達者で、とりわけセスラに対する褒め言葉は聞いているオデットが舌を巻く程である。フィスターのあげた『白雪の姫君』をはじめ新雪だの雪の妖よう精せいだの、彼女の白い肌はだと銀の髪を雪に喩たとえて褒めそやすのだ。先日の白一色の薔ば薇らを渡わたす時もさぞや褒めちぎりキザったらしい言葉を紡つむいだのだろう。

　直球勝負主義のオデットからしてみれば胸焼けしそうなものだが、それでも彼の達者な語ご彙い力は見事だと思う。

　……だけど、

「でも、セスラ様はそれを喜んでるのかな」

　そうポツリとオデットが呟けば、真意を問うようにフィスターが視線を向けてきた。




　どんなに美しく着き飾かざった言葉でも、どんなに詩的で耳当たりの良い言葉でも、本人の胸に届かなければ意味がなく、むしろ過か剰じような賛辞は時として重荷になりかねない。

　とりわけセスラはクルドアに対して好意を抱いだいているのだ。想おもい人の前で別の男が自分を褒めそやしてくる……初はつ恋こいもまだなオデットでさえその状じよう況きようが好ましくないのは分かる。

　それでもセスラはヴィルトルの王女として拒きよ否ひするわけにもいかず、クルドアの前で微笑んでバルステットに感謝をしなくてはならない。一人の少女が置かれた環かん境きようとして考えれば、それならいっそ褒めないでくれと思っていてもおかしくないだろう。

「バルステット公爵はセスラ様のことを褒めてはいるけど、本当に彼女のことを考えて言ってるのかな」

「セスラ王女のことを……」

「結局のところ相手に気持ちが届かなきゃ意味がないだろ。でもバルステット公爵の褒め言葉は独り善がりで押し付けているようにしか思えない。……それに」

　言いかけ、オデットが言葉を濁にごす。

　それに対してフィスターが問うように「それに？」とオウム返しで尋ねてくるが、オデットは言って良いものかどうか眉まゆを顰ひそめた。

　だがフィスターの視線はジッとこちらを見つめて先を促うながしてくる。これは誤ご魔ま化かしようもなく、そして胸の内で「フィスターになら話しても平気だ」と考えが浮かぶのだ。

　いったいいつの間に彼をここまで信しん頼らいしていたんだろう……そう考えつつオデットがゆっくりと口を開いた。

「以前にクルドア様が話してくださったんだが……いいか、誰だれにも言うなよ」

「分かった、誓ちかって誰にも言わない」

「デンにも話したら駄だ目めだからな」

「あいつに話すのはここで大声で叫さけぶようなもんだ」

「確かに。あと、食虫植物にも話すなよ」

「分かった」

「あ、やっぱり話しかけてたな！　たまに壁かべ越ごしに話し声が聞こえてくるからまさかと思ってたんだ！」

「ぐっ……なんて巧たくみな誘ゆう導どう。特にウツボカズラは口があるから話しかけやすくて……じゃなくて、いいかげん本題を話せ！」

　フィスターに咎とがめられオデットが悪戯気に舌を出す。

　だが次いで深く息を吐くと、思い出すように話し出した。




　クルドアの部屋で話をしていたあの日、「もう一つ気になることがある」と彼が話した内容。それこそまさにバルステットとセスラのことである。

　バルステットがセスラを褒めるたび彼女は微笑ほほえんで礼を告げるが、その表情も声こわ色いろも弾はずむような色は無く、時には眉まゆ尻じりを下げている。照れ隠かくしとも考えられず、少なくともクルドアには喜んでいるようには見えないのだという。

　だがそれは真っ直ぐに感情をやりとりするパルテアで育ったクルドアの主観でしかなく、ヴィルトルでは感情を抑おさえるのが上に立つ者のマナーなのかもしれない……と、そう語るクルドアの表情は見ていて心苦しいものだった。もっともオデットも同じくパルテアで育った身、喜ばしい褒め言葉を貰もらえば嬉うれしいと、そう真っ直ぐな感情を隠すことなく返すことを良しとしており、彼が抱く疑問に答えを出してやれることが出来ずにいた。

　それでもせめてとバルステットとセスラに注視していれば、確かにセスラの反応はどこか薄うすい。他の女性達はバルステットはおろかオデットをはじめとする騎き士しに対してだって何かあれば黄色い声をあげ、応こたえるように手を振ふれば分かりやすく歓かん喜きしてくれるのだ。それを思えばバルステットに向けるセスラの微笑みは落ち着きすぎて、感謝の言葉も上品でありつつもそこに感情の起き伏ふくは見られない。心ここにあらずと言ってもいいぐらいなのだ。




　そうオデットが話せば、フィスターが「そうか」と小さく返した。だが続く言葉は無く、考え込むような彼の表情に口を挟はさむ気にならず、オデットもまた目の前の長閑のどかな光景を眺ながめる。

　そうしてしばらく沈ちん黙もくが続き……フワと大きな欠伸あくびをした。







「……ん？」

　考え事をしていたフィスターがはたと我に返ったのは、右みぎ肩かたに重みを感じたからだ。見ればオデットが頭を乗せてきている。

　赤い髪かみがハラリと揺ゆれ、薄く開かれた唇くちびるからはスゥと軽かろやかな呼吸が漏もれる。紫むらさき色いろの瞳も今は閉じられ、長い睫まつ毛げが目元に影かげを落とす。

「……食べた後は眠ねむる、本能のままに生きすぎだろ」

　そうフィスターが思わず悪態をつく。だがオデットを起こすことはせず、重いと振り払はらうこともしない。それどころか起こさないようにと気をつけながら鞄かばんから本を取り出してそっとページを捲めくった。

　そうして読み進めることしばらく、フィスターの肩に頭どころか体を預けていたオデットがモゾと動きだした。

　ようやく起きたか、とフィスターが小さく溜ため息いきをつく。だが一いつ瞬しゆん動いたオデットは彼の肩に頭を預けたまま、その後動く様子は無く再びスゥと軽い寝ね息いきをたてはじめた。ただ寝ね心地ごこちを直しただけなのだ。そのあまりの熟じゆく睡すい具合にフィスターが苦笑を浮うかべる。そうして本へと視線を落とすのは、もうしばらく肩を貸してやってもいいかと思えてきたからだ。

　起きたら辛しん辣らつな一言を見み舞まってやろう、寝ぼけて馬ば鹿かなことを言えばなお好都合、もしくは間ま抜ぬけな寝言でも呟つぶやいてくれないものか……そんなことを考えれば自然と笑えみが浮かぶ。
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　セスラに対する隠し事こそ暴あばこうとしているが、フィスターもまたオデットに対して友好的な感情を抱いていた。些いささか──というよりだいぶ──猪ちよ突とつ猛もう進しん気味なところもあるが騎士としての才能もあり、クルドアに対してはもちろんセスラにも両陛下にも敬意を払っている。きちんと対応するときはその見目の良さと相まって精せい悍かんな騎士にすら見えるのだ。

　田舎いなか者と馬鹿にしてはいるが悪意があってのことでもなく、むしろパルテアの考えには感心と興味すら抱いていた。凝こり固まったヴィルトルの考えとは違ちがい、自由で気高くすら思える。

　なにより、クルドアから聞いたオデットの肩の傷の話だ。己おのれが負傷をした際にそれでも他者を気き遣づかえる者はそう居おらず、それも騎士として信じてくれとクルドアに微笑んだというではないか。同じ騎士としてその行動には尊敬を抱き、素す直なおに告げるのは癪しやくだが一目置いているとさえ言って良い。

　クルドアに対しても同様で、幼いながらに知識と成長への意い欲よくがあり、なによりセスラの異変に気付くほど彼女のことを見てくれている彼に対して純じゆん粋すいな好意を抱いていた。

　出会いとして考えればこれ以上のものはない。だからこそ、婚約に拘こだわらずに真実を打ち明けてほしいと思えるのだ。陛下や王女に説明や執とり成しが必要というのであれば、喜んでその役を買って出よう。

「オディール、俺は暴くんじゃなくてお前の口から本当のことを……」

　そう言いかけ、フィスターが言葉を飲み込んだ。

　肩を貸しているオデットがモゾモゾと動きだし、それどころか小さく名前を呼んだのだ。

「フィスター」

　と。その声に、その言葉に、フィスターがオデットの顔を覗のぞく。

　瞳ひとみはまだ閉じられており、寝ているのは間ま違ちがいない。先さき程ほど聞こえてきた声だって吐と息いきのように微かすかなものだったのだ。

「……オディール？」

「ん……フィス、ター」

「俺の夢を見ているのか？」

「フィス…タ…ん、フィスター……す」

　何かを言いかけ、オデットがムニャと口を噤つぐむ。

　だが言いかけた言葉の出だしは間違いなく「す」で、その後に続く言葉を考えてフィスターがまさかと小さく息を吞のんだ。

　その僅わずかな振しん動どうを受け、オデットが再びムニャムニャと声をあげはじめる。

「……オディール」

「フィスター……す……す」

「オディール、お前が全すべてを打ち明けてくれるなら、俺は……！」

「す、スカートがよくお似合いで……」

「起きろ、馬鹿」

「やはりお前にはミニが……ガ、ガーターベルト、だと……!?」

「気色の悪い夢を見るな、起きろ！」

　声を荒あららげ、それだけでは足らないとフィスターがオデットの頭を容よう赦しやなく叩たたいた。それによりハッと目を覚ましたオデットの第一声は酷ひどく真しん剣けんみを帯びた、

「ガーターベルトはやりすぎだと思う」

　というもので、それを聞いたフィスターが再び容赦のない追つい撃げきを放った。







「もう少し優やさしく起こしてくれてもいいと思うんだけど」

「まともな夢を見てたらそうしてやっても良かったんだがな」

「夢の中ではあんなにノリノリでスカートを翻ひるがえして……痛い！」

　強制終しゆう了りようと言わんばかりに右足を思いっきり踏ふまれ、オデットが悲鳴をあげる。

　転うたた寝から起きればどういうわけかフィスターの機き嫌げんが悪く、普ふ段だんの悪態だけに留とどまらず暴力行こう為いまで繰くり出してくるのだ。

　いったい私が何をしたって言うんだ……と踏まれた右足を眺めながら叩かれた頭を擦さする。

　そりゃ楽しい夢を見ていたけれど、寝ていただけでこの仕打ちは酷過ぎる。それとも肩を借りていたことを怒おこっているのだろうか？　それなら直すぐに起こしてくれればいいのに……。

　そうオデットが唇を尖とがらせつつ訴うつたえるも、フィスターはコホンと咳せき払ばらいをするや「さっさと行くぞ」と立ち上がり歩き出してしまった。なんとも強ごう引いんだし、そもそもどこに行くと言うのか。

　さっぱり分からないが尋たずねたところで回答は望めそうも無く、オデットは仕方ないと彼の後を追った。




　そうしてフィスターに促うながされるまま向かったのは、広場から少し離はなれた高台。

　山と言うほどの高さも無く、かといって眼下の賑にぎやかさはここまでは届かず、微かに聞こえる海風と街の音楽が別世界のように感じられる。そしてその別世界のなんと美しいことか。

　日が落ち始め薄うす暗ぐらくなった空には点々と浮かぶように星が輝かがやき、建物にも明かりが灯ともり始める。暗く広がる海上では船の明かりが不規則的に揺らぎ、それらが溶とけあう光景にオデットが見み惚とれるように吐息を漏らした。

　自然と人工の明かりが混ざり合い境目を失う、なんとも不思議な美しさだ。

「……綺き麗れいだな」

「だろ。よくここに来るんだ」

　そう得意気に話し、フィスターもまた眼下の光景に視線を向ける。

　二人並んで眺めれば、時折サァと吹ふき抜ぬける風が心地ここちよく頰ほおを擽くすぐり赤と濃のう紺こんの髪を揺らした。

「あれは？」

　ふと一点に気付き、オデットが眼下を指さす。

　この美しい光景でとりわけ目を引く場所。何かの屋外会場だろうか、広くとられたステージと客席、それらが遠目でも分かるほど華はなやかに飾かざられている。背後の海がよりその鮮あざやかさを濃こくしており、別世界のこの景色のなかで一ひと際きわ輝きを放って目を奪うばう。

「あれが決勝の舞ぶ台たいだ」

「……あれが」

　改めてオデットが会場へと視線を向ける。

　剣けん技ぎ大会のフィナーレを飾る舞台。そこに立つことがヴィルトルの騎き士しにとってなによりの名めい誉よだとデンが言っていた。

　騎士の正装を纏まとい、声せい援えんを浴び、幾いく多たの試合を勝ち抜いた二人が栄光を賭かけて剣けんを交かわす。

　その光景を想像し、オデットがフルリと体を小さく震ふるわせた。胸の内に湧わき上がるこれは武む者しや震ぶるいだ。あの場に立ちたいと、騎士として誇ほこりを胸に戦いたいと、己の中の騎士としての闘とう争そう心しんが渇かつ望ぼうする。そして願わくはその相手が……。

「なぁオディール」

「なんだ？」

　ふいに名前を呼ばれオデットが顔を上げる。

　フィスターを見れば彼は眼下の景色を眺ながめたまま、それでもチラと横目でこちらに視線を向けてきた。彼の髪が風に揺れ、薄暗くなった周囲の中で不思議な色合いを見せる。再び眼下に視線をやれば濃紺の瞳に町並みの光が映り、まるで輝いているかのようなその美しさにオデットが吐息をもらした。

「肩かたの話、クルドア王子から聞いた」

「そっか……。恥はずかしいな、私が未熟だったばっかりにクルドア様に怖こわい思いをさせてしまった」

　そうオデットが苦く笑しようを浮うかべる。彼が言っている肩の話とは、今もなお服の下で痛々しく残る傷きず跡あとのことだろう。危ないと言われた真冬の森の中、クルドアと二人で忍しのび込み……そして負った怪け我がだ。

　あの時もっと注意を払はらっていればよかった。もっと別の安全な道を選べばよかった。そもそもクルドアに危険が及およぶかもしれないと分かっていたのなら無理をしてでも彼を止めるべきだったのだ。押しに負けた結果、彼を危ない目に遭あわせてしまった。あの日のことを思い出せば、今でもそんな後こう悔かいと自責の念が浮かぶ。

「クルドア様は自分のせいだと仰おつしやっているが、私が未熟だったからだ。もっと上手うまく立ち回れたはずなのに、それが出来なかった」

「オディール、そんな風に言うな」

「でも嫌いやなことばかりじゃなかった。森から戻もどった後、私は怪我が元で熱を出したんだけど、そのときずっとクルドア様が看病をしてくださったんだ」

　一国の王子を独り占じめだ、そうオデットが笑って告げる。

　森から戻ってきたオデットは怪我が元で三日三晩熱をだして苦しみ、その間クルドアがひと時も離れず付き添そって看病をしてくれたのだ。熱で朦もう朧ろうとする意識の中、ずっと聞こえてくる自分を呼ぶ声。その声に導かれるように薄うつすらと瞳を開ければ、ぼやけた視界には金色が揺ゆらいでいた。なんて美しい、そう何度も思ったことを今でも覚えている。

「三日三晩意識を朦朧とさせ、起きた時には傍かたわらでクルドア様が寝ねていたんだ」

　金糸の少年は疲ひ労ろうに負けたと言いたげに丸まって眠ねむり、そうしてふっと起きると「おはよう」と笑ってくれた。自分が意識を取り戻したことで安あん堵どしたのか青い瞳に涙なみだを溜ため、小さな手がもう熱は無いかと額に触ふれてくる。目の下には濃い隈くまが浮かび、言われずとも彼が寝ずに看病してくれたことを知った。




　何があっても彼の騎士でいよう、まだ熱が下がり切らぬ思考でそれでも心に刻んだのだ。




　そうオデットが過去を語れば、眼下に視線をやっていたフィスターが「そうか」と小さく呟つぶやいて顔を上げた。

　先さき程ほどまで町並みを映していた瞳が今は真っ直ぐにこちらを向いており、真剣なその表情と声こわ色いろにオデットの胸がざわつき始めた。オディールの中に隠かくれているオデットを見つめられているような、そんな心苦しさだ。

　紛まぎらわすように「どうしたんだ」と声を掛かけるもその声すらも震えているのが分かり、彼の視線から逃にげるように再び眼下へと視線を戻した。刻一刻と暗くなる景色は僅わずかに目を離していた隙すきにも色を変える。だというのに今は不思議と夜景の美しさが心の中にまでは流れ込んでこない。

「オディール、俺はお前とあの舞台で戦いたい。隠し事もなく、純じゆん粋すいに、ただ一人の騎士としてだ」

「……フィスター」

「セスラ王女にも執とり成す、パルテアは勿もち論ろんクルドア王子も悪いようにはしないと誓ちかう」

「でも、私は……」

　迫せまるようなフィスターの言葉にオデットが後あと退ずさる。

　彼の言葉が胸に溶け込み、自分と同じようにあの舞台で戦いたいと思っていてくれたことが何より嬉うれしく思える。それと同時に打ち明けてしまえと心の中で迷いが生まれ始める。だがその反面、騎士で居たいという己おのれの訴えもあがるのだ。

　ヴィルトルには女の騎士はいない、女は騎士になれない、それがオデットの中で渦うず巻まいて出ようとする言葉を引き留める。

「オディール、お前は立派な騎士だ。だからこそ、全すべて話してくれ！」

　そうフィスターが訴うつたえ、言葉では足りないと肩を摑つかんでくる。右みぎ肩かたに置かれた手がとりわけ重く感じられ、真っ直ぐに見つめてくる瞳ひとみは濃紺の色合いに反して熱い。この瞳に見つめられたまま全てを打ち明け、オデットとして彼の手を取れたらどんなに良いだろうか……そんな願望がオデットの中に生まれるが、それでも堪こらえるように向けられる視線から顔をそらした。

　それで察したのかフィスターが僅かに息を吞のみ……、

「そうか、それがお前の答えか」

　と、声色を冷ややかなものに変えた。痛いほど強く肩を摑んでいた手が離れ、その喪そう失しつ感かんにオデットが瞳を細める。

「決勝まであがってこい。そこで全てを暴あばいてやる」

「フィスター、私は騎士として……！」

「もういい、御ご託たくは要いらない。お前がクルドア王子の騎士で居続けると言うのなら、騎士らしくそれを貫つらぬいてみろ」

　俺を倒たおしてな、と、そう最後に一言残してフィスターが踵きびすを返して去っていく。

　振ふり返ることも無く、「行くぞ」と促すこともない。小さくなっていくその背を見届け、ついには見えなくなると、オデットは眼下の眩まばゆい景色に視線を移し、

「……馬ば鹿か」

　と小さく呟いて、揺らぐ明かりに目元を拭ぬぐった。







[image: 第五章]




　翌日のオデットの気分は酷ひどく鬱うつ々うつとしたもので、朝食もあまり喉のどを通らず、ヴィルトルに来てはじめておかわりをせず食器を戻した。その姿に食堂内でざわめきがあがり、二杯はい目がくるだろうと構えていた給きゆう仕じ係が驚きよう愕がくを露あらわに手からオタマを滑すべらせる。カラーン！　と甲かん高だかい音が静まり返った食堂内に響ひびき渡わたった。

　まるでこの世の終わりのような張りつめた空気が漂ただよい、数人が困こん惑わくを隠しきれず不安げに顔を見合わせる。

「……ちょっと驚おどろきすぎじゃないかな」

　思わずオデットが恨うらみがましく周囲を見回す。そりゃ確かに毎日おかわりをしていたけれど、だからってこの反応はあんまりだ。

　そんなオデットにデンが近付き、グイと肩を組んできた。

「どうしたオディール、準決勝を前に緊きん張ちようして腹でも壊こわしたか？」

　そう尋たずねてくる陽気な声にオデットが僅かに肩の力を抜ぬく。

　だがその反面デンのこの気さくな態度も気を遣つかわせているようで申し訳なく思え、オデットの胸に靄もやのような後ろ暗さが増していった。

　デンはオデットを男だと信じきっている。オディールの正体が『オデット・ガーフィールド』だなどと夢にも思っていないだろう。

　女だと暴かれれば彼はどんな反応をするだろうか？

　騙だましていたのかと怒おこるだろうか、それとも変わらず接してくれるだろうか。

　だがどちらにせよヴィルトルでは女は騎き士しになれないことに変わりはなく、つまり全てが晒さらされればこの寮りようにも彼の隣となりにも居られなくなるのだ。

「デン、私……」

「ん、どうした？」

「……いや、なんでもない。あんまり食べすぎて動けなくなるのも嫌いやだから減らしたんだ」

　なんとか笑えみを浮うかべて誤ご魔ま化かすオデットにデンが疑うことなく、それどころか「やる気だな、頑がん張ばれよ」とご機き嫌げんで肩かたを叩たたいてくる。

　それがまたオデットの胸をチクリと痛め、誤魔化すように食堂内を見回した。

「ところでフィスターは？」

「あいつはもう試合会場に向かった。おっかないくらい落ち着いててさ。見てて寒気がしたよ」

　その言葉にオデットがゴクリと生なま唾つばを飲む。

　フィスターは覚かく悟ごを決めているのだ。決勝で自分を待つために……。

「そうか、なら私も行かなきゃ」

　ポツリと呟つぶやくように答え、オデットが食堂を後にした。







　上位が絞しぼられれば各試合も一試合ずつ行われ、決勝は言わずもがなだが準決勝も注目を浴びる。会場も見えないであろうところまで立ち見客がひしめき、結果だけでも聞ければと考えているのか周囲をうろつく者までいる。

　そんな予想以上の混雑具合だが、それでも皆みなオデットの姿を見ると誰だれからともなく道を譲ゆずってくれた。それどころか鼓こ舞ぶするように声をかけてくれる者までいる。聞こえてきた「お前に賭かけてるんだ」という言葉は些いささか気になるが、隣に立つデンを見ればわざとらしくそっぽを向いて口笛を吹ふいているのだから問題視するほどのことではないのだろう。

　そうして人ひと混ごみを抜け、ようやく開けた視界に会場を見つけ……オデットが息を吞んだ。

　既すでに準決勝が始まっており、二人の騎士が剣けんを交かわしている。だが片方の騎士の圧あつ倒とう的てきな猛もう攻こうにもはや試合と言うには程遠く、素人しろうと目めにも分かるほど明確に攻こう守しゆに分かれていた。

　守りに徹てつする騎士は今でこそギリギリで防げてはいるものの、それももってあと数分、剣が折れるか心が折れるかどちらかだろう。攻こう撃げきに転じない限り彼に勝機は無く、だが途と絶だえることのない猛攻がそれを許さずにいた。当人が誰よりそれを感じ取っているのか、守りの騎士の表情は離はなれた場所からでも分かるほどに焦あせりの色を浮かべている。

　対して恐おそろしい程ほどに荒あら々あらしく迷いのない剣筋で剣けん撃げきを放つのは……フィスター。

「凄すごいなあいつ、何かあったのか？」

　おっかないとデンがわざとらしく体を震わせ腕うでを擦る。

　まるでその仕草に応こたえるようにワァと会場の観客が声を上げ、見れば壇だん上じように立っているのはフィスターのみ。守りに徹していた騎士は苦しげな表情を浮かべて跪ひざまずいており、その傍かたわらには折れた剣が転がっている。審しん判ぱんが高らかに試合終しゆう了りようを告げ、次いで勝者の名を口にする。

　それを皮切りに観客がフィスターの名を連呼し、デンが嬉うれしそうに壇上へと手を振った。お祭りムードがより一層の賑にぎわいを見せ、負けた騎士すらも清すが々すがしい表情でフィスターと握あく手しゆを交わしている。なんとも騎士らしく清らかなその光景に、観客が労ねぎらうように敗者の名を呼んで拍はく手しゆを贈おくった。

　だがオデットだけはその空気に馴な染じむことが出来ず、ただ下した唇くちびるを嚙かんで俯うつむいていた。胸の内に溜たまる後ろ暗さが邪じや魔まをして会場に立つフィスターの姿が見られない。

　彼の勝利を友として祝い、決勝で待つ彼に応えるべく騎士として奮い立つことが出来たらどれだけ晴れやかだったか……。だがその原因は全て男と偽いつわっている自分にあり、だからこそ解消する術すべがないと下唇を嚙むしかないのだ。




　そうしてフィスターと入れ替かわるようにオデットが会場へと向かう。

　遠目に見えた彼はただこちらを見み据すえてくるだけで、応おう援えんするように片手をあげてくることはもちろん茶ちや化かしてくることも無い。普ふ段だんの彼であれば「ペナルティ用の一ヶ月はまだ残ってるのか」と軽口を叩いて鼓舞してくれたことだろう。容易に想像できるその声がやたらと懐なつかしく思え、余計に胸をしめつける。

　だが実際のフィスターの態度は冷ややかですらなく、オデットの胸が苦しいほどに痛む。それでも審判が『オディール・ガーフィールド』の名前を呼べばそれに応えないわけにもいかず、ゆっくりと彼から視線を逸そらして壇上へと上がった。

　オデット・ガーフィールドもオディール・ガーフィールドも騎士であり、そして騎士でいたいのだ。その為ためにはまずは準決勝に勝たなくては……そう自分の胸の内に湧く後ろ暗さを押し留め、腰こしに下げた剣に手を添そえた。




　さすが準決勝に進むだけあり、オデットの相手は剣けん技ぎに長たけた手て強ごわい騎士であった。

　どんなに強く切りつけても悉ことごとく躱かわされ、その軽かろやかな動きに反して放たれる一いち撃げきは鋭するどく重い。押し進めてくる時は容よう赦しやなく、守りに転じれば堅かたい、状じよう況きように応じて手を変えてくる戦い方はまさに『巧たくみ』の一言でオデットの苛いら立だちが募つのる。

　力で押すガーフィールド家が一番苦手とするタイプなのだ。疲ひ労ろうもたまり、なにより時間が掛かかる。

　だがそれを悟さとられまいと攻せめに徹していると、ふいに相手の口元が歪ゆがんだ。

「オディール、攻こう撃げき一いつ辺ぺん倒とうなのどうにかしろよ」

　と、それに対してのオデットの返答は「舌を嚙んでしまえ」である。

　たとえ試合といえど戦ってる最中に雑談などもっての外。時間稼かせぎなら尚なおの事だ。

「騎士の戦略ってのもまた手であってだな、時には守りに徹することも」

「守り？　ふざけるな！」

　吠ほえるように声を荒あららげ、オデットが身を翻ひるがえすと共に男の手元を蹴けりあげた。

　これは予想していなかったのか彼の表情が歪み、手から剣が落ちる。それにいち早く気付いたのが誰よりも近くにいる審判で、状況を判断すべくこの一撃に目を見張った。普ふ通つうの騎士であれば勝敗が決したことを察して動きを止める、それほどの一撃なのだ。……普通の騎士であれば。

　だが今試合をしているのは他ほかでもなくオデット。ゆえに審判が慌あわてて試合終了を告げようと声を張り上げるために息を深く吸う……のだが、それより先にオデットは蹴りあげた足を振ふるように地に下ろすと、その反動で半身を捻ひねり、

「ガーフィールド家の辞書に守りの文字は無い！」

　と、男の脇わき腹ばらへと右足をめり込ませた。

　そうして脇腹を押さえて蹲うずくまる騎士を前に、オデットが息を荒くする。審判が「止められなかったか」と遠い目をしつつも近付いてくるのは、もちろんオデットの勝利と決勝進出を宣言するためである。あと、ペナルティを言い渡わたすため。

　その瞬しゆん間かん、決勝戦のカードが決まったと観客達が一いつ斉せいに沸き上がり、一部からは「いよ！　ペナルティ王！」と煽あおる声が聞こえてきた。




「ひどいっ、ペナルティ王は酷ひどい……！」

　そう訴うつたえるオデットに隣に座るデンが宥なだめるように肩を擦さする。

　といっても試合後の彼の一言が「よぉオディール、いいペナルティだったな！」というものだったので一いち概がいに優やさしいとは思えない。──ちなみに準決勝の相手とは最後に握手を交わして互たがいを称たたえあったのだが、その際に「決勝戦頑張れよ、ペナ王」という微み塵じんも有り難がたくない激げき励れいの言葉を贈られた──

「そもそもペナルティって何だ、騎士の騎士としての大会なのに、どうして蹴っちゃ駄だ目めなんだ！」

　わゎわぁとオデットが喚わめく、それに対してのデンからの返答は無く、それどころか当然のことを言うなとでも言いたげに溜ため息いきをつかれた。

　彼曰いわく、騎き士しだから蹴ったらペナルティになるのは当然。フィスターとまったく同じことを同じように呆あきれた表情で告げる彼に、オデットがスンスンと洟はなをすすりながら「騎士の戦いなのに」と弱々しげに反論する。

　どうにもこの一点に関してはヴィルトル側と考え方の違ちがいがあるようだ、そうオデットが不満そうに眉まゆを顰ひそめるも、慌ただしげに駆かけ寄ってきたグレイドルの姿を見つけて出かかった言葉を飲み込んだ。ここに居たのか！　と声を張り上げる彼の様子は騎士らしくなく、それほどまでに急用なのかと自然とオデットとデンが視線を向ける。




　そうして告げられたのは、クルドアとセスラの行方ゆくえが分からなくなったというもので、これにはオデットも決勝どころではないと立ち上がった。

　一いつ瞬しゆんにして頭の中で考えが回る。聞けば中庭で二人並んで話していたところを通りがかりのメイドが見かけ、その数分後に再び同じ場所を通ったところ姿が無く疑問を抱いだいたらしい。決勝までたいした時間もなく出かけるとは思えず、不思議に思い周囲を捜さがし回ったが見つからず、今は騎士や王宮に勤める者達が総手で行方を探さぐっているがまだ発見の報告はない……。

　それを聞いたオデットが不ふ安あんに駆られて無意識に己おのれの右みぎ肩かたを摑つかんだ。クルドアが居なくなったと、その言葉だけで言い様のない焦しよう燥そう感かんが胸を痺しびれさせ、傷きず跡あとが疼うずく。

　自分が同行していながらこの事態、なんて情けない。だが今はそれを悔くやんでいる場合ですらなく、落ち着いて行動すべきだと頭では分かっていても胸の内に嫌いやな予感が滲にじみ不安が増して息苦しさへと変へん換かんされる。

　落ち着けオデット、考えるんだ。

　そう自分に言い聞かせ、胸むな元もとを摑み……ふと手に触ふれた硬い感かん触しよくに意識をやった。胸ポケットに入れたイヤリングだ。バルステットから貰もらったものをセスラから譲ゆずり受けた、彼女は眉まゆを顰め箱だけを手に「着けたくない」と言っていた。

　まるでバルステットに嫌けん悪おを示すように。それ以前にも彼女は「白雪の姫ひめ君ぎみ」と言われても作り物じみた笑えみを浮うかべていた……。

　その瞬間オデットの脳のう裏りに以前に見たバルステットの歪んだ表情と冷ややかな視線が蘇よみがえった。瞳ひとみが濁にごり光を失い、侮ぶ蔑べつを込めて向けられる視線。かと思えば一転して爽やかな笑顔になり、セスラを見るや狂信的に彼女を褒ほめそやす。あの変わりように言い様のない恐きよう怖ふを抱いたのだ。それを思い出し、胸元のイヤリングを布越ごしに握にぎってオデットが顔を上げた。

　落ち着けオデット、だけど考えなくていい。

　そもそも考えるなんて柄がらじゃないんだ、ならば従うのはこの直感。

　そう己に言い聞かせ、オデットが迷うことなく駆けだした。










　オデットが向かった先は第三港、バルステットの船が停てい泊はくしている場所である。

　ここに来たところで何かあるという確証はない、だがそれでも本能がここへ行けと命じていたのだ。

　ヴィルトルの内情も全く知らないオデットにはクルドアとセスラの行動を予想することも出来ず、彼等がどこへ行ったのかと捜し回ることも出来ない。もちろんだが国家内や来らい賓ひんで怪あやしい者は居ないかと目星をつけることすらも出来ない。

　となれば本来であれば騎士として指示が出るのを待たなければならないのだが、それでも本能が行けと命じて足が動いた。

　バルステットから注がれた底冷えする視線と彼の変わりよう、それに対するセスラの態度。そんなセスラを案じるクルドアの話。そのうえこの胸むな騒さわぎと己を急せかすような焦燥感、それらが合わさってこの場へ行けと足を動かしたのだ。ガーフィールド家の騎士としてこの直感を無視することは出来ない。

　だからこそ人ひと混ごみの中を駆け抜ぬけ、バルステットの船へと駆け寄った。




「……明かりがついてる」

　ゼェと息を切らしてオデットが船を見上げる。

　だが停泊している船に明かりが点ついていること自体は不思議なことではない、船には見張りが必要だし、いくらヴィルトルが安全な国といえど船を無人にしておくことはない。それでもオデットが異変を感じ取ったのは明かりが多いからだ。見張りだけとは思えないその数を眺ながめれば、オデットの胸に言い様のないざわめきが湧わく。

　その思いのまま船へと近付き、周囲を見回しながら乗り込んだ。




「もしも見けん当とう違ちがいだったら、決勝を前にバルステット公こう爵しやくに激励を貰いに来たってことにしよう。もしくは船から美味おいしそうな匂においがしたからついフラフラ……後者が通ったら泣けるな」

　呟つぶやきつつオデットが船内を進む。

　さすが大国の船だけあり船内は広く、行き来する者も多い。……いや、多すぎる。

　まるで何かを警備しているかのようなその厳重な警けい戒かい態勢。そして行き来する者達がみな粗そ暴ぼうな風ふう貌ぼうをしているあたり、オデットの胸の内にあった仮説が確かなものになっていく。大国の祭り事に遊びに来たにしてはどうにも警戒が攻こう撃げき的てきなのだ。

　行き交かう者は皆みなガラが悪く、いかにもゴロツキ。先日デンに絡からんでいた者達とは比べるまでもないその粗暴な風貌は、お世辞にも権けん威いある公爵家が停泊のために用意したとは思えない。中にはオデットはおろかフィスターやグレイドルより体たい軀くのよい者までおり、それも腰こしに下げている剣けんは誰だれのものも安っぽく手入れの悪さが目立つ。

　おおかた金で雇やとわれた傭よう兵へい、それも随ずい分ぶんと性質が悪い者を集めたようだ。そんな者ばかりが船内を行き来し、時に情報を交かわすように小声で話し合っている。

　その光景を柱に身を隠かくしながら覗のぞき、次の行動をとるタイミングを窺うかがおうと身を乗り出した瞬間……、

　ゴッ！

　と、鈍にぶい音が頭の中で響ひびき、次いで視界が白く瞬またたいた。




　チカチカと眼前が光り、鈍どん痛つうが後頭部を走り抜ける。一瞬の事に意識を飛ばして倒たおれかけるが既すんでのところで踏ふみとどまり、剣を構えると共に振ふり返った。

　ガラの悪い男が一人、棍こん棒ぼうを手にしてこちらを睨にらみつけている。瞬く視界と揺ゆれる思考ながらにあの棒で殴なぐられたのかと考えれば意識が飛ばなかったのが幸いと思えるほどだ。いや、けっして幸いなんて思えないけれど。

「その赤い髪かみ……あれか、噂うわさのペナルティ王か」

「オディール・ガーフィールドだ。お前のような輩やからがいるってことは、ここに来たことは間ま違ちがってなかったみたいだな」

　船内にチラと視線をやってオデットが煽れば、男が品なく舌打ちをした。次いで返答代わりに剣を引き抜くのだから何とも分かりやすいではないか。その分かりやすさは嫌きらいではない、そうオデットが皮肉気に笑って応こたえるように剣を鞘さやから引き抜いた。

　だが内心では笑みを浮かべる余よ裕ゆう等なく、男の剣を前に冷や汗あせが背を伝う。いまだ先さき程ほどの衝しよう撃げきで視界が安定せず後頭部が痛み、そのうえ引き抜いたのは試合用の模造の剣だ。おまけに船上という慣れぬ場所、時折波を受けては床ゆかが揺れて視界の揺らぎに拍はく車しやをかける。

　どう考えても分が悪い。有利な点など一つも無い。

　それでもとオデットが目の前の男を見み据すえる。ここで逃にげれば男は仲間を呼ぶだろう、守りに徹てつして時間を稼かせいだところで形勢逆転は望めない。




　いや、そもそもガーフィールド家には逃げるも守るも無い。

　敵意を向けられたのなら戦うのみ。




　だからこそオデットは引き抜いた剣の柄を強く握り、床を蹴けると共に男に切りかかった。だが男の剣に弾はじかれ模造剣が鈍い音をあげる。僅わずかに手が痺れるが気にも留めず再度横一文字に男の腹を薙なぎ払はらい、躱かわされても追うように右足を振る。剣先が掠かすり靴くつ底ぞこが削けずれ、底の一部が剝はがれ落ちる。

「さすがペナルティ王だな」

「オディール！　オディール・ガーフィールド！」

　そう喚わめきながらオデットが再び男に向かっていく。

　だが船上ゆえの足場の不安定さが踏み込みを弱め、肌はだに纏まとわりつく海風と香かおりが感覚を鈍らせる。森に囲まれたパルテアで育ち、地を踏みしめて戦う方法ばかり学んでいたオデットにはこの場で必要とされる感覚は培つちかわれていないのだ。

　そのうえ男は腕うでがたち、なにより船上での戦いにも慣れているのだろう巧たくみにバランスをとり動きに無む駄だがない。地の利は完かん璧ぺきに相手にあり、追い込まれ手て摺すりに手をかけたオデットが横目に眼下を見やった。

　いつのまにか船の外回りであるデッキに誘さそい込まれていたようで、下にはもちろん海が広がっている。といっても日中のようなハッキリとした海の姿はなく、暗い闇やみが無限に広がっているだけだ。どこが海面かも定さだかではなく、引きずり込まれそうな感覚にオデットが生なま唾つばを飲む。

　海で泳いだことは無い。そもそもヴィルトルに来て初めて海を見たのだ。勝手も分からないし、なにより騎き士し服では泳ぐどころか浮くことも難しいだろう。落とされれば終わりだ。

　どこまでも走れる森とは違ちがう。地を踏みしめたパルテアとは違う……それを改めて思い知らされオデットの額に汗が伝う。

　更さらに分の悪さに追い打ちをかけるかのように、その恐怖に一いつ瞬しゆん意識を取られ迫せまりくる銀の刃に対して反応が僅かに遅おくれてしまった。

　目の前に剣けん先さきが突きつけられる。だがオデットはガーフィールド家の騎士、僅かな遅れならば反射神経と体術で切り抜けられる。……土の上なら。

　だがここは船の上。それもオデットが剣を避さけようとした瞬しゆん間かん、まるでそれを阻そ止しするかのようにグラリと足元が揺れた。波が船の脇わき腹ばらを叩たたいたのか、といっても船が傾かたむくような大きな揺れではなく、慣れた者であればこの程度の揺れならばと意識もしないだろう。現に男は経験と慣れから揺れに対して気に掛かける様子も無く、対してオデットは咄とつ嗟さのことに足元を見てしまった。

　しまった、と思った時には遅おそく、男がこの隙すきを見み逃のがしてくれるわけがなく体ごとぶつかってくる。

「あぐっ……！」

　オデットの口からくぐもった声が漏もれる。腹に頭を埋うずめるように男が突つっ込んできてくれたおかげで肺の中の空気が一瞬にして吐はき出され、喉のどが息を吸えと急かすように引きつる。

　だが腰にまわされた男の腕は咳せき込むことすら許さないと強く締しめ付け、繰くり返し手摺りに体をぶつけようと押してくる。そのたびに背が痛み辛かろうじて吸い込んだ空気が喉から逃げ、声の代わりにくぐもった呻うめき声が口から漏れる。

　持ち上げて海に落とそうとしているのか、脇わきから押し上げるようにしがみつかれては引き剝がすことも出来ず、爪つま先さきがようやく床に着いている状態では背を殴りつけようにも力が入らない。弱々しく拳こぶしを打ち付けたところで男の屈くつ強きような体は離はなれることも怯ひるむこともなく、オデットの口から高い声が掠れ出る。

　背を手摺りに打ち付けられるたびに視界が揺れて腕が痺しびれを訴うつたえだし、ついには指先に力が入らなくなりカランと音をたてて剣が落ちた。

　ろくな抵てい抗こうも出来ず肺が空気を求めて引きつるような不快感を訴えるが、次し第だいにそれすら靄もやがかっていく。押しやるように自分の腹に頭を埋めていた男がより力を入れてくるのが分かるが、思考が揺らいで打開策が浮うかばない。




　そうしてグラリと体が大きく揺れ、浮ふ遊ゆう感かんが体を包む。ぼんやりとした視界の中で船の明かりがまるで空に浮かび上がるように離れていく。

　次いで体全体を打ち付ける衝撃が伝い、凍いてつくような冷たさに包まれ、ようやくオデットは自分が海に落とされたのだと理解した。

　しまったと思えど体は動かず、元より朦もう朧ろうとしていた意識が更に靄がかる。

　もはや苦しいとすらも思えず、真っ暗な闇に溶とけ落ちていくように体が沈しずんでいく。不思議と海の冷たさは和やわらぎ、それどころかおぼろげに揺らぐ船の明かりが綺き麗れいだとさえ思えはじめていた。コポコポと耳元で聞こえる泡あわの音も相まって夢の中のような不思議な感覚が体を包む。

　だがボンヤリと揺らぐ明かりも徐じよ々じよに遠ざかり、伸のばした手が水だけを摑つかむ。ふわりと漂ただようのは己おのれの赤い髪、その動きに身体からだが沈んでいくのが分かるが焦あせりは既すでになく、むしろその思考すらも次第にゆっくりと薄うすれ……何かに腕を強く摑まれ、それと同時に意識がフツと途と切ぎれた。







「オディール！　おいオディール！」

　聞き慣れた声が名を呼んで、肩かたを揺すってくる。

　ボンヤリとした意識の中、浮遊感を邪じや魔まするような声にオデットが僅かに眉まゆを顰ひそめ、うるさいなぁと心の中で文句を呟つぶやく。

「オディール！　頼たのむ、目を覚ましてくれ！」

　そう呼びかける声は随ずい分ぶんと必死で、心の中で「早く目を覚ましてやればいいのに」とごちる。

　彼が呼んでいるのはオディールだ。オデットではない。だけどこんな良い声に、それもこれほど熱情的に名前を呼ばれるのだからオディールが羨うらやましい……。

　そう虚うつろな意識の中で考える。その間もしきりに声の主はオディールの名前を呼び目を覚ませと訴える。そもそもこの声は誰だれだろう。ボンヤリとした思考の中で疑問を抱いだけば、唇くちびるに何か柔やわらかな感覚が伝い、まるで呼び戻もどされるように意識が覚かく醒せいしていった。

「……フィス、タ？」

　覚えのある名前を口にしたつもりが自分の口から漏れた声は酷ひどく掠れていて、それどころか喉の奥で水音がした。

「オディール、気が付いたか！」

　まだ視界が揺ゆらぐ中、それでも自分を覗のぞき込んでくる瞳ひとみを見つめる。鼻先が触れてしまいそうな距きよ離りで今一つ焦しよう点てんが定まらないが、それでも濃のう紺こんの瞳が安あん堵どするかのように細められるのが見えた。あぁそうか、と心の中で合が点てんがいく。彼は私を呼んでいたのだ。『オディール』と、本当はオデットなのに。

「フィスター……ごめんね、私……本当の事、ちゃんと、話したかったんだけど……」

「もう良い、何も言うな」

「でも、私はガーフィールド家の騎士として、クルドア様に……クル……クルドア様！」

　ガバッ！　とオデットが勢いよく起き上がる。

　赤い髪かみから水すい滴てきが落ち、濡ぬれて張り付いた服が体温を奪うばうがそれどころではない。自分が何をしていたか、何の途と中ちゆうだったのか、そしてどうして濡れているのか……それらを一瞬にして思い出したのだ。もちろん、これから自分が何をすべきかも。

「クルドア様！　いま参ります！」

「待て、落ち着けオディール！」

「ど、どうかご無事で！　今私が！」

「オディール！　こら、海に飛び込もうとするんじゃない！」

　船に戻らなきゃ！　と来た道──もちろん海中である──を慌あわてて辿たどろうとするオデットをフィスターが首根っこを摑んで止める。そのうえペシンと軽く頰ほおを叩いてくるのだ、痛みこそないがその衝しよう撃げきにオデットが目を丸くさせ、ようやく目の前の人物を見み据すえた。

　彼の濃紺の髪が濡れている。それを搔かき上げ一息つく様はいかにも「やれやれ」と言いたげで、髪同様に濡れた上着を脱ぬぐと雑に肩に掛けた。濡れ鼠ねずみだ、そう自分の状じよう況きようを棚たなに上げて思う。

「フィスター、助けてくれたんだな」

「バルステット公こう爵しやくが怪あやしいと踏ふんで来てみたら、お前が船から突き落とされてるじゃないか。まったく、心臓が止まるかと思った」

　フンと不満げに鼻を鳴らしフィスターがそっぽを向く。だが小さく呟かれた「無事でよかった」という言葉に、オデットの冷えた体が徐々に温かさを取りもどしていく。

　彼もまた確証なくここに来たのだろう。そして海に落とされる瞬間を見るや飛び込んで助けてくれたのだ。なんて頼もしいのだろうか……そう彼の背を眺ながめ、次いでオデットがはたと我に返った。




　意識を戻した時、触れそうなほど近くに彼の顔があった。

　その前、意識を失っていた間、オディールを呼ぶフィスターの声を聞いていた。

　それと同時に何か柔らかなものが触れなかっただろうか？

　なにか柔らかなものが……、

　……唇に。




　もしかして！　と、そう考えた瞬しゆん間かんオデットの顔に一いつ瞬しゆんにして熱が灯ともった。『人工呼吸』という単語が脳のう裏りに浮かぶが、それを搔き消して『キス』という単語に変わる。それどころかあの瞬間の感かん触しよくが蘇よみがえってきて、慌てて口元を覆おおった。




　落ち着けオデット・ガーフィールド。

　仮にキスをしていたとしても……いや、キスじゃなくて人工呼吸だ。人工呼吸をしていても、それは救助活動だ。ノーカウントだ！

　なにより今優先すべきはクルドア様だ。だから今は忘れなくては！




　そう自分に言い聞かせ、早はや鐘がねのように高鳴る胸むな元もとを押さえつける。頰に灯る熱はフルフルと首を振ふって冷まし、次いで唇に残った感触を拭ぬぐうことで紛まぎらわせる。

「おいオディール、どうした」

「ど、どうも……どうもしてない！」

「そうか、それなら行くぞ」

　さっさとしろとでも言いたげなフィスターの言葉に、オデットはパンと自分の頰を一度叩たたいて己を鼓こ舞ぶし、今はクルドアを助け出さなくてはと彼の後を追うように船へと近付いた。







　オデットの件があってか船内には張りつめた空気が漂っており、行き来する者達も緊きん張ちようと警けい戒かいの色を露あらわにしていた。

　それでもなんとか船内に入り込み中を進む。前を行くフィスターは警備に警戒こそしているものの、それでも船の中を迷うことなく誘ゆう導どうしてくれる。

「バルステット公爵の部屋は確かこの先だ」

「この船に乗ったことがあるの？」

「以前にセスラ王女がこの船の見取り図の写しを見せてくださった。……もしかしたら、いつかこうなることを予想されていたのかもしれない」

　そう呟くフィスターの瞳は酷く冷ややかで、それでいて憎ぞう悪おを隠かくしきれていない。バルステット公爵が、それどころかセスラに辿り着くまでの道のりに居る全すべての者が憎にくいと言いたげである。

　だがオデットとて同じこと。クルドアに害成す者が居るとすれば、それは親の仇かたき同然……いや、ガーフィールド家として考えれば親の仇を後回しにしても憎むべき存在である。

　通路の先を行き来し周囲を見張る男はその一いつ端たんであり、オデットが隙すきを窺うかがうように睨にらみつけた。巡じゆん回かい経路なのだろうか、一点で男がクルリと踵きびすを返しまた戻るように歩き出し、そうして一点に辿り着くと再び踵を返し……とまるでネジ式の玩具おもちやのように決まったタイミングで通路を行き来している。

　これは分かりやすい、そうオデットがフィスターに視線で告げれば、言わんとしていることを察してくれたか彼もまたコクリと頷うなずいて返してきた。

　そうしてタイミングを見計らい、男がクルリを方向転てん換かんし背を向けて歩き出そうとした瞬間……オデットが足音を消して走り寄り、ぶつかる数歩手前で強く床ゆかを蹴けるとその勢いのまま男を海へと蹴り落とした。

　悲鳴と、何かが水に落下する水音が響ひびく。

　次いで眼下の海を覗き込めば、夜の海に泡あわが浮うかびゴポッと大きな音をたてて男が顔を覗かせた。咄とつ嗟さのことに混乱しているのだろう何やら喚わめいているがろくな言葉になっておらず、数度何かを叫さけびザブと波を被かぶりまた頭を出して……と、その無様としか言えない動きは誰が見ても溺おぼれていると分かる。

　それを見て、オデットが壁かべに括くくられている浮き輪を手に取った。

「投げ入れてやるのか」

「夜の海は怖こわいからね」

「ほぉ、優やさしいな」

「本音を言うと、海で遊んでてこいつの亡なき骸がらが流れて来たら気分が悪いから」

　そうフィスターに返してオデットが浮き輪を海に放ほうり投げれば、突つき落とされた男が何か喚きつつそれでも浮き輪に近付いていく。船の警備を任されるような男なのだ、浮き輪があれば大だい丈じよう夫ぶだろう、引っ張って助けてやる義理までは無い。──そもそもオデットが蹴り落としたのだから当然と言えば当然──

「オディール行くぞ、今の音を聞いて他ほかの奴やつらも集まるはずだ、囲まれる前にバルステット公爵の部屋に行く」

「分かった」

　互たがいに顔を見合わせ、頷きあう。

　そうして通路の先にあるというバルステットの部屋を目指して駆かけだした。




　途中に立ちふさがる物や部屋の扉とびらを守る者はもちろん薙なぎ倒たおす。

　船上という不慣れな場所ゆえオデットは時折バランスを崩くずしてしまうが、その都度フィスターが支えて時に庇かばってくれた。さすがと言える反射神経と立ち回りにオデットが礼を告げれば、彼は不敵に笑って、

「ヴィルトルの騎き士しで居続けるなら船上の戦い方を覚えておけ」

　と告げてきた。

　その言葉は以前の通りに嫌いやみったらしく、それでいて言われたオデットの胸が沸わく。

　……が、次いでフィスターが眉まゆを顰ひそめ──その表情もまた以前の彼らしい──怪け訝げんそうにオデットを眺めた。主に手と腰こし。

「なんでさっきからお前は殴なぐったり蹴ったりばっかなんだ。剣けんはどうした」

「落としちゃった。申しん請せいすればまた支給してくれるかな」

　しょんぼりと──でも右足は目の前の男を蹴り倒しつつ──オデットが話せばフィスターが盛大に溜ため息いきをついた。

　ヴィルトルの騎士にとって剣は誇ほこり、それを「落とした」なんて……と、そう訴うつたえるフィスターに、オデットは意い気き揚よう々ようと「まだ戦える！」と答えた。

「まったくお前ってやつは……」

「し、仕方なかったんだ！　なんだったら購こう入にゆう申しん請せいしてちゃんと買うよ！」

「そういう話じゃなくてだな……おいオディール、ここだ入るぞ！」

　扉の前に陣じん取どっていた数人を薙ぎ倒し、フィスターが声をかけてきた。




　そうしてオデットがフィスターと共に一室へとなだれ込むように入り、追っ手を阻そ止しすべく扉の前に机を寄せる。

　次いで室内を見回し……一点で視線を留めた。

　バルステットの部屋だけあり広く、飾かざられている絵画や装そう飾しよく品は素人しろうと目めにも高級と分かる。本が並べられた机には航海図とコンパスが置かれ、いかにも船の一室といった内装だ。

　その一角、大きめに作られたベッドに寝ねかされているのは……純白のドレスを着たセスラ。その足元では縄なわで縛しばられたクルドアが横たわっている。

「セスラ王女！」

「クルドア様！」

　二人の騎士がそれぞれ主人の名を呼ぶ。

　その声にモゾと二人が動くが、両者とも意識が朦もう朧ろうとしているのか随ずい分ぶんと緩かん慢まんな動きである。クルドアに至っては縛られて起き上がることもままならないのか、苦しげに身を捩よじって顔だけ上げた。

　いったい何があったのか、何をされたのか……不安げな二人の表情からは窺えず、オデットが問おうと口を開いた瞬間、

「相変わらず品が無い」

　と不快を訴える低い声が聞こえてきた。

　扉続きの隣りん室しつから出てきたのはこの部屋の主あるじであるバルステット。白で統一されたタキシードを纏まとい、胸むな元もとにも白い薔ば薇らを添そえている。それが純白のドレスのセスラと対ついになっていることなど言われなくとも分かる……分かるからこそオデットが啞あ然ぜんとして彼を見た。

　今の彼の恰かつ好こうはさながら新しん郎ろうのようで、セスラと合わせるとまるで結けつ婚こん式の最中に飛び込んでしまったような錯さつ覚かくすらしてくる。

　もっとも、床に転がされてようやく体を起こしたクルドアや邪じや魔まをされたと嫌けん悪おを露わにするバルステットの顔はとうてい結婚式のものとは思えないのだが。とりわけ、バルステットを睨みつけるフィスターの瞳ひとみは憎悪すら感じさせ、この白く眩まばゆい空気の中では酷ひどく異質である。

「……バルステット公こう爵しやく、これはどういうことか説明して頂こうか」

「セスラ王女の狗いぬか。こんなところにまで来るとはな。決勝はどうした？　狗同士でお似合いじゃないか」

　嫌みったらしく言って寄よ越こすバルステットをオデットが睨み付ける。

　出来ることならば睨み付けるに留とどまらず今すぐに一発見み舞まってやりたいのだが、彼の手元には礼装に合わせたのかサーベルが握にぎられており、クルドアとセスラの間に割って入られては迂う闊かつに動けない。

　彼の言動と装よそおいを見るにセスラには傷をつけないだろうが、クルドアに対しては別だ。縄で縛りあげて床に転がしているあたり扱あつかいがぞんざいなのは明白、下手へたすれば容よう赦しやなく切り捨てられる恐おそれすらある。

「……バルステット公爵、なにを……どうして、私を……」

　セスラが青ざめて問う。震ふるえる声、瞳には涙なみだが溜たまり、最悪の事態を想定しているのか己おのれの体を怯おびえるように見下ろしている。纏っている純白のドレスはそれだけ見れば美しいのだが、今の彼女にとっては飾られたレース一つとっても恐きよう怖ふでしかないだろう。

　そんなセスラに対し、バルステットは普ふ段だん通りの笑え顔がおを彼女に向けた。切り替かえるようなその表情の変化は薄うすら寒く、向けられたセスラがビクリと体を震わせる。

「セスラ王女、貴女あなたの美しさを一番に分かっているのは私です。麗うるわしい白雪の姫ひめ君ぎみ、真冬の雪景色のように澄すんだ貴女がどうしてこんなガキを」

「バルステット公爵……」

「パルテア等という野や蛮ばんな小国のガキが貴女の手に触ふれるなんて許されない。セスラ王女、目を覚ましてください。貴女を誰だれより幸せに出来るのは私です。共に国を治めましょう」

　うっとりと、まるでそこに愛があるかのようにバルステットが語る。耳当たりの良い甘い声、褐かつ色しよくの肌はだに白い服が映はえてまるで異国の王子のようであり、そんな彼が訴えるように熱く語る姿は事情を知らぬ者には情熱的な恋れん愛あい物語の山場のように映ることだろう。だがこの状じよう況きようを理解したうえで独り善がりな話を聞けば薄ら寒さが勝まさる。

　セスラも言葉を失ったのか青ざめて硬こう直ちよくするが、その沈ちん黙もくを肯こう定ていと取ったかバルステットが一歩彼女に近付いた。セスラの怯えの表情も震える体も彼の目には映らないのだろう、なにせこの場に於おいても彼の口から出るのは「美しい」と褒ほめ言葉なのだ。

「清く淑しとやかな白雪の王女。どうか私を選んでください。貴女の隣となりで共に国を治めるべきはこの私です」

「セスラ王女に近付くな！」

　咄とつ嗟さにオデットとフィスターが駆け寄ろうとするも、それより先にクルドアの声が響ひびいた。

　幼い彼は体の自由を奪うばわれ、それでも大事な人へと手を伸のばそうとするバルステットに敵意を含ふくんだ声をあげたのだ。

　恐怖の色しか浮うかべていなかったセスラが小さく彼の名を呼んで視線を向ける。その瞳と表情に僅わずかながら安あん堵どの色が浮かび、それを見てとったバルステットが視線をクルドアへと向け、途と端たんに表情を歪ゆがませた。

　一いつ瞬しゆんにして嫌悪と憎ぞう悪おをない交ぜにした表情へと切り替える様は、元が美び丈じよう夫ふなだけに威い圧あつ感かんと狂きよう気きを感じさせる。一寸ちよつと前までは愛を語っていた黒い瞳が濁にごり、ひきつった目元と口元が彼の顔を歪ませる。

「たかがパルテアのガキが、この私に楯たて突つくのか」

「あ、貴方あなたの話はおかしい。セスラ王女が嫌いやがっているじゃないですか！」

「パルテア如ごとき小国の王子に何が分かる……そうだセスラ王女、私がパルテアの土地を貴女にさしあげましょう」

　熱に浮かされるように一人で語り、それどころか妙みよう案あんだとでも言いたげにバルステットが表情を明るくさせた。

　このとんでもない提案を「嬉うれしいでしょう」とセスラに押し付けるように問う声は相変わらず独善的で、怯えて青ざめるセスラに爽さわやかに微笑ほほえみつつも返事を待たずに勝手に話し出す。私兵団を使えば一晩だと、それどころか一瞬で焦しよう土どに出来ると誇らしげに語る彼に、隙すきを窺うかがいつつ話を聞いていたオデットがピクと片眉を揺ゆらした。

　この不ふ穏おんな状況でパルテアの名前が出たからだ。いや、正確に言うのであればバルステットがパルテアの名前を口にした瞬しゆん間かん、クルドアの瞳がスッと色いろ濃こくなったのを見たからである。

「そ、そんな恐ろしいことを……そんなこと、私が許しません」

「大だい丈じよう夫ぶですよセスラ王女、貴女はその美しさで微笑んでくれているだけでいいのです。パルテア如き、私の私兵団を全すべて出すまでもないでしょう」

「……オディール」

　バルステットの言葉を遮さえぎるようにクルドアが己の騎士の名を呼べば、それを聞いたオデットの瞳がゆっくりと開かれていく。隣に立つフィスターが目を見張ったのは、その瞳が、その奥にある瞳どう孔こうが、まるで獣けものが獲え物ものを見つけたかのように開かれていくからだ。

　だがそんなオデットの変化にも気付くことなく、それどころかクルドアの言葉を煽あおりととったのか、バルステットが苛いら立だたしげにギリと歯ぎしりすると共に声を荒あららげた。

「この生意気なガキが！　国もろとも潰つぶしてくれる！」

「いけ、オディール・ガーフィールド」

　激げつ昂こうするバルステットの声とは対照的に、クルドアの言葉は短くその声こわ色いろも随分と冷め切っている。

　それを耳にした瞬間オデットが床ゆかを蹴けり駆かけだすのは、己の主人が口にした呼び名だけで今何をすべきかを察したからだ。尋たずねるまでもなく、迷うことも無く、ましてやクルドアに視線を向けるでもなく遮しや蔽へい物を飛び越こえてバルステットとの距きよ離りを詰つめる。彼もまたそれに対して睨にらみ付けるように顔をあげ、腰こし元もとに下げていたサーベルを引き抜ぬいた。

　銀の刃はが光る。細身だが尺があり、それが貫つらぬかんと迫せまる。打だ撃げきの威い力りよくこそ低いが刺さされば一溜まりもないだろう。

　だがオデットはサーベルを一いち瞥べつすることなくテーブルを駆け上がると跳はね上がるように高々と右足を掲かかげ、迷いなく踵かかとをバルステットに叩たたき込まんと振ふり下ろした。目前に迫るサーベルが僅かに逸それて右みぎ肩かたを服ごと切り裂さくが、そんなもの気に掛かける程ほどでもないと、仮にサーベルが右肩を貫いたとしても止めようがないほどに勢いをつけて。

　低く鈍にぶい音が響く。

　くぐもった苦痛の声と共にバルステットの体が揺らぎ、カランと高い音をたててサーベルが床に転がった。オデットが床に足を着けると同時に手を伸ばしそれを拾い上げ、大きく振り上げる。刃の向かう先はもちろんバルステットだ。

「フィスター！」

「はい！」

　一寸遅おくれてセスラが声をあげ、フィスターが駆ける。

　向かう先は彼もまたバルステット……ではなく今まさに彼をサーベルで貫かんとしているオデット。

「やめろオディール！」

　そう声を荒らげると共に体ごとぶつかるように制止し、フィスターがオデットの腕うでを摑つかんだ。

「落ち着け、バルステット公爵は既すでに意識を失ってる！」

「それがどうした！」

　制止されてもなおオデットが吠ほえ、フィスターに抱だき付くように羽は交がい絞じめにされてもまだサーベルをバルステットへと向ける。その瞳は真っ直すぐに己の標的だけを見み据すえ、サーベルが動かせないのならば喉のど元もとを食いちぎってやると言わんばかりに鋭するどい。

　だがその激昂も、クルドアが静かに「オディール」と名前を呼ぶことでピタリと止まった。オデットの表情が僅かに揺るぎ、瞳に宿っていた憎悪と嫌悪がゆっくりと薄らいでいく。

「オディール、もう終わったみたいだから、ヴィルトルのやり方に従おう」

「……はい、クルドア様」

　深く息を吐はきオデットがサーベルを手放せば、カランと響く音と共に外から援えん軍ぐんの声が聞こえてきた。







　オデットたちが部屋を出る時には既に船内はヴィルトルの騎き士しで制圧されており、聞けばフィスターがここに来る前に幾いく人かに声をかけていたらしい。──弱くても──騎士であるデンもまた援軍として送られてきたようで、こちらに気付くと片手をあげて駆け寄ってきた。

「セスラ王女、クルドア王子、お怪け我がはございませんか？」

「えぇ、大丈夫よ。みんな心配かけたわね」

「今回の件は内密にことを進めております。申し訳ございませんが、今すぐにでも試合会場へ向かって頂きたいのですが」

　気き遣づかうように窺うかがってくるデンに、セスラが頷うなずいて返す。

　一人の少女としては未いまだ恐怖が薄れていなくても、彼女には王女としての務めがあるのだ。この大会のそれも決勝に王女不在となれば誰もが疑問を抱いだき、ましてやクルドアとバルステットの姿まで無ければ何かしらのことがあったと勘付く者も出るだろう。船の制圧こそ終わっているが事態の収束にまでは至っていない現状、外部の混乱は余計な問題を引き起こしかねない。

　それが分かって、セスラが疲ひ労ろうの色を浮かべつつも直ぐに向かうと告げた。それでも己おのれの服を身おろし着き替がえを持ってくるよう命じるあたりは、王女として急せく気持ちより少女としての嫌けん悪おが勝ったと言える。それに対してデンが恭うやうやしく頭を下げ、手近にいた騎士に手配するよう伝えた。

　次いで彼が向かうのはもちろんオデットとフィスターのもとである。

「悪いな、遅おそくなった。怪我は？」

「俺は大丈夫だ。オディール、肩かたは平気か？」

　案じてくるフィスターに、右肩を押さえていたオデットが「どうってことない」と返した。

　バルステットが向けたサーベルは服ごと右肩を切りつけてくれたが、それでも深手ではなく薄うつすらと血が滲にじむ程度だ。数分すれば血も止まり、数日たてば跡あとすらなくなるだろう。その下に残り続ける傷きず跡あとに比べれば些さ細さいなものである。

　だからこそ傷跡を拭ぬぐい「これぐらいなら試合にも差し支つかえない」と笑って答えれば、フィスターが苦く笑しようを浮かべつつ労ねぎらうように左肩を叩いてくる。そうして彼が視線を他所よそに向ければ、オデットもまたそれに倣ならって騎士達に囲まれたバルステットに視線をやった。

　腕を縛しばられ騎士に囲まれている彼は身動き一つ許されず、その姿にかつて女性達を虜とりこにした褐かつ色しよくの貴公子らしさはない。だがそんな状じよう況きようにあってもなお彼はセスラを見つめ「白雪の姫ひめ君」と褒めそやしているのだ。

「セスラ王女、どうかこの騎士達に言ってやってください。私の行動は貴女あなたを愛するあまりだったと……。国に連れん絡らくをして頂ければすぐにでも」

「バルステット公こう爵しやく、貴方あなたの国には連絡を取ります。ですが助けは望まないでください」

　ハッキリと拒きよ絶ぜつの言葉を口にし、セスラが彼を見据える。彼女の隣となりにはグレイドルが立っているが口を挟はさむまいと沈ちん黙もくを保ち、瞳ひとみに警けい戒かいと侮ぶ蔑べつの色を宿してバルステットを睨みつけていた。腰こしに下げた剣けんの柄つかに手を添そえているのは、不ふ審しんな動き一つでも見せれば即そく叩たたき切ってやろうと考えているのだろう。

　だがそんなグレイドルの威い圧あつにも気付かず、バルステットの視線は未だセスラにのみ向けられていた。その狂信的でいてセスラ本人のことを見ていない瞳に、オデットは薄うすら寒さを感じてフルリと小さく肩を震ふるわせた。怖こわかったのは彼のこの異質さだったのだ。

「セスラ王女、貴女は雪のように美しく全てを覆おおう包容力のあるお方だ、だから」

「ヴィルトルのやり方に、この国の法に従って貴方を裁きます」

「……セスラ王女？」

　セスラの淡たん々たんとした口調に初めてバルステットの瞳に戸と惑まどいが浮うかぶ。

　ここにきてようやく、それでもどこか不思議そうな表情は「まさか」と言いたげなのだから呆あきれを通り越して同情すら湧わかない。いったい彼は何を見て何を褒ほめて何を愛していたのか、皆かい目もく見当もつかないし分かりたくもないとオデットが溜ため息いきを吐いた。

「セスラ王女、私達は……」

「バルステット公爵、貴方は昔から美しい言葉で私を褒めてくださいました。私を白雪と、冬のように幻げん想そう的てきで神秘的だと」

「えぇ、貴女の美しさに私は」




「私、冬は嫌きらいなの」




　そうピシャリと言い切るセスラの声は、第三者として聞いていても腕を擦ってしまうほど酷ひどく冷め切っている。

　今まで積み上げ堪こらえてきた嫌悪が今回の一件でついに限度を超こえ、彼女の中にあった温かさが凍こおり付いてしまったのだろう。もはやそこに一いつ切さいの礼節もなく情も無く、それこそ雪風が吹ふきすさぶ冬のように冷たい。

「彼の国に連絡を。私は会場に向かいます」

「はい」

　まるで何事もなかったかのようにグレイドルに命じ、セスラがふいとバルステットから視線をそらす。もはや一瞥してやる価値も見いだせないのだろう、その拒絶の意思を今ようやく悟さとり、バルステットが表情を無くす。眉まゆ尻じりが下がり、乞こうような声こわ色いろでセスラの名前を口にする。

　だがこの場に於て誰だれ一人ひとりとして彼を憐あわれむ者はおらず、数名の騎士が囲みせっつく様にその背を押して歩かせる。眩まばゆかった純白の正装も縛られ捕とらえられた汚よごれが見え、それもまた憐れである。

「クルドア王子、このようなことに巻き込んでしまい申し訳ございませんでした。お怒いかりかと思いますが、どうか会場に顔を見せてはいただけませんでしょうか」

　バルステットに向けていた視線とは一転して申し訳なさそうに眉尻を下げ低頭に頼たのむセスラに対し、フィスターと話をしていたクルドアがそっと腕を伸のばした。そうしてセスラの白い手に触ふれる。

　王女らしく立ち振ふる舞まっていた彼女の手はそれでも小さく震えており、クルドアがそれを宥なだめるように握にぎりしめた。

「貴女が謝る必要はありません。それより、僕は試合会場までの道を知らないので、一いつ緒しよに行ってはもらえませんか？　出来れば、こうやって手を繫つないで……」

「……クルドア王子」

　ほぅとセスラから吐と息いきが漏もれる。瞳には薄うつすらと涙なみだが溜たまり、はいと頷くと同時に滴しずくが頰ほおを伝う。先さき程ほどバルステットに向けた冷ややかなものに比べて、なんと温かく安あん堵どを感じさせる表情ではないか。

　思わずオデットが肩を竦すくめれば、フィスターもまた同様に安堵と疲労をない交ぜにしたような苦笑を浮かべているのが見えた。
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　既すでに日が落ち暗くなり、祭事用の洒落しやれた明かりが周囲を照らす。

　まるで演劇の舞ぶ台たいのように広々としたそこは片面を客に晒さらし片面に漆しつ黒こくの海を背負い、客の期待の視線が一身に向けられていた。

　海上に点々と揺ゆれる光は船か海面に映る星か。盛り上がる客席と波音を響ひびかせる海という対極的な熱に挟まれた舞台は厳おごそかで、ここに立ち戦うことを夢見ていた騎士が羨せん望ぼうと嫉しつ妬とを混ぜ合わせた瞳で舞台を見つめる。

　そんな舞台を袖そでから眺ながめ、オデットが深く息を吐いた。身に纏まとうのはこの大会の為ためにと特別に仕立てられた騎士の正装。それも肩や袖そでに飾かざりまでつけられ、改まったその恰かつ好こうと観客席から聞こえてくる止やまぬ歓かん声せいが心臓の鼓こ動どうを加速させる。

　そんなオデットの緊きん張ちようを知ってか知らずか、オディール・ガーフィールドの名を審しん判ぱんが高らかに呼んだ。

　それを聞いた会場がより一層の盛り上がりを見せ、オデットを呼ぶ声が……オディールを呼ぶ声が続く。




　もしかしたら、これがオディールと呼ばれる最後になるのかもしれない。




　そう考えるも、弱気な思考はするまいと首を横に振り、オデットが舞台へと続く階段に足をかけた。出で迎むかえる歓声が一層増し、続くようにフィスター・テンバーグの名前が呼ばれてより沸わき上がる。

　その熱に促うながされるようにオデットが壇だん上じようを進めば、向かい合うようにこちらに向かってくるのは勿もち論ろんフィスターだ。同じように飾りのついた騎き士しの正装を着こなす彼は『恰好いい』の一言につきる。海風で揺れる濃のう紺こんの髪かみが美しく凜り々りしい印象を与あたえ、同色の瞳が熱く鋭するどく真っ直すぐにこちらを見み据すえる。

　見み惚とれそうだと、そんなことを考えながらオデットが見つめて返した。

　観客席からは歓声があがり、その最前列ではデンやグレイドルが焚たき付けるように声をかけ、それどころか特別に設けられた一角ではクルドアとその隣に座るセスラが見守るように視線を向けてきている。だというのにオデットの視線はフィスターだけに捕とらわれていた。正装を纏い、こちらを見つめる彼の瞳から逃にげられない。

「……オディール」

　耳を塞ふさいでも聞こえてきそうな歓声の中、それでもオデットの耳が小さく呟つぶやかれた彼の声を拾う。

「さっき審判と話をした。安心しろ、この試合でのペナルティは無しだ」

　そう笑って告げる彼の表情は柔やわらかく、見慣れたその表情にオデットが思わず安堵を覚えた。

　冷ややかに睨にらまれ言葉一つ掛かけて貰もらえなかったらどうしようかと思っていたが、彼は以前の通り微笑ほほえんでくれている。それどころか「ペナルティ最多記録をとったんだから十分だろ」とクツクツと嫌いやみたらしく言って寄よ越こすのだ。楽しげなその声色に、オデットもまた笑えんで頷うなずいた。もちろん「後こう悔かいするなよ」と悪態で返すのも忘れない。

　だが次し第だいにフィスターが笑みをゆっくりと消し真っ直ぐに見つめてくるのは、そろそろ試合開始の気配を感じたからか。

「オディール、ペナルティは無しだが俺が優勝したら全すべて暴あばかせてもらう。約束しよう、悪いようにはしない。だが全てはセスラ王女のためだ」

「あぁ分かってる、私も全力で応こたえよう」

　ジッと互たがいに見つめあい、互いの覚かく悟ごを確かく認にんする。

　だがふとオデットが思い出したように、

「私が勝ったあかつきには、この試合から三ヶ月後の特に何もない普ふ通つうの日にスカートを穿はいて口紅を施ほどこして市街地の裏道を歩いてもらう」

　とこちら側の条件を突つき付けた。勿論、以前の通りニンマリと笑って。

「なんだその見つかったら言い逃のがれ出来ない状況は」

「この試合から三ヶ月後の特に何もない普通の日、っていうところが本気っぽいだろ。あ、でも流石さすがにガーターベルトまでは着けなくて良いからな」

　それは勘かん弁べんしてやるとオデットが──的外れな──温情を見せれば、呆あきれたと言わんばかりに溜ため息いきをついていたフィスターが「言ってろ、馬ば鹿か」とだけ言い捨てた。呆れを込めて、それでいてどこか楽しんでいるかのような暴言は相変わらずだ。

　そうしてどちらともなく深く息を吐はけば、まるでそのタイミングを見計らっていたかのように審判が二人に歩み寄ってくる。止やむことはないと思われた歓声が一いつ瞬しゆんにして静まり返り、ザァ……と波の音だけが風と共に響く。

　肌はだを焦こがしかねないほど張りつめた空気が周囲を包み、オディールとフィスターが審判に促されるままに鞘さやから剣けんを引き抜ぬいた。模造剣とはいえ作りこまれた刃が鞘を掠かすめ、その音と自分の心音が重なりあいオデットの中で響き渡わたる。

　所作一つ一つが緊張と不安を誘い、同時に言い様のない高こう揚よう感かんが体を包む。産うぶ毛げが総毛立つような高鳴りに自分が喜んでいるのだと知り、思い立って頰に触れれば口角が上がっていた。

　手順に従いフィスターの持つ剣と刃はを合わせれば、彼が深く息を吐くのが聞こえてくる。

　濃紺の瞳ひとみにジッと見据えられ、それに対してオデットも……騎士のオディールとして、そしてオディールの中にいるオデットとして、全てで彼の瞳を見つめ返した。




　息苦しいまでに張りつめたこの空気はまさに一いつ触しよく即そく発はつ。

　波の音だけが聞こえる中、審判が高らかにあげた合図を切っ掛けにオデットもフィスターも満身の力で剣を振った。




　甲かん高だかい剣けん撃げきの音が続く。

　静せい寂じやくを保っていた観客がその反動のように声を荒あららげ、舞台上で己おのれのもてる力すべてをぶつけ合う二人の騎士を鼓こ舞ぶする。一部は己が推おす騎士の名を、一部は優勢を鼓舞するように、一部は劣れつ勢せいを奮い立たせるように叫び、そして一部に至ってはどちらも勝て等という無む茶ちやを叫さけぶが、それがまた祭りらしい。

　そして誰もがその無茶に同意してしまうほど、壇上の騎士は拮きつ抗こうした戦いを続けているのだ。

　騎士はおろか剣をかじったことのある者ならば……いや、素人しろうと目めにだって分かるほど二人の戦い方は真逆で、そして真逆だからこそ拮抗しているのが明確に分かる。

　巧たくみな剣けん捌さばきと動きで時に熱く時に厚く攻こう防ぼうを切り替かえるフィスターに対し、オデットは試合開始の合図から今まで一度も守りに徹てつすることなくただひたすらに攻こう撃げきを繰くり返している。まさに『猛もう攻こう』むしろその言葉すらも甘いと感じられるほどであり、一いち撃げき喰くらう恐おそれすら厭いとわずに相手の一撃をより強い一撃で撃うち落としていた。その勢いは凄すさまじく、激げき励れいを飛ばしていた騎士達が生なま唾つばを飲む。

　傍はた目めに見ればフィスターが押されていると見えるだろうか、だが彼はオデットの一瞬の隙すきをついて剣を薙なぎ、それを受けてオデットの手から剣が離はなれた。ガランと音を立てて剣が壇上を滑すべっていく。

　その瞬しゆん間かん、客席の一部が試合終しゆう了りようとフィスターの勝利を確信し声をあげた。……一部だけだ。

「まだまだ！」

「だろうと思った！」

　オデットが吠ほえるように声をあげ、半身捻ひねるようにして彼の胴どうを目がけて回し蹴げりを放つ。もっともフィスターもそれを予想していたのだろう、オデットの声に応じるように己もまた声をあげて返し、剣の柄つかでオデットの右足を受け止めた。

　この攻防に客席が一いつ瞬しゆん静まり、次いでまだ試合を見ていられるのだと察してより一層沸わき上がった。騎士らしくない戦いだが、それでも盛り上がりは未いまだかつてないほどだ。──この時、少しでもオデットに余よ裕ゆうがあれば己を鼓舞する『オディール』の声が『ペナルティ王』に変わりつつあることに気付いただろう……いや、気付いたところで傷付くだけなのだが──

　だが今のオデットにはそんな外野の声も耳には届かず、手早く剣の鞘を外すと今度はそれをフィスターへと叩たたきつけた。剣の時とは違ちがう、低い打だ撃げきの音が伝う。

「それが奥の手か！」

　鞘を剣で受け止め、声を荒らげて尋たずねてくるフィスターの声はそれでもどこか楽しそうで、オデットもまた「さぁどうかな！」と一撃放つと共に返した。

　フィスターが後ろに飛びのいてそれを躱かわせば、両者の間に距きよ離りができる。今まで僅わずかな間も許さないと追つい撃げきを仕し掛かけていたオデットも今は追わずに距離をとったのは、慣れぬ鞘では深追いは危険と分かっているからだ。自他共に認める攻こう撃げき一いつ辺ぺん倒とうではあるが、さすがに分の悪さを理解して足を止めることは出来る。

　だからこそ両者はあと数歩というところで互いの出方を窺うかがいつつ、肩かたを上下させ荒い呼吸を整えた。

　そんな二人の間に割って入ろうと近付いてきたのはもちろん審しん判ぱんである。

　ペナルティ無しにしたはいいが、あまりに騎士らしからぬ戦いをするオデットを見み兼かねて止めようと考えたのだろう。騎士の誇ほこりである剣を手放し、あろうことか鞘を外して戦いだしたのだ。審判からしてみれば騎士らしくない等という話ではなく、往生際ぎわが悪いとすら言える。

　だがそれを制したのは他ほかでもなくフィスターで、彼は額に汗あせを伝わせ、それでも審判に対して片手を伸のばした。「不要だ」と告げる仕草に意図を察した審判が足を止め、肩を竦すくめると共に来た道を戻もどることで了りよう承しようを示す。

「言っただろ、ペナルティは無しだ。どんな戦い方だろうと構わない」

「……騎き士しらしくなくても？」

　そうオデットが尋ねれば、汗で濡ぬれた髪かみを搔かき上げつつフィスターが深く息を吐いた。

　湿しめった髪と、頰ほおまで伝う汗。それを乱雑に拭ぬぐう様は男らしく勇ましく、それでいて弧こを描えがく笑みは柔らかい。

「お前は立派な騎士だ。そりゃヴィルトルの騎士らしくはないが、パルテアの騎士としてなら申し分ないんだろう。迷いも守りも許されない、戦うしかない騎士……そうだろ？」

　そう問われ、オデットが深く頷いて返した。




　パルテアは弱く小さな国だ。少ない国民数と辺へん鄙ぴな場所が合わさり、どの国も敵視することも無ければ欲ほつすることも無い。国民性も温和の一言に尽つき、積極的に他国に介かい入にゆうすることなく自国内でのんびりと生活し平へい穏おんを保つことを第一としていた。

　そんな環境と温和な風習は戦力を高めるには適しておらず、大国ヴィルトルどころか中ちゆう堅けん、ましてや一いつ般ぱん的てきには小国と呼ばれるような国からだって狙ねらわれればひとたまりもないだろう。愛国心からいざとなれば国民も武器を取るだろうが、そもそもその武器だって辺鄙な国ゆえにろくなものが無い。友好国もあるにはあるが、いざという時に守ってくれるとは限らない。

　平和で穏おだやかで、そしてちっぽけで非力な国。だからこそ守りは許されず、自国を守るためには攻撃に徹するしかないのだ。

「だからあの時、クルドア王子は迷うことなく命じたのか」

　そうフィスターが呟つぶやくのは、言わずもがなバルステットの船内でのことである。

　セスラへの愛を拗こじらせるあまりパルテアを潰つぶして捧ささげようと告げるバルステットに、クルドアは冷ややかにオデットの名前を呼ぶことで己の部下に命じたのだ。

『オディール・ガーフィールド』と。

　それは攻撃一辺倒の騎士を動かすための言葉であり、戦略も交こう渉しようも要いらずただバルステットを打ち倒たおせという簡素ながら絶対の攻撃命令である。だからこそ、それを聞いたオデットは迷うことも指示を仰あおぐことも無く駆かけ出しバルステットを蹴り倒し、彼が気絶してもなおサーベルで刺さし貫つらぬかんとした。そこまでがクルドアから受けた命令だと思えたのだ。現に、オデットがサーベルを構えてもクルドアは制止の声をかけなかった。

「迷うなんて選せん択たく肢しはパルテアには許されない。狙われたその瞬間に相手の首を叩き切る、それがパルテアが生き残る唯ゆい一いつの術すべ、そして……」

　鞘を剣のように構え、オデットがフィスターを睨にらみつける。

　再開の意思を察したのだろうフィスターもまた応こたえるように剣を構えた。

　鞘と剣では明らかに前者が不利である。それでもオデットの瞳に宿った闘とう志しは消えず、決意を改めるようにスゥと深く息を吸った。

　剣けんを弾はじかれようと鞘さやで戦い、騎士らしくないと言われようが己の体で戦い続ける。全すべては小国パルテアのため、非力な国が生き残るため、その為ためには攻撃される前に敵を殲せん滅めつする必要がある。気絶した相手をサーベルで刺し貫いて、非道に殺すことも厭わない。

　平和で穏やかな国であるために、騎士は獰どう猛もうでいなければならないのだ。そして……。

「それを担になうのが我らガーフィールド家」

　そう告げ、オデットが地を蹴ると同時に手にしていた鞘を振ふり上げた。

　ガゴッ！　と鈍にぶい音がするのはフィスターの剣で薙なぎ払はらわれたからだ。反動で僅かに体が揺ゆらぐが、身を低くして辛かろうじてバランスを取り彼へと足あし払ばらいを仕掛ける。だが既すんでのところでうまくいかず、後ろに飛びのくようにして避よけられてしまった。

　その素す早ばやさにオデットが眉まゆを顰ひそめ、それでも体勢を立て直す。剣ではなく鞘を握にぎり直し、再びフィスターへと向かう。だがその動きすら読まれていたのだろうフィスターの持つ剣が待っていたといわんばかりにオデットへと振るわれた。

　胴を狙う横の一撃。これが模造剣でなければ体が真っ二つになっていただろう、いや模造剣でもまともに喰らえば骨の一本や二本ヒビが入っていたかもしれない。それほどまでに容よう赦しやなく迷いなく繰り出された一撃を、オデットが本能に近い反射神経で鞘で受け止める。

　手が痺しびれ、受け切れずに足が僅かに床ゆかを滑る。だが受けたまま薙ぎ払い今度は逆に仕掛けるもまたも避けられてしまう。

　互たがいに満身の力で繰くり出しては躱され仕掛けられては受け止めて、終わりがあるのか疑わしい応おう酬しゆうを何度も繰り返し、その末に先に痺れを切らしたのはフィスターだった。普ふ段だんの騎士相手と違うオデットの戦い方に冷静さを欠いたのか彼らしくなく舌打ちし、剣を握る手に力を込める。

「……いいかげん」

　うなるように呟かれた声は気き迫はくすら感じられ、オデットが身構える。

　フィスターの気迫と声こわ色いろに次こそ彼の決め手がくると感じ取ったのだ。

　だからこそ放たせるものかと鞘で彼の剣を押さえつけようとし……、




「いいかげん、クルドア王子が女だと認めたらどうだ！」




　という彼の怒ど声せいに虚きよを衝つかれ、僅かに力を緩ゆるめてしまった。

　その瞬間に放たれたフィスターの一いち撃げきの力強さと言ったらない。オデットの鞘を薙ぎ払い、それどころかオデットごと切り上げるように満身の力で剣を振り上げたのだ。

　その威い力りよくは凄まじく、布に剣けん先さきが引っかかるも強ごう引いんに押し上げ、金ボタンを弾はじけさせて更さらにはその下に来ていた服も巻いていたサラシすらも全て引っかけていく。

　……そう、騎士服のボタンを全て弾き飛ばし、サラシごと捲まくりあげてくれたのだ。

「……え？」

　と漏もらされるフィスターの声のなんと間ま抜ぬけなことか。先さき程ほどの気迫からの温度差が凄すごい。

[image: ]

　だが唯一その声が聞こえる距離に居たオデットはもはやそれどころではない。なにせ服もサラシも、なにもかも全て捲り上げられたのだ。

　その下に身に着けているものなど何もなく、突とつ然ぜんの解放感と海風が腹と胸を撫なでる……。

　……腹と、そして胸を。

「え、オディール……え？」

　いまだ剣を構えたままフィスターが目を白黒とさせる。

　対して会場がざわつくのは何が起こっているのか分からないからだ。幸い──この状じよう況きようの何が幸いなのかさっぱり分からないが───今のオデットは客席に背を向けており、胸を晒さらしているのはフィスターのみ。……だがフィスターにはバッチリと見られてしまった、というより互いに硬こう直ちよく状態が続いて未いまだに見られている。

「オディール……なんで、だってクルドア王子が……」

「フィスターの……」

　フルフルと震ふるえつつオデットが上着を手で押さえる。彼の一撃は凄すさまじく、留めていた金ボタンは全てが外れていて左手でしっかりと押さえておかなくてはならない。

　だが押さえるのは左手だけだ。なにせ右手は、

「フィスターの馬ば鹿か！」

　と叫さけぶと共に彼の頰を引っ叩ぱたいたのだから。







[image: エピローグ]




　暖かな日差しと心地ここちよい風が吹ふく海辺の一角、適当な場所に並んで腰こしをかけた瞬しゆん間かん、

「オディール、悪かった！」

　そう謝罪の言葉を口にし勢いよくフィスターが頭を下げるのは、言わずもがなあの剣けん技ぎ大会でのことについてである。

　これが最後だと言わんばかりに放たれたフィスターの一撃はオデットの上着とサラシを豪ごう快かいに捲りあげ、憐あわれオデットの胸は布一枚隠かくすことも許されず彼の前に晒されてしまった。言ってしまえば『丸見え』だ。

　それだけでも女のオデットからしてみれば耐たえ難がたいほどのショックなのに、よりにもよってフィスターはオデットではなくクルドアが女だと疑っていたというではないか。つまりまったく見けん当とう違ちがいな疑いをかけて行動していた彼に、とんでもない方法で無用な種明かしをさせられたことになる。

　それを改めて考え、オデットが心労で盛大な溜ため息いきをついた。フィスターに女と気付かれたと慌あわてていた自分が馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてくる。過去に戻もどれるのなら今すぐに戻って、フィスターを警けい戒かいしていた自分に言ってやりたい。「こいつ馬鹿だ！」と……。

「……本当に悪かった。俺はお前が女だなんてまったくこれっぽっちも考えず、クルドア王子の方が可か憐れんだからと間ま違ちがえて疑っていたんだ。そのうえ剣技大会ではあんなことを……」

「グイグイ傷口抉えぐってくる！」

　もう止やめて！　とオデットが悲鳴をあげる。彼の謝罪は今のオデットには追つい撃げきでしかなく、これは手痛い……と思わず胸むな元もとを押さえればフィスターが申し訳なさそうに顔を覗のぞき込んできた。濃のう紺こんの瞳ひとみがこちらを窺うかがうように細まり、まだ怒おこっているのかと不安を抱いだいているのだろう眉まゆ尻じりが下がっている。

　その表情から彼の謝罪が本物だと分かる。だがそれでも胸の内は晴れず、自分の方が泣きたいくらいだとオデットが彼を睨にらみつけた。……いまだ痛む胸を押さえつつ。

「あんなにしつこく風ふ呂ろに誘さそってきたくせに」

「あれは……風呂でならお前もクルドア王子が女だと打ち明けてくれるんじゃないかと思って」

「ピンクの口紅……」

「クルドア王子には淡あわい色の方がお似合いだと……」

　改めて自分の言動が筋違いだったことを思い知らされて恥はずかしくなったのか、フィスターが嘆なげく様に両手で己おのれの顔を覆おおった。穴があったら入りたい気分なのだろう「悪かった」と念を押すように告げてくる声色はだいぶ弱っている。

　そんなフィスターに対し、それでもオデットは怒いかり冷めやらぬと彼を睨みつけた。

「よし、一発殴なぐらせろ」

「一発と言わず、好きなだけ殴ってくれ……」

　非は全すべて自分にあると考えたか、フィスターが顔を上げて目を瞑つぶる。眉み間けんに皺しわを寄せて身構えるのは、全力で殴られることを覚かく悟ごしているのだろう。

　それを見てオデットが小さく笑い、ゆっくりと右手を上げ……ペチンとフィスターの頰ほおを叩いた。殴る等と言えるほどの威力もなく、引っ叩くとすらも言えない。ペタと頰に手を添そえた程度、当然だが痛みなど無く赤子だってくすぐったいと笑うだろう。

　平手打ちかもしくは拳こぶしでも覚悟していたのか、フィスターが濃紺の瞳を丸くさせる。

「……オディール」

「いいよ、もう。今ので気が晴れた」

　最後にムニッとフィスターの頰を軽く抓つねり、パッと手を離はなす。いまだ事態を理解できないと言いたげな彼は呆ぼう然ぜんと己の頰に触ふれ、次いで「ありがとう」と感謝の言葉を口にした。

　安あん堵どを感じさせるその声色と表情に、オデットが苦く笑しようと共に肩かたを竦すくめる。

　見当違いな疑いを掛かけられ揚あげ句にあんな目に遭あわされ、そのうえ女とはまったく思わなかったとプライドをズタボロにされたが、結局のところ彼の行動は全て己の主あるじであるセスラのため。婚こん約やく後にクルドアが女と知れば彼女が傷つくと考え、だからこそ手て遅おくれになる前に暴あばこうと躍やつ起きになっていたのだ。それでも執とり成すと言っていたのは、婚約こそ阻そ止しするが友人としてなら……と、そんなことを考えたに違ちがいない。

　この迷めい惑わくなほどの忠誠心を、いったいどうしてクルドアのために男と偽いつわってヴィルトルにまでついてきた自分が咎とがめられると言うのか。

　だからこそ仕方ないとオデットが片手を差し出せば、それを見たフィスターがパッと表情を明るくさせて握にぎり返してきた。

「まぁ、私もお前を騙だましたことだし。これでお相子だな」

「……そ、そうだな」

　バツが悪いと言いたげなフィスターの表情は分かりやすく、これにはオデットも先程までの傷心もどこへやら悪戯いたずら気に笑えみを浮うかべた。




　オデットとフィスターの間でこそ驚きよう愕がくのアクシデントがあったものの幸い周囲はそれに気付くことなく、剣技大会自体はオデットの優勝で幕を閉じた。──右ストレートという騎き士しらしからぬ最後の一手で、会場内が『ペナ王』コールで溢あふれたのも今となっては良い思い出……なわけがない──

　とにかく、見事優勝をはたしたオデットには当然だが『セスラ王女の計らい』が与あたえられる。

　それも優勝が決まったあの壇だん上じようで、両陛下に称たたえられると共にセスラ本人から問われるのだ。それもまた騎士の名めい誉よであり、お祭り騒さわぎの終幕を飾かざるものらしい。

　もちろんオデットは当初の通り、クルドアとセスラに身分を気にせず二人きりで過ごせる時間を贈おくりたいと願い出た。

　忠義に厚いこの願い出に他ほかの騎士達も見直すように感かん嘆たんの声を漏もらし、両陛下も微笑ほほえんで頷うなずく。国民からは『忠義のペナ王』というよく分からない褒ほめ言葉があがったほどだ。

　中でもこれを聞いた反応が顕けん著ちよだったのが、普ふ段だんの彼女らしくなくはしゃぐように喜びの表情を浮かべるセスラと、オデットに感謝を告げつつセスラと微笑みあうクルドア。そして……フィスターである。

「しかし、あの時のフィスターの反応は凄すごかった。見事にポカンとしてたな、あれほど人間ってポカンとするのかってぐらいポカンとしてたな」

「……好き勝手言いやがって」

　恨うらみがましげなフィスターの声に、それでもオデットが悪戯気に笑んで舌を出す。

　どうやら彼は本気で女装をさせられると思っていたようで、オデットの願い出を聞いてもしばらく啞あ然ぜんとしていた。そうして周囲の騎士達がオデットの策略に気付いて笑い出し、腹を抱かかえて涙なみだ目めになったデンに「一いつ杯ぱい喰くわされたな」と肩を叩かれてようやく理解したのだ。その光景を思い出してオデットがクツクツと笑えば、咎めるように足を蹴けられた。

　的確に脛すねに当ててくるあたり、さすがフィスター・テンバーグ……とオデットが痛みに呻うめく。だがこの手痛い一いち撃げきこそ彼が普段通りの調子を取り戻した証あかしであり、ならば自分もやられっぱなしでなるものかと足を踏ふんづけて返した。

「さっきまで謝ってたのに直すぐこれだ！」

「調子に乗るなよ。確かに勘かん違ちがいはしたが、そもそもお前が女らしさの欠片かけらも無いから気付かなかったんだ。たとえお前がレースのスカートを穿はこうが化け粧しようしようが、女だなんて誰だれも気付かないだろうな。女装騎士の誕生だと笑い物になるのがオチだ」

「なんだと！　誰が女装騎士だ……お、お兄様！」

　フィスターの暴言に罵ば倒とうで返そうとし、オデットが悲鳴を上げる。『女装騎士』というフィスターの言葉を聞き、脳のう裏りに兄の姿が浮かんだのだ。レースのスカートを纏まとい赤い口紅を付け耳元で白いイヤリングを揺ゆらす兄の姿は誤ご魔ま化かしようがないほどに女装騎士である。

「ど、どうしたオディール……」

「いや大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと泣きたいだけだ」

　満面の笑みを浮かべてレースのスカートを翻ひるがえす兄を脳裏から追い出し、オデットがコホンと咳せき払ばらいをした。もちろん場を改めるためであり、次いでフィスターを見み据すえる。突とつ然ぜんのオデットの悲鳴に目を丸くさせていた彼もこれには表情を真しん剣けんなものに変え、応こたえるように見つめ返してきた。

　濃紺の瞳、ザァと海風が吹ふき抜ぬければ同色の髪かみが揺れる。それを眺ながめ、オデットが彼の名を呼んだ。

「フィスター、私はこれからもクルドア様の騎士でいたいんだ。そのためにはオディールで居続けなきゃいけない」

「あぁ、そうだな。確かにヴィルトルでは女の騎士は認められていないから、お前が女と知られれば騎士の称しよう号ごうは剝はく奪だつされるだろう。帰国させられるか、騎士以外の役職に就ついて残るか、その二択たくだ」

　そう話すフィスターに、やはりとオデットが眉間にしわを寄せた。今までヴィルトルの騎士を務めていた彼が言うのだから間違いないだろう。この地では女は騎士になれない、女と知られれば騎士でいられなくなる。

　だからこそ隠かくし通さなければとオデットがフィスターを見つめれば、言わんとしていることを察したのだろう彼は濃紺の瞳を柔やわらかく細めて頷いた。

「仕方ないから俺も協力してやる。セスラ王女とクルドア王子が正式な御ご婚こん約やくまで漕こぎつければ、オディールにも恩おん恵けいとして特例が降りるかもしれないしな」

「フィスター、ありがとう」

「言っただろ、執とり成してやるって」

　そう告げる彼の表情は柔らかく優やさしげで、オデットが見み惚とれるように見つめて返し、改めて彼へと手を差し出した。

　応えるように握り返してくるのは、節が太く、自分の女の手とは違った男らしい手だ。握あく手しゆと言うよりは半ば包み込まれているようで、まさかこんな風に握手を交かわすとは思っても居なかったとオデットが笑えばフィスターも笑みを零こぼした。




　そうして、互たがいに一息ついて眼前の光景へと視線を向ける。

　広大な海は日の光を反射させて輝かがやき、波が所々で白い泡あわをたてる。遮さえぎるでもなくそれでも絶えず聞こえてくる波音は心地ここちよさを感じさせ、海鳥が波音に合わせるように高い声で鳴いて風を切るように飛んでいった。

　そんな海辺をゆっくりと歩くのは二人の男女……もちろん、クルドアとセスラだ。今日の二人は普段のような着き飾かざった服装ではなく、クルドアはラフなシャツと色を合わせたズボンを穿き、セスラは白いワンピースを纏い、傍はたから見ればどこにでも居る平へい凡ぼんな少年少女といった恰かつ好こうをしている。楽しげに笑い、時折は波打ち際ぎわに足を晒さらして遊ぶ姿は尚なお更さらだ。

　これこそまさにオデットが『セスラ王女の計らい』として願い出た二人の時間。その身分ゆえ好きな所に二人でとはいかず結果的にオデットとフィスターが遠目で警備することになったが、それでも彼等の話し声は聞こえず、その表情を見るに自由と感じてくれているだろう。

「オディール、ありがとうな」

「ん？」

「セスラ王女があんな風に笑って喜んでるところは初めて見た」

　そうフィスターが波打ち際で遊ぶセスラに視線をやりながら話す。それに倣ならうようにオデットもまたクルドアに視線をやれば、二人がこちらに気付いて手を振ふってきた。一国の王女とも王子とも思えないそのはしゃぎように、オデットとフィスターが苦く笑しようを浮かべて手を振って返す。

　だが次の瞬しゆん間かん今までより強めの風が吹き抜け、波打ち際で遊んでいたセスラがフワとスカートの裾すそを翻すと共に尻しりもちをついた。もちろん、浅あさ瀬せと言えど海の中にだ。

　この事態に、反射的にオデットとフィスターが立ち上がる……。が、次いで聞こえてきたのは今までより増した笑い声で、見ればセスラは海水に濡ぬれたことすらも楽しいと言いたげにパシャパシャと海面を揺らして遊び、クルドアもまたズボンの裾が濡れることも厭いとわないと足元で海水を揺らし時折は跳はねて水みず飛沫しぶきをあげている。

　海で転んで濡れて、それがまた楽しくて笑う……その子供らしい光景に、危機を感じ取って立ち上がったはずのオデットとフィスターが顔を見合わせて肩かたを竦すくめあった。

「あれはもう全身ずぶ濡れだな」

「二人が楽しいなら良いさ。オディール、なんだったらお前も海に入ったらどうだ。泳ぎを教えてやるよ」

　フィスター曰いわく、ヴィルトルの騎き士したるものいかに剣けん技ぎが強くても泳げなければ話にならないらしい。海上での戦いはもちろん、海辺で問題が発生した時にも騎士が救助に駆かけ付けるし、何かと海に入る機会が多いと言う。だからこそ「泳げるようになっておけ」と楽しげに笑うフィスターに、オデットが「馬ば鹿かにするなよ」とカナヅチではないことを訴うつたえた。

「パルテアに海は無いが川はある。それによくお風ふ呂ろで泳いでたからな！」

「海と川を一いつ緒しよにするな、それ以前に風呂なんてもっての外だ。油断してるとまた溺おぼれるぞ」

「ガーフィールド家たるもの二度と同じ失態は繰くり返さない。次に何かあってもフィスターに助けられる前に自分で……」

　そう言いかけ、オデットが言葉を飲み込んだ。

『また溺れる』だの『同じ失態』だのと、何気なく交わしたつもりの言葉でバルステットの船から落とされた時の事を思い出したのだ。いや、正確に言うのであれば船から落とされた後、夜の海に沈しずみかけたところをフィスターに助けられた時の事。

　意識を失った自分を、彼は何度も名前を呼んで意識を取り戻もどそうとしてくれた。

　……そして、




「あ……」




　とオデットが小さく呟つぶやいて己おのれの唇くちびるに触ふれた。

　あの時確かに唇に柔らかなものが触れた。まるで誰だれかの唇を押し当てられたかのような……。

　一いつ瞬しゆんにして蘇よみがえった感かん触しよくにオデットの顔に熱が灯ともり、フィスターもまた何かを思い出したのか小さく息を吞のむと顔を真っ赤にさせた。その赤く染まった頰ほおが、表情が、露ろ骨こつに逸そらす視線が、あの時のことを肯こう定ていしているように感じられ、オデットもまた慌あわてて顔を逸らした。

　彼の反応を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん、あの時キスを……じゃなくて、人工呼吸をされたのだ。

　唇と、唇で……。

　そう改めて考えれば更さらにオデットの顔が熱を増し、チラと横目で見ればフィスターも耳まで赤くさせそっぽを向いている。先さき程ほどまでの暴言の応おう酬しゆうも穏おだやかな会話もどこへやら、なんとも言えない空気が漂ただよい、オデットが逃にげるように「クルドア様、私も入れてください！」と波打ち際の二人のもとへと走って行った。




　せっかくの二人きりの時間を邪じや魔まするなんて、恋こいの手伝いを任されたのに何という愚ぐ行こうだろうか。パルテアに居る父に知られたら呆あきれられそうなものだ。

　だけど今だけはと心の中でクルドアとセスラに謝罪をし、オデットは海面で冷やした手を頰に当てて小さく溜ため息いきを吐ついた。







　あとがき




　はじめまして、もしくはお久しぶりです。さきです。

　このたびは『男装騎き士しの憂ゆう鬱うつな任務』をお読みいただき、ありがとうございます。

　ラブコメを目指してもどうにもコメディに偏かたよってしまう性しよう分ぶんなんですが、なんとか恋れん愛あい成分も盛り込めたかなと思っています。ラブコメを名乗れる……はずです。




　今回の主人公オデットは女の子で騎士です。騎士という響ひびき、設定、大好きです！

　元気が良くて、強くて、男装すると恰かつ好こ良よくてと色々と詰つめ込んだ結果、ちょっと知能が犠ぎ牲せいになってしまい猪ちよ突とつ猛もう進しん型になりました。剣けんを失っても蹴けりで戦う活発過ぎるヒロインですが、戦う姿や迷いのない姿勢に好感を抱いだいて貰もらえたら嬉うれしいです。

　対してフィスターはクールなヒーロー……を目指していたんですが、書き終えてみるとクールと言うにはちょっと詰めが甘い性格になりました。クールもどきな世話焼きですね。

　そんな二人を『相棒以上恋こい人びと未満』かつ『喧けん嘩かップル』とイメージして書いてみました。

　互たがいに罵ば倒とうし口では嫌きらいと言い、でも本当は認め合っている。そんな関係にほんのりと漂ただよう恋愛の気配……！　こんな感じに仕上がっていたら良いなと思っています。




　もしもこの二人を、そして二人を取り巻く環かん境きようとお話を気に入っていただけたら幸いです。




　松まつ本もとテマリ先生、素す敵てきなイラストをありがとうございます。

　どのキャラクターも恰好良くかつ可愛かわいく描えがいていただき、作業の合間に何度も眺ながめてはニマニマと怪あやしい笑えみを浮うかべていました。眺めていると自然とにやけてしまうんです。

　担当様、コメディ成分に偏りがちな私をここまで導いてくださりありがとうございました。

　頂いた助言が無ければ、恋愛のれの字も無いままボケとツッコミで終わるところでした。







　そしてなにより、この本を手に取ってくださった全すべての方へ、心からのお礼を。

　本当にありがとうございます！










　ではまた、お会いできることを願って。
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